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プロローグ







　最近こんな都市伝説が流行はやっている事をご存知だろうか？

　とあるゲームで一定以上の成績を残すと、異世界に落ちるという話だ。

　ある者はハマリ過ぎて現実を忘れただけではないかと推理した。

　またある者は極ごく秘ひに次回作のテストプレイのために出かけ、その守秘義務を守った結果、どこか異世界に行っていたと勘かん違ちがいされたのではないかと推理した。

　どちらもゲーム好きが一週間程ほどいなくなるだけなら、十分納なつ得とく出来る理由だ。

　ただ、この都市伝説には続きがある。

　先ほどのもっともらしい答えでは解けない一文がある。

　ゲームの内容を忘れる上に、彼かれらがもう一度そのゲームに触ふれた時、涙なみだを流して二度とそのゲームで遊ばなくなる。

　ゲーム好きにはあり得ない結末だ。

　そんな都市伝説に挑いどむ少年がまた一人現れた。

　木きの下した浩こう太た、何の取とり柄えも無い普ふ通つうの少年は異世界で新たな伝説を刻む。





○






　木下浩太はベッドの上に立ち上がると、スマホ片手にガッツポーズをとった。

「よーっし。パーフェクトクリア！」

　浩太は夏休みの間、学校で噂うわさになっていた都市伝説を試ためしてみようと、ソシャゲー《クロノ・ギア戦記》で遊んでいた。

　異世界に落ちる条件は、《クロノ・ギア戦記》に出てくる全ステージをクリアすること。

《クロノ・ギア戦記》とは、騎き士しと呼ばれるキャラに命令を出だし、襲おそい来る魔ま物ものを倒たおすタワーディフェンス系のゲームだ。

　始めは都市伝説を確かめるつもりで遊び始めた浩太だったが、気付けば当初の目的を忘れるくらい完全にはまっていた。

「そう言えば、何か変な噂があったな。全ステージをクリアすると異世界に落ちるとかなんとか。普通に面おも白しろくてすっかり忘れていたけど」

　そのはまりっぷりは勧すすめた友とも達だちが少し引くほどのはまりようで、完かん璧ぺき主義だった。

　手に入れたキャラがプレイ中に死んでも消しよう滅めつしないのに、ステージ攻こう略りやく中にキャラが死ねば、ステージをクリア出来そうでも一からリトライした。

　その結果、全百ステージ損害無しという輝かがやかしい記録だ。

　これ以上のやり込みはもう無い、そう胸を張って言える。

　――はずだった。

「ん？　一〇一ステージ？　攻略ｗｉｋｉには載ってなかったけどな。ページ内はコメントまでチェックしたんだけど……」

　スマートフォンの画面に三頭身のデフォルメ金きん髪ぱつ少女が現れ、一〇一ステージ目に挑ちよう戦せんするか尋たずねている。

　それを見た浩太は、一いつ旦たんゲームを止めて、同じゲームをとっくにクリアしたと言っていた友人にメッセージを写真つきで送った。

　すると、すぐに興奮気味な友人が電話をかけてきた。

「浩太！　さっきの画像コラじゃないよな!?」

「んな悪戯いたずらしないって。篠しの崎ざきも先週クリアしたって言ってたけど、出なかったのか？」

「出てない。お前なんか特別なフラグ立てるようなことしたのか？」

「んー、一応全キャラ生存でクリアした。一度もキャラロストはしていないな」

「マジか!?　お前この鬼き畜ちく難易度ゲーでノーミスとかどんだけリトライしたんだよ!?」

「一ステージあたり平均十回くらい？」

「あー、浩太って負まけず嫌ぎらいなところあるもんなぁ。格ゲーとか負けたら勝つまで止めないし。クレーンゲームでフィギュアが取れなくて何千円もぶっこんだり」

「ははは……」

　浩太が一人でゲームセンターに行って遊んだら、連コインして破は滅めつするから一人でゲーセンに行くな。なんて冗じよう談だんながらに心配されたことがある。

「まぁ、そのおかげで隠かくしステージ出すんだからすごいじゃねぇか。都市伝説の異世界ってのも、この隠しステージのことなんじゃないか？　後でどんなステージだったかスクショ付けて教えてくれよ」

「分かった。それじゃ、ちょっと攻略してくる」

　またな。と言って互たがいに電話を切る。

　すると、浩太はすぐさまゲームを再起動した。

　都市伝説も気になるけど、それ以上にこのゲームをもう一ステージ遊べるのが楽しみだった。

「さて、最後はどんな鬼畜ステージが待っているのやら」

　浩太が軽い気持ちで、ナビゲーションキャラの提示する【挑戦する】をタッチする。

　どんな難敵、難所だろうが絶対にクリアしてみせる自信があった。

　とはいえ、普ふ段だんからこんな自信は持ち合わせていない。

　リア充じゆうと言われるような甘あま酸ずっぱい青春とは全く無む縁えん。

　ゲームを主に漫まん画がやアニメといったサブカルをメインの話題にするような、パッとしないグループにいる。

　そんなパッとしない自分が、最高のプレイヤーの一人になれたのだから、浮うかれない訳がなかった。

「え？　何だこれ？　眩しっ!?」

　スマホの画面に歯車が現れ――目の前が真っ白な光に覆おおわれた。

　眩しくて何も見えない。

　さらに真っ逆さまに落ちている感覚がする。絶ぜつ叫きようマシンに乗った時に胸の辺りに感じるフワッとした感覚だ。

「うわぁぁぁ!?」

　浩太が真っ白な光の中を落ちながら叫さけぶと、ふと青年の声が聞こえてきた。

『木下浩太か。さて、今度はどんなものを見せてくれるかな？』

　面白かったアニメの次回予告を見て、ワクワクしているような口調だ。

　一体何を見せるというのか、浩太が疑問に思うと――。

『《観測者クロノス》として君の可能性を見せてもらう』

　観測者と名乗る男の声はそう言って消えた。

　そして、不思議なことに、その声が消えた途と端たん、まばゆい光も落ちる感覚も消えている。

「今のは何だったんだろう……って、何か焦こげ臭くさい？」

　思わず咳せき込むような煙けむり臭くささに、たまらず目を開けると――。

「なんだ……これ？」

　浩太の前に、見たことのある光景が広がっていた。

　夏休みの間、毎日遊んでいたスマホのゲームの中で見たことのある景色だ。

「クリアした人は異世界に落ちる……」

《クロノ・ギア戦記》をクリアした者は、異世界に落ちるという都市伝説。

　その言葉が浩太の頭をよぎった。
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　世界が滅ほろんだ後の風景のようだ。

　屋根の消えた家、壁かべを球状にえぐられたビル、元がサッパリ分からない瓦が礫れきの山。

　そして、浩太の目の前には墜つい落らくした輸送機と、血まみれの人間が十人ほど倒れている。

　だが、この世界が異世界だと気付いたのは、空にあるモノがいたせいだ。

「あれは人……じゃないよな。どう見ても」

　赤い翼つばさを生やした人形が両手を広げて浮いている。

　生き物というよりは、鉱物や金属で出来た彫ちよう刻こくのようだ。

　そして、その彫刻こそが、この世界が異世界だと教えてくれる。

「ゲームに出てきた……敵だ……」

　ゲームの中で何度も戦った天使型アンヘルと呼ばれる敵と、姿形が全く同じなのだ。

　そして、攻こう撃げきを繰くり出す時に出す声までもゲーム通りだった。

「死の運命を思い出せ」

　男性と女性の声が不気味にハモる声だ。

　その声で、浩太が慌あわてて逃にげようとしたら、足がもつれて転んでしまった。

「やばっ……」

　マジでヤバイ!?　どこかに隠れないと殺される!?　動けよ！　動け俺おれの足！

　そう浩太が慌てていると、胸ポケットにしまってあったスマホが音を立てて震ふるえだした。

「っ!?　こんな時に鳴るなよ！　アレに気付かれたら――うわ!?」

　音を止めようとしたら、胸ポケットの中から青い光が溢あふれだしていた。

　何が起きているか分からず大おお慌あわてでスマホの画面を見ると、そこには見慣れたホーム画面はなくて――。

「何だ……これ」

　ホーム画面から全てのアイコンが消え、金きん髪ぱつ碧へき眼がんの少女が浩太を見上げていた。

　その少女のことを浩太は知っていた。彼かの女じよによく似た姿のキャラクターをつい先ほど見た気がした。

（この子、スペシャルステージに挑戦するかを聞いて来たナビ子に何となく似ている？）

　クロノ・ギア戦記でスペシャルステージの案内をしたデフォルメキャラにそっくりだったのだ。

「言語変へん換かん作動。意志の同期を確かく認にん。戦略地図を導入。転送門を再構築。粒りゆう子し制せい御ぎよ回路を構築。絶対命令権を分ぶん与よ。観測者クロノスとのリンクを切断」

「な、なに？　何をしてるんだ!?」

「全プログラムインストール完かん了りよう。端たん末まつの魔ま装そう化かに成功。サポートシステム《イヴ》起動。木下浩太をマスターとして設定。ようこそ異世界へ。マスター」

　スマホの中の金髪の少女が意思を持って言葉を発し、浩太にお辞じ儀ぎをする。

　そして、ニッコリ微ほほ笑えみながら信じられないことを口にした。

「世界をあなたが思うままに従えてみたくないですか？」







第一章「異世界転移」







「いったい何を言ってるんだ!?」

「初めまして。木きの下した浩こう太たさん。私の名前は戦略戦術支し援えん人格《イヴ》。これから、マスターの戦せん闘とう支し援えんをおこないます」

　勝手に電源のついていた画面で、イヴと名乗る金髪の少女が浩太の言葉を無視して話を進めていく。

「さっきスペシャルステージを挑戦するかって聞いたのも君だよね？　ここは本当にゲームの中の世界なのか!?」

「イエス、マスター。あれは私と同一です。その証しよう拠こにこうやって変身だって出来ます」

　イヴはあっさり正体を認めると、ゲームと同じ三頭身のデフォルメキャラに変身した。

　その姿に浩太が口をパクパクさせていたが、イヴはお構いなしに説明を続ける。

「このまま画面をご覧下さい。戦場を映し出しますから」

　イヴがそういうと、スマホの画面に都市の地図が現れた。

　そして、その地図の上にはカードの上に模型を乗せたような青色のコマと赤色のコマがあった。

「作戦地図、作成完了。味方機は青いコマ、敵機は赤いコマに色分けされています。マスターの現在位置は黄色のコマです」

　倒すのはこいつですと、イヴが指さしたのは、赤いカードの台に乗った天使型アンヘルと名前がつけられた赤いコマだ。

「クロノ・ギアをクリアした人間は異世界に落ちる……。そうか、あれはゲームの世界に転移するって意味だったんだ」

　敵の名前と見た目だけではなく、映し出されるマップまでゲームで見たものと同じだった。そのおかげで、浩太は都市伝説の意味と自分の置かれた状じよう況きようを理解した。

「はい。その通りです。あなたに魔物と戦ってもらうために、私がこの世界に呼びました」

「待ってくれ!?　そんなこと言われても俺は戦えないぞ!?　今だって丸まる腰ごしだし、お約束のチートスキルだって持ってない！」

　突とつ然ぜん放ほうり込まれた状況に浩太は泣きたくなった。

　都市伝説では異世界に落ちた人間は涙を流し、二度とゲームに触れなかったという。

　確かに特とく殊しゆなスキルも貰もらえず、丸腰で世界を滅ぼした化け物と戦えと言われたら、泣いて逃げ出したくもなる。

　ゲームを見ると涙を流すのは、この化け物を相手にした恐きよう怖ふを思い出すからだろうか。

　今の浩太もまさにその恐怖に襲われて、手と足が震えていた。

　そんな浩太の気持ちを察したのか、イヴは大きく首を横に振ふる。

「マスターが直接戦う訳ではありません。マスター、あなたにはこの世界の理を支配し、命令する力、絶対命令権が託たくされています。チートスキルになるかどうかはマスター次し第だい。いわゆるゲームプレイヤーとしての力です」

「絶対命令権？　ゲームプレイヤーとしての力？」

「はい。この世界の人間なら、どこに移動するかも誰だれに攻撃するかも指と声で操あやつることができます。マスターに遊んで頂いたゲームと全く同じですね」

　切った張ったの戦いは、浩太ではなくゲームのキャラ達が浩太の命令に従っておこなう。

　つまり、浩太のやることは地図上に表示される味方のコマに、コマンドを入力するだけだ。まさにゲームのプレイヤーと同じことをするだけ。

「俺の操作するキャラはどこだ？　ここでガチャでも引くのか？」

「ガチャはしませんよ。こちらがマスターの指揮する初めての騎士です」

　イヴが提示した一枚のカードには、シャロンと名前のついた少女の絵が描えがかれていた。

　黒い髪かみは赤いリボンで束ねられ、琥こ珀はく色いろの優やさしげな目が可愛かわいらしい。

　一見すればただの可愛い女の子。けど、可愛らしい顔に似合わない装そう甲こうと武器を、彼女は身につけていた。

　翼のある白い鎧よろい《飛ひ翔しよう魔ま装そう》を装備し、電纏まとう槍やりとドラゴンの頭のような長ちよう距きよ離り砲ほう、それに加えて大型機き関かん砲ほうと突とつ撃げきライフルを背中に背せ負おっている。

　とにかく武器を持てるだけ持ってみました、というような姿だ。

「シャロンは現在落ちこぼれと周りに評価されていますが、魔ま力りよくの素質が強く、性能の高い魔装を身につけられる騎士です。育てば強い当たりキャラですね」

「武器だらけでハリネズミみたいだな。へぇ、ステータスまで完全再現か。初期は落ちこぼれでも成長限界は高いキャラだな」

　目の前にリアルな敵がいないことを除けば、全てがゲーム通りだ。レベルアップなんて概がい念ねんまである。

　となれば、浩太がすることは単純だ。戦場の全状況を把は握あくできる地図を使い、指と声でシャロンというコマを操り、敵のコマを倒す。

　今までさんざん遊んだゲームを、リアルの人間をコマにしてやれば良い。

　それなら――。

「これならやれそうだ」

「はい。あなたになら出来ます。あなたは既すでにこのゲームの中でどれだけ絶望的な条件だろうと、何度だって挑戦し、誰だれ一人ひとり死なせずクリアしました」

　普通に聞けば保証なんて全くされていない言葉だ。ゲームで優ゆう秀しゆうな成績を残したって、誰も褒ほめないし、羨うらやましがらない。

　それなのに、あなたなら出来ると言われたら、ある種の皮肉にすら聞こえる。

　でも、浩太はワクワクが止まらなくて、ニヤリと笑っていた。

　全てゲーム通りに行くのなら俺は負けない、浩太はそう言ったかのように自信満々に笑った。

「全てゲーム通りなんだよな？　プレイヤーのスキルも全てさ」

「はい、すべて同じです」

「なら、クロノ・ギア戦記を極きわめたゲーマーとして、絶対に負けられないな」

「それではシャロンとの通信をつなぎます。これでマスターの声とコマンド選せん択たくでシャロンの全てを支配可能です。ミッションを開始してください」

　イヴがスマホの中に現れた絶対命令権と書かれたボタンを叩たたくと、銀色に輝く羅ら針しん盤ばんが浩太の頭上に現れた。

「意志の羅針盤カーソル出現。絶対命令権発動しました」

「シャロン、これから俺が君に命令を出す。まずは君の最大射しや程てい距きよ離りまで敵に接近させる」

　これはゲームだ。何度も遊んだシミュレーションゲームやＲＰＧと同じ。

　そう自分に言い聞かせながら、浩太は頭から余計な情報を切っていった。
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「誰!?　って、なにこの紋もん章しよう!?　うわっ!?　身体からだが勝手に動く!?　私に何をしたの!?」

　浩太はスマホから聞こえるシャロンの声すら不要な情報と切り捨て、敵の体力値とシャロンの武器から導き出されるダメージの計算だけに集中する。

　おかげで、浩太はすぐに敵を一いち撃げきで撃げき破はする方法を見つけた。

「シャロン、長距離魔導砲ブラスター、攻撃用意！」

「身体が言うことを聞かない!?　どこの誰か知らないけど私の身体を勝手に動かさないでよ！　私はお父さんを探しているの！　あの天使型に殺される前に見つけ出さないと！」

「長距離砲一発だ。敵のＨＰと防ぼう御ぎよ力りよくを計算すれば、一発で敵は落とせる」

「え!?　なんでそんなこと分かるの!?　というか、長ちよう距きよ離り狙そ撃げきなんて私一度も当てたことないよ!?」

「知ってる。今のまま攻撃しても当たらない。俺の目には敵の体力もシャロンの命中率も見えているからね。今のシャロンの命中率はゼロパーセント。でも、俺にはアレがある」

　イヴの言ったとおり、本当に全てがゲーム通りならば、プレイヤーには戦局を覆くつがえすとっておきのスキルがある。

　ゲーム内のデータに干かん渉しようして、数値を入いれ替かえるプレイヤースキルの名前は――。

「覚かく醒せいカード、超ちよう精せい密みつ射しや撃げきを発動」

　浩太の声で、スマホの画面に超精密射撃と書かれたカードが現れ、シャロンに重なった。

　その瞬しゆん間かん、ゼロパーセントだったシャロンの命中率が百パーセントへと変化する。

「今だシャロン！　敵を撃うち抜けっ！」

「私の話を聞いてよ！　なんなのよー!?　当たらなくても知らないんだからね！」

　浩太が攻撃の命令を叫ぶと、シャロンは戸と惑まどいの悲鳴をあげた。

　そして、その悲鳴とともに雷らい鳴めいのような音が轟とどろき、シャロンの長距離砲から青い光の塊かたまりが発射される。

　狙ねらいなんてつけていないでたらめの攻撃だったはずなのに――。

「うわっ!?　本当に撃っちゃった!?　って、あれ？　当たった？」
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「よし、撃破だ」

　シャロンの一撃で、赤いマネキンの腰こしから上が吹ふき飛とび、粉々に砕くだけ散ちった。

　これが後に異界の英えい雄ゆうとなる浩太の、最初の戦果だった。
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　全てがゲーム通りに、そして、浩太の計算通りに進んだ。

　浩太が発動させた覚醒カードは味方キャラの命中率、回かい避ひ率、行動速度といった戦せん闘とうに関かかわるパラメーターを一時的に強化するプレイヤーのスキルだ。

　このスキルを駆く使しして、浩太はゲーム内のあらゆる戦闘を被ひ害がいゼロで切きり抜ぬけた。

　今回浩太が選んだのは超精密射撃と書かれた命中率を強化する力で、どんな相手だろうと命中率を無む理り矢や理り百パーセントに上げる便利なスキルだ。

　何とか敵を撃破出来た、と浩太がホッと息を吐はく。すると、赤い霧きりが近づいて来た。

「何かこっちに赤いのが降ってきたぞ!?」

　目をこらして見ると、赤い霧はバラバラに砕け散った天使型の赤い欠かけ片らだった。

　まさか、最後の力を振り絞しぼって、攻撃しようと近づいて来ているのか？

　そう思って浩太が身構えると、スマホの中にいるイヴが声をかけてきた。

「ご安心を。あの欠片はこの端末に取り込まれ、騎き士し達たちの力を強くする魔力になります」

「経験値みたいなもの？」

「そういうことです。さて、近辺に敵てき影えいは無し。マスター、さすがの判断と指揮でした。私の想定した時間より早い上に、負傷無しのパーフェクトクリアです。評価をつけるならＳランクでしょうか」

「ふぃー……隠しステージの百一ステージ目クリアってところか」

　戦闘が完全に終わった事で気が抜けた浩太は、全身から力が抜けてその場に座すわり込んだ。

　遅おくれて喉のどに違い和わ感かんを覚えた。どうやら、無意識のうちに声に力を入れていたせいで、喉を痛いためたらしい。

「マスター、喉が痛むところ申し訳ありませんが、最後にもう一つ命令をお願いします。今なら周りに倒れている人達を助けられます。シャロンを呼んで手当してもらいましょう」

「あぁ、そうだね。おーい、シャロン。作戦成功だ。敵はもういない。ってことで、こっちに来て怪け我が人にんの手当を頼たのむ。これも命令だ」

　イヴに頼まれた最後の命令を出した浩太は、目を閉じてゆっくりと息を吐いた。

「俺にもできること、ちゃんとあるんだな……」

　浩太は呟つぶやいた言葉を生き残った喜びとともに噛かみ締しめた。

　ゲームしか取り柄の無かった浩太が、数十人の命をたった一人で救い出した。

　浩太がいたからこそ救われる命だった。その事実がやけに誇ほこらしくて、くすぐったい。

「……兄さん。俺とんでもないことに巻き込まれたよ。でも、出来ることがあった。俺が人を救えたんだ。俺のやり方で……」

　浩太はそう呟いてから目を開けると、空を見上げながらもう一度長い息を吐いた。

「これがマスターの可能性。きっとマスターなら、あの人が見つけられなかった滅びを防ぐ可能性を見つけられる」

　イヴもまた同じように空を見上げ、誰かに語りかけるように独り言を呟いた。







第二章「クロノ・ギア」







　浩こう太たがスマホにいるイヴを睨にらみ付つけると、イヴは敬礼で浩太を讃たたえた。

「さすがでした。マスター。私の期待以上の戦果です」

「そりゃ……どうも」

　生き残れたのは素す直なおに嬉うれしい。だが、どこか浩太の顔は晴れなかった。

　考えれば考えるほど、自分の置かれた状況が分からなくなっていくせいだ。

「地図を開けば見たことも無い地名ばかりで、世界地図を見れば日本がないし、大陸の形も全然違ちがう。あげくの果てに、ファンタジーの世界に出てくる魔ま法ほうの翼と弾だん丸がん、それに赤い魔物。これはどう考えても普通じゃない。夢だよなこれ……」

　改めて整理してみると、現実離ばなれし過ぎて夢にしか思えなかった。

　しかし、イヴはこれが現実だと言って、首を横に振った。

「残念ながら現実です。マスター、異世界にいるという現実を受け入れてくれませんか？」

「……現実ね。《クロノ・ギア》をクリアすると異世界に落ちる。あの都市伝説は本当だったんだな」

　浩太は都市伝説を検証しようとは思っていたし、異世界という言葉の真相に辿たどり着つきたいとも思っていたけど、その後のことを全く考えていなかった。

　そういう意味では、自分のまいた種だから、イヴに文句は言えなかった。

　けど、一つだけ、確認したいことがあった。

「何で俺が選ばれたんだ？」

　クロノ・ギア戦記は何十万人という人間がダウンロードしたゲームのはずだ。

　何千、何万分の一の確率で選ばれるには、浩太はあまりにも平へい凡ぼんだ。

　剣けんの達人で力を隠して生活しているわけでも無く、特殊な力を持つ家系に生まれた訳でもない。スポーツも勉強もそこそこでしかない。

　人に比べてちょっとだけ負けず嫌いなだけの普通の高校生なのだから、選ばれる理由がない、そう思っていた。

「私がマスターを選んだ理由は、マスターが一人も人を死なせずにゲームをクリアしたからです」

「確かに最終的な結果はそうだったけど、それは何度も繰り返したからで。ある意味ズルじゃないか？」

「そうやって最後まで投げ出さず、諦あきらめずに繰り返すこと。その行こう為いはズルではありません。信しん頼らい出来る尊敬すべき行為です。ですから、私は世界を救う人間としてあなたを選びました」

「……それだけの理由で？」

「はい、それだけの理由です」

　冗談みたいに単純な理由だった。

　ゲームにはまり過ぎて、遊び尽つくそうとした結果、英雄に選ばれた。そうまとめてしまうと浩太は酷ひどい脱だつ力りよく感に襲われた。

「マスターしかいなかったんです。最後まで諦めず、一人も死なせずに全てクリアした人は。マスターの諦めない力は他の人とは違います。他の人は諦めてしまいましたから」

「その言い方だと他にも呼ばれた人がいたっぽいけど、他の人はどうなったの？」

　都市伝説で異世界に落ちた後に続く一説からすると、恐おそらくいつか帰ることが出来る。

　でも、現実に戻もどった後は二度とゲームをやらなくなるのは何な故ぜなのか？

　一体、先人たちに何があったのか、どういう人たちだったのか、これから異世界で生きるのなら知る必要がある。

「はい。犠ぎ牲せいを計算して効率良くクリアする人や、異能を持った人、優すぐれた体術を持った方が召しよう喚かんされましたけど、全て途と中ちゆうで諦めるか死んで失敗しています。私は記録を見ただけなので、細かいことは分からないんですけどね」

「死んだの!?」

「安心してください。死ぬと言っても記き憶おくを消して元の世界へ戻るだけです。加えて、転移門が閉じられて、二度とこの世界に来られないようになるだけです。そうなれば、この世界では二度と生きられないので、便べん宜ぎ的てきに死と呼んでいます。まぁ、ほんの少し記憶の残ざん渣さが残るみたいですけどね」

　死ぬと記憶が消えて、もとの世界に戻る。

　それなのに、異世界に落ちるという都市伝説が残っていたのは、記憶の消去は完全で無くて、部分的に記憶の欠片みたいな物が残るせいだったらしい。

　そして、都市伝説にある二度と遊びたくなくなるという理由は、ゲームを見た時にこの異世界での記憶の欠片のせいで、死の恐怖を思い出すから。

　そういう経けい緯いなのかと、浩太が勝手に納得していると、イヴは話を続けた。

「私がマスターを選んだのは、あなたなら何があっても最後まで諦めないと、ゲームを通じて知ったからです。だから、この世界を救える人は浩太さんしかいないと、私は信じています」

「……そっか。君は俺にしか出来ないって信じてくれてるのか」

　世界を救えるのが浩太一人しかいない、というイヴの言葉に、浩太の口元がわずかに緩ゆるんだ。

　浩太になら出来る、信じているという言葉が、わき上がっていた戸惑いをかき消していく。

　むしろ、初めて体験する頼たよられる快感に浮かれて、酔よいそうになった。

「本当に俺で良かったんだな？」

「はい。マスター以外に適任者はいません。私はマスターの可能性を信じています」

「異世界を救って欲ほしい……か。ハハ、確かにゲームのプレイヤーどころか主人公になったみたいだよ」

　浩太は冗談交じりに自分が口にした事実を受け入れると、頭を切り換かえて先のことを考えることにした。

　この世界で生き残るために、やらなければならないことを知ろう。

　そして、自分に出来ることがあるのかを探すんだ。

「俺はこの世界でどうすれば良い？　何を倒せば世界は救われるんだ？」

「あの赤い異形の魔物《リマインダー》を一体残らず殲せん滅めつしてください」

「その倒さないといけない敵、《リマインダー》だっけ？　あれは何なんだ？　どれだけ倒せば世界は救われるんだ？」

「最初の質問ですが、《リマインダー》は死を記憶する者と呼ばれ、歴史上存在しない人間を殺すために生み出された兵器群の総そう称しようです。過去を修正し、正しい未来へと導く歴史の修正者とも言えますね。この世界は歴史から外れた世界ですから、彼らは歴史を修正するために人を殺しに来ています」

「ちょっと待て！　いきなり色々つっこみたい所がいっぱいありすぎる！　歴史から外れた世界ってどういうこと？」

「滅びの未来を避さけるために、この世界は何度もこの時代を繰り返しています。さらに、時代を繰り返す度にマスターのような異世界の方が介かい入にゆうしたため、本来の歴史ならあり得ない技術や人物が生まれています。そういった歴史の歪ゆがみを修正するものが死を記憶する者と呼ばれる《リマインダー》なのです」

　ただの異世界ではなく、この異世界は異物を取り込みながら同じ時代を何度もループしている。そうして、溜たまった歪みを正す者が浩太の倒すべき敵《リマインダー》。

　まるで神様か世界の理を敵にしているかのような話だ。

「歴史の修正者かぁ……。何か壮そう大だい過ぎてピンと来ないんだけど、歴史を修正出来なくなるまでひたすら地道に倒せば良いのか？」

「いえ、実は最上位個体を潰つぶせば、全てのリマインダーは崩ほう壊かいします」

「最上位個体？　女王蜂ばちみたいなもの？」

「イエス、マスター。リマインダーは全て《管理者》と呼ばれるモノに制せい御ぎよされています。その《管理者》さえ破は壊かいすれば、リマインダーは制御を失います。女王蜂を失った蜂の巣のように、制御を失った個体群はすぐに離り散さんし、寿じゆ命みようを迎むかえて朽くちていきます」

「《管理者》か。そいつはゲームに出てこなかったな。そいつがこの世界を滅ぼすヤツで、俺の倒すべき真のラスボスってこと？」

「はい。《管理者》はリマインダーの管理、生産、戦闘行動の指示を出すモノです。それを破壊さえ出来ればリマインダーの動きは統制がなくなり、増ぞう殖しよくも止まります。そうすれば、時代の歪みは修整されず、滅びを回避出来る世界線が生まれるでしょう」

　まとめてしまえば、イヴが提示した目標は至し極ごくシンプルだった。

　敵を生み出す根源の《管理者》を倒す。たったそれだけのことだ。

「なら、さっさとその《管理者》を倒そうか。そのためにも《管理者》のことを教えて欲しい」

　目的がハッキリしたら、次は手段を考える。ゲームと同じだ。

　浩太は《管理者》を倒たおすための情報を集めようとイヴにたずねたら、イヴが何かに驚おどろいた表情を見せた。

　その驚きは浩太の意外なやる気に対してではなく――。

「あ、マスターすみません。伝えることを忘れていました。後ろをご覧下さい」

「へ？　スマホの中にいる癖くせに俺の後ろなんて見えるの？　って、あれ？　君は……？」

　イヴの声で浩太が後ろを振り向くと、白い鎧を着た少女がいた。頭には特とく徴ちよう的てきな赤いリボンが結ばれている。

　そのリボンで、浩太は彼女がシャロンだということに気付いた。
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　戦闘は終わったというのに長距離砲を構え、シャロンは射い貫ぬくような目で浩太を睨み付けている。

「あなたね？　私を操った人は。手をあげて、そのまま地面に伏ふせて。これは命令よ」

　警告を告げるシャロンの声は低い。明確な敵意と殺気がこもった命令だ。

　その命令と同時に、浩太の頭を余よ裕ゆうで吹き飛ばせる長距離砲の砲ほう口こうが後頭部に突つきつけられた。

　突きつけられた砲口は硬かたくて熱く、武器が玩具おもちやではないことが良く分かる。

　だが、浩太は武器を突きつけられたこと自体、《管理者》の話に比べれば取るに足らない問題だと思っていた。

　どうせ絶対命令権で攻撃を止めさせられる。

　とはいえ、彼女の知り合いを助けたつもりだったのに、敵扱あつかいされるのはちょっと悲しかった。

　友とも達だちではないけれど、助けた手前、お礼くらいは言って欲しいと思ってしまった。

「なぁ、イヴ。酷い誤解を受けているみたいだけど。せっかく倒れた人達を助けられたのに何で俺おれ脅おどされてんの？　この人たちこの子の仲間なんだろ？」

「誤解をとかれてみてはいかがですか？　こういう時も絶対命令権は使えますよ」

　イヴのそっけない提案に、浩太は困ったようにため息をついた。

　せっかくお互い助け合って生き延びたのに、何故こんな悲しい誤解が生まれるのか。

　味方のはずのＡＩもそっけないし、シャロンも何をゴチャゴチャ言っているのと声を荒あららげている。

　残念だけど、冷静に話し合うには命令するしかなかった。

「シャロン。長距離砲を下ろして俺の話を聞いてくれ。これは命令だ」

　浩太は話をするために、仕方無くシャロンに向けて命令を下した。

　すると、シャロンの長距離砲が浩太の言葉通りに降ろされた。どれだけ抗あらがおうとシャロンが言葉を発してもシャロンの腕うでは抵てい抗こうなくスッと動いた。

「ま、また身体が勝手に!?　あんたのその力は一体なんなの!?」

　ただ、どうやら、絶対命令権で身体は操れても、口までは操れていないようだ。

　口を閉じろ、と言えば解決するだろうが、それでは話し合いにならない。

　ならば、無理矢理心を落ち着かせて、話し合うのはどうだろうかと浩太は考えた。

「なぁ、イヴ。絶対命令権って感情まで操れるの？　落ち着けとか、気を静めろとか」

「可能ですけど、感情を支配すると、廃はい人じんになる可能性があるので、止めてください」

「さらっと恐ろしいことを言ったな……。聞いておいて良かった」

　浩太でさえ若じやつ干かん驚おどろいたのだ。

　浩太に操られているシャロンの方はといえば、完全に顔が青ざめていた。

「わ、私に……何するつもりなの……？」

　一いつ瞬しゆんでシャロンが静かにはなったし落ち着いてくれたけど、これは結果オーライじゃない。

　このままだと余計に話がこじれそうなので、浩太は降参したように両手をあげた。

「なぁ、シャロン。こっちに敵意は無い。何を説明すれば誤解を解いて貰えるかな？」

「あなたの力は何？　廃人になるってどういうこと？　お父さんに何をしたの？」

　俺が聞きたいくらいだ、と言いそうになるのを浩太はグッとこらえて知っている限りのことを話すことにした。

「まず、力に関しての質問だけど、絶対命令権っていう力なんだってさ。んで、二つ目のお父さんって何のこと？」

「倒れている人達はあなたがその変な力で怪け我がさせたんじゃないの？」

「俺がこの世界に来た時から倒れていたよ。というか、この人達が天使型アンヘルのリマインダーに狙われていた所を、俺がシャロンに指示を出して助けたことになるんだけど」

「え？　そ、そうなの？」

「そうだよ。それに俺が敵ならリマインダーを倒した後に、おっさん達の手当をしろなんて言わないだろ？」

　俺の説明でようやく事態を把握してくれたのか、シャロンの表情が怒いかりから戸惑いに変化した。

　口をポカンと開けて、数秒間固まっている。

　やっちゃった。とでも思っているのだろうか。

　とりあえず、何が起きたか理解してくれたみたいで、浩太はホッと息を吐く。

　すると、どこからともなくかすれた声が聞こえた。
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「くっ……そこにいるのは誰だ？　シャロか？」

　浩太とシャロンがその声に振り向くと、白しら髪がの男性が頭を抱かかえながらフラフラと立ち上がった。

「良かった！　お父さん大だい丈じよう夫ぶ!?」

　シャロンが嬉しそうに白髪の男性に声をかける。

　よっぽど心配だったのだろう。目からポロポロと涙なみだが零こぼれていた。

　考えてみれば父親が倒れていた現場に、不思議な力を持った見ず知らずの人間が無傷で立っていれば誤解もされる。

　でも、誤解も解けたみたいだし、これでようやく話が出来そうだ。

「おじさん大丈夫ですか？　とりあえず、リマインダーをシャロンと倒したからここは安全だろうけど、早く逃にげないとまた来るかもしれないし、町に連れて行って貰えると助かります」

「君とシャロがリマインダーを倒した、だと？　君は一体何者だ？」

　白髪の男は浩太の言葉で驚きの表情を見せた。

　驚かれすぎて浩太も何て答えれば良いのか分からない。

　単純に高校生って言っても信じて貰えなさそうな目だ。

　それに考えてみれば、異世界に高校ってあるのか分からない。

　自分で言うのもおかしいと思いつつ、浩太は戸惑い気味に事実を伝えることにした。

「えっと、その違う世界からやってきて――」

　学生をやっています、と浩太が言おうとしたところで、スマホの中にいるイヴが口を挟はさんでくる。

「こんにちは、ロイ。彼かれはクロノ・ギア特務使者です。私は彼の支援プログラム、イヴです。クロノ・ギアの名において、この者、木きの下した浩太をよろしくお願いします」

　あまりにも一方的な命令みたいな挨あい拶さつだった。

　こんにちは、死ね。まで酷くはないけど、こんにちは、言うことを聞け、みたいなノリだよ。

　でも、ロイは怒おこる所か、恭うやうやしく浩太に一礼した。

「特務使者殿どのでしたか。道理で見慣れない服装をしていらっしゃる訳だ。自分はロイ。階級は大たい佐さ。今は戦術指南役として騎き士し見習い達の教官と指揮官をやらせて頂いております」

　ゲームのタイトルにもなっていたクロノ・ギアは何かの組織なのだろうか。《クロノ・ギア》の特務使者という名前が出た瞬間、白髪のおじさんこと、ロイは態度を急変させた。

「俺おれは木下浩太です。えっと、そんなカッチリされると逆に怖こわいので、普ふ通つうに接して貰えませんか？」

「そうか。では失礼する。木下浩太君。確かく認にんになるが、君がリマインダーを破壊したのかね？　一見した所、武器となる魔装を持っていないように見えるが」

　ロイが鋭するどい目つきで浩太の姿を観察してくる。正直怖かった。

　それにここで取とり繕つくろったり嘘うそを言ったりしても仕方無い、そう思った浩太はありのままを報告することにした。

「倒したのはシャロンです。俺は戦いには参加せず、指示を出していただけですから。すごかったですよシャロンの攻こう撃げき力りよくは」

「なんだと？　シャロが本当に一人で倒したのか？　君は一体シャロに何を？」

　ロイがとても信じられない、というような顔で浩太とシャロンを見比べた。

　もちろん、浩太は嘘をついていないし、お世辞を言ったつもりもなかった。

　それなのに、シャロンは無言で顔を伏せた。

　それを見て、浩太は首を捻ひねる。

　胸を張って私が倒した、と言えば良いのに。シャロンには自分のしたことを誇る権利があるはずだ。

「俺はシャロンが攻こう撃げきを当てられるように力を貸して、戦えと命令しただけです。それで、俺の命令に応こたえたシャロンがそのでかい長距離砲で天使型を倒しました。一撃で倒すなんて本当にすごいですよ」

「っ!?」

　今度はシャロンもロイと一いつ緒しよになって驚いた。

　何故シャロンまで驚いているのか、浩太はその理由が全く分からなかった。

　日本語が自然に通じているけど、言葉が変な風に変へん換かんされているのか？　そんな不安に駆かられて――。

「あのロイさん。俺、何か変なこと言いました？　分からない言葉を喋しやべってないですか？」

「あぁ。失礼した。そういう訳ではない。逃げろと命令したはずの見習い騎士に助けられるとは思っていなかったのでな」

　わずかに口こう端たんをつりあげたロイが謝罪する。少し嬉しそうな表情だ。

　けど、ロイの謝罪でシャロンは何か言いたそうに口を開けてから、口をつぐんで俯うつむいた。

「シャロン？　今、何て言ったの？」

　ゴオオっと低い風切り音が浩太の声をかきけす。

　迎えの輸送機がやってきたようだ。

　おかげで、浩太はシャロンに声をかけられないまま、慌あわただしく輸送機に収容された。
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　輸送機の中では異世界からやってきた浩太に、この世界のレクチャーがおこなわれていた。イヴが言うには、この世界の魔法は人の意思で生み出されるらしい。

「絶対命令権による行動支配もシャロンさん達の魔ま装そうも全て魔素エーテルを使った魔法です。この世界では大気中に人の意思に反応する魔素エーテルが満ちていて、人間の意思で炎ほのおや金属に変化します」

　イヴが言うには、この世界の空を満たす魔素が魔法の素で、人の意思に従って様々な力を発揮する物質が存在するそうだ。それと、この世界の魔力とはその魔素を操れる強さのことを指すそうだ。

「そして、皆みなさんの武器となる魔装は、例えるなら楽器みたいな物ですね。素人しろうとがプロのボイスパーカッションみたいに、口だけで色々な音を出すのは難しいですよね。でも、楽器なら下手くそでも音は出せます。魔装というのは口で特別な音を出せない人が、欲しい音を出すための楽器なのです」

　シャロン達が身につけている魔装と呼ばれる機械は魔素を集めて、作用の方向性を決めて《魔法》に変換する装備らしい。

　浩太にしてみれば魔法といえば杖つえを連想するのが自然だったけど、この世界では翼つばさとか銃じゆうと言った形の方が、空を飛ぶイメージとか弾丸を発射するイメージに結び付きやすいらしく、武器と防具そのものが魔法の媒ばい介かいになっているらしい。

「それと魔装の良い所は、同じ魔装でも使い手次第で運用に幅はばが出せることです。プロと素人が同じ楽器を弾ひいたら音が随ずい分ぶん変わりますよね。それと同じで訓練次第で魔法の質が大きく変えられるんです。同じ楽器でもはじいたり、叩いたり、弾いたり奏者の意思によって音の出方は全然違いますよね。それと同じで、同じ武器から発射された魔法でも、貫かん通つう力を上げたり、爆ばく発はつしたりと変化させることが出来ます」

「ギターは打楽器なんて冗じよう談だんがあるくらいだし、確かに一つの楽器で色々音は出せるか」

　とは言え、どう頑がん張ばってもギターに笛の音は出せないように、道具によってやれることに制限がかかる、とイヴは付け加える。

　だが、浩太はそこが変に引っかかった。

　使える魔法に幅を出したかったら、魔装でイメージを固めるより、人間が持つ想像力をそのまま使えば良いのにと、ふと思ってしまったのだ。

　魔法と言えば、杖のイメージがどうしても強かったせいかもしれない。

「魔装が無くてもその魔素から直接魔法を発動させれば、戦えるんじゃないのか？　わざわざ道具で使い方を縛しばらなくても、人が自分の想像力で思うがままに、魔法を作る方が便利そうだけど。それこそ、チートみたいな魔法も生み出せそうなのに」

「確かに自分の意思で魔装を使うより強い魔法は作れます。でも、人の意思というのは恐きよう怖ふや興奮によってたやすく変わります。敵から襲おそわれて致ち命めい傷しようを負っても集中を崩くずさず、恐れを抱いだかずに、意識を想像力に集められますか？　そんな機械みたいな精神を持つ人間は、私の知る限り一人もいません」

　周りに何もない状じよう況きようで動かない相手に魔法をぶつけるのなら、出来る人間は多い。

　だが、実際には攻撃を回避するために動き回らないといけないし、攻撃を食くらいそうなら防がないといけない。そこに集中力を持って行かれて、攻撃だけをイメージするのは不可能だそうだ。

　怖い、逃げたい、死にたくないという意識が、自分の生み出す魔法に紛まぎれ込み、敵から逃げる攻こう撃げき魔ま法ほうという意味の無い物が発動するらしい。

　どうやら、この世界で道具を使わずに魔法を使うには想像力だけでなく、人を超こえた強い意志が必要らしい。

「なら、絶対命令権みたいに人を操あやつる力を応用して、感情や集中力をコントロールすれば、魔装を使わない魔法も使えるのか？　そうすれば戦術の幅は格段にあがりそうだけど」

　浩太の手の中には絶対命令権という人を操る力がある。

　絶対命令で武器に縛られない魔法が使えれば、様々な攻撃が出来る。それこそ、ＲＰＧで蓄たくわえた魔法の知識を活いかして、すごい魔法だって使えるかも知れない。

　けれど、そんな浩太の思いつきに対して、イヴは首を横に振ふった。

「絶対命令権は身体の動きを制御することが出来ます。けど、深層意識や恐怖、喜びなどの原始的な感情。そういった本人にすら制御が難しい心の支配は危険が伴ともないます」

「絶対命令権でそういう人の心を弄いじるとどうなるんだ？　廃人になるとか言ってた気がするけど」

「絶対命令権は体表に魔素をまとわせて相手の動きを支配します。ですが、感情の制御となると身体の奥おく、脳の中にまで魔素が侵しん入にゆうします。その魔素に対して少しでも恐れを抱けば、頭の中に制御不能な魔法が生まれます」

「えっと、要は絶対命令権が効かなくなるってことか？」

「それだけなら良いのですが、最悪死んでしまうでしょうね。恐怖や悲しみの感情が魔素によって力に変換され、自分の脳を魔法で攻撃します。その自傷行為が更さらなる恐怖を生み、増ぞう幅ふくされた力によって自己を襲う。死ぬまでそのループが続くはずです。だから、魔法を発動するために心だけは縛らないで下さい」

　シャロンを落ち着かせようとした時に、イヴが廃人になるから心は縛るなと言ったのも同じ理由だ。

　その後の話もまとめると、絶対命令権の唯ゆい一いつの注意事じ項こうは、人の心を操ったらいけない、だった。逆に言えば、それ以外の命令は出来るそうだ。

「つまり、俺に出せる攻撃指示は基本的に装備しているモノ次し第だいってことだな」

「その通りです。後、当たり前ですが、敵のリマインダーは操れません」

　絶対命令権はあくまで他人を駒こまのように操るための力で、ゲームプレイヤーとしての力。

　命令だけで敵が落ちるとか、反則的な魔法が使える力ではない。

　けれど、使い方次第で戦場を自分の意のままに操作出来るだけで十分チート級の能力だ。

「まぁ、特別な魔法なんて無くても、ゲームはクリア出来たしな。こっちの世界でもやってやるさ」

「頼もしいです。さすが私の見込んだマスターです」

　イヴは浩太に頷うなずき返すと、そのまま絶対命令権で制御出来る意思の説明を始めた。

「感情の制御は先ほども言ったように難しいですが、魔素で出来た砲ほう弾だんを爆発させる、軌き道どうを狙った方へずらす、など攻撃の補助は可能です。その力で命中精度を上げたり、攻撃の威い力りよくをあげたり出来ますよ」

「攻撃と移動だけじゃなくて、攻撃後の事象まで制御が出来るんだ？」

「はい。そして、最大の事象制せい御ぎよ魔ま法ほうが覚醒カードです」

　イヴは誇らしげに浩太に答えると、三枚のカードを取り出した。

「これはマスターだけに許された魔法です。先ほどの超精密射撃は攻撃を弱点に必ず直ちよく撃げきさせる意志を具現化した魔法ですね。使い放題という訳ではないのですけれど」

　浩太は直接戦えないけれど、代わりに配下キャラクターの力を強化することが出来る。

　しかも、力の無い新兵を最強の英雄へと変えられるほどの力が浩太の手の中にある。

　そんなイヴの説明を聞いて、シャロンが俯いたまま小さく呟いた。

「……そっか。やっぱり私の力じゃ無かったんだ」

　その言葉を浩太は聞きき逃のがさなかった。
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「シャロンの力だよ。魔力がこんなに高いキャラは初めてだった」

　寂さびしそうなシャロンの横顔に浩太は声をかけたが、シャロンは俯いたまま動かなかった。

　しかも、イヴに怒られて、余計シャロンに声をかけづらくなってしまう。

「マスター、長い話もちゃんと最後まで聞いて下さいよ？　これらの魔素技術を生み出し、普ふ及きゆうさせたのが《クロノ・ギア》です」

「……分かったよ。で、クロノ・ギアって何なんだ？　ゲームのタイトルにもなってるし、イヴもクロノ・ギア所属って言ってたよな？」

「イエスマスター。私は《クロノ・ギア》で生まれた支し援えんプログラムですよ。私にとって《クロノ・ギア》は実家みたいなもんです」

　イヴが《クロノ・ギア》について説明を始めた。

　ＡＩのくせに実家と言うなんて随分と人にん間げん臭くさい。それでも違和感が無いのは、イヴの表情が意外と豊かだからだろうか。

「クロノ・ギア教団はリマインダーが現れる前からあって、リマインダーの出現を予言していました。そして、魔素技術を普及させて、リマインダーと戦う力を人々に与あたえ、戦えない人には逃げ場を与えたんです」

　イヴによると、この世界では《クロノ・ギア》と呼ばれる教団が人々のよりどころになっている。住居や食しよく糧りようなども配給しているらしく、政府みたいな存在らしい。

　おかげで、ロイが《クロノ・ギア》と聞いた途と端たんに、態度を豹ひよう変へんさせた理由も納なつ得とくがいった。クロノ・ギアという組織はこの世界を支える希望の光なのだ。

　一方で、浩太はますますイヴの存在が何なのか分からなくなった。

　イヴはＡＩでしかないはずだ。ＡＩでも《クロノ・ギア》に属ぞくしていれば偉えらいものなのか？

「えっと、イヴは神様の使いみたいなもの？」

「イエス。《観測者クロノス》たる神の言葉を伝える巫女みこ。とでも言いましょうか。私自身は神様ではありません」

「そうなると、神様はまた別にいるってことか？」

「そうですね。基本的に見ているだけの神様ですが。その神様の叡えい智ちがどんなのかは実物を見れば分かりますよ。飛ひ翔しよう魔ま装そうも神様が作った物の一つですが、もっと目立つ物がありますから。窓の外を見て下さい」

　イヴの言葉に首をかしげつつ浩太が外を見ると、黒い雲が浮うかんでいた。

「すげぇな……。異世界ってだけあって黒い雲なんてのもあるのか」

「ノー、マスター。雲ではありません。目をこらしてよく見て下さい」

　黒い雲の形が次第にハッキリし出すと、雲ではなく巨きよ大だいな島だということに気がついた。

　島の底では巨大な歯車が幾いく重えにも重なり、ゆっくりと回って青い光を発している。まるで時計内の歯車のようだった。

「島が浮いてる!?」

　予想外の光景に浩太は立ち上がって叫さけんでいた。

　島の上には大小様々な建物が並んでいる。

　空の上にあるとは思えない大都会だ。

　浩太が驚いたのがそんなに嬉しいのか、イヴはスマホの中でどうだと言わんばかりに胸を張って浮遊島クレイドルの解説を始めてしまった。

「リマインダーによって追いやられた人間達が住まう場所。私の意思の力によって空に浮かぶ揺ゆりかご《クレイドル＝クラスター》です。あの島が複数繋つながって浮遊島群を形成しています」

「これは確かに神様が作ったと言われても納得だな……。どうやって浮いてるんだ？」

「あれも魔法の応用です。あの歯車に人を守るという強い意志が込められていて、空中に浮かぶように固定化されています。ふふん、すごいでしょう」

　別にイヴが作った訳じゃないだろうに、なんでそんなどや顔しているんだ、と突っ込む代わりに浩太はイヴの頭をつっついた。

「あいたっ、何するんですか!?」

「ちゃんとタッチにも反応するんだなお前……」

「私を何だと思っているんですか？　これでも超ちよう高こう性せい能のう支し援えん人格ですよ？　ぷんすか！」

　浩太がスマホをつっつくと、イヴは後ろに転んでしまい、涙目で立ち上がりながら抗こう議ぎしてきた。挙げ句の果てにはＡＩのくせに拗すねた。ぷんすか、とまで言って。

　おかげですっかり毒気が抜ぬけた。

「いたずらしたのはごめん。でも、俺の世界よりよっぽど凄すごいのに、この世界が滅ほろぶなんて信じられないんだ」

「信じられなくても事実です。でも、マスターが来てくれました。だから、きっとこの世界は救われます。そのために私は何だってしますから」

　不安など微み塵じんも感じていないような口調でイヴが浩太の疑念に答えた。

　ＡＩのくせに言葉だけでなく、目にも強い想おもいがこもっているように見えて、浩太は言葉を失った。

　三頭身のかわいい見た目のくせに、何でこんなに真に迫せまる迫はく力りよくがあるのだろうか。

「なので、降りるまで地図でも見て予習でもしてください。マスターはまだこの世界に来たばかりなので、基本的な地理をおさえて貰もらう必要があります。私をつっついて遊ばないで下さい」

　イヴはほっぺたを膨ふくらませて可愛かわいらしい怒り顔を見せ、拗ねた子供のような声を出した。どうやらさっきのつっつきに対してまだご立腹らしい。

　ふん、と言いながら後ろを向いてしまったイヴに、浩太は苦笑いするしかなかった。

　怒りたいのはこっちなんだけどな、という言葉を必死に飲み込んでおく。

　言ったら余計に拗ねられそうだ。

「地図で予習ね」

　浩太が表示された地図を見ると、浮遊島にはそれぞれ番号が振られていた。

　現在の目的地は六番地区と表示されている。だが、その島の右上にもう一つ数字が書いてあった。いや、よく見れば表示される全ての島に七という数字がついている。

「ん？　なぁ、イヴ。地図の上に七っていう数字があるんだけど、ここ六番地区っていうんだよな？」

　その数字の意味が分からなかった浩太は、特に何も考えずに地図をタッチしながらイヴに尋たずねた。

　すると、そっぽを向いていたイヴが、浩太の質問に困ったような表情で振り向いた。

《それは後で私と二人きりになった時に。あの二人には見せられない物なので》

「え？」

　イヴは言葉ではなく、文字で返事を返した。

　申し訳無さそうに頭を下げるイヴに、これ以上のことを聞けない。

　異世界の人間にしか見せてはならない数字なのだとしたら、考えられるのは――。

「……まさかな」

　終わりまでのカウントダウン。それが思い過ごしであることを願いたかった。

　そんな独り言を、ロイが聞き取ったのか、鋭い視線を浩太に送ってくる。

「浩太君、どうかしたかね？」

「いえ、なんでも。ただ、元いた世界とは違ちがう世界なんだな。と緊きん張ちようして」

　それっぽい理由で浩太は答えを誤ご魔ま化かした。

　自分の想像した答えに確証はない。あの七という数字が、世界が滅ぶまでの日数だとは思いたくなかった。そこに住んでいる人達に七日後あなた達は死にます、なんて言える訳がない。

　誤魔化しきれたのか、浩太の意図を汲くんでくれたのかは分からないが、ロイはそれ以上の追及はせず、かわりに助言をしてくれた。

「そうか。街の中での生活に関して心配する必要はない。娘むすめのシャロンが君の世話をしてくれる。ただ、無む駄だな混乱は生まないよう、君が使命を帯びて異世界から来たことはあまり口に出さない方が良いだろう」

「分かりました」

「さぁ、もうすぐ到とう着ちやくするぞ。浩太君を頼たのむぞシャロ」

　シャロンはその言葉で初めてロイに顔を向け、小さく頷いた。

　だが、またすぐに俯いてしまったシャロンの目線が、浩太に合わせられることは輸送機の外に出るまで一度も無かった。
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　輸送機の扉とびらがわずかに開き、外の明かりが差し込むとロイが念を押おすようにもう一度同じ言葉を口にした。

「これが私達の世界だ。こんなところを最初に見せることになって、申し訳ない」

　何な故ぜ謝罪されたのか、理由は外に出た瞬しゆん間かんにすぐ理解出来た。

　空港では悲鳴と怒ど号ごうと焦あせり、色々な負の感情が渦うず巻まいている。

「道を空けてくれ！　こいつは重傷者だ！　時間がない！」

「目を開けてよ！　お願いだから目を開けて！」

「軽傷者はあちらへ！　この場は重傷者の処置を優先します！」

　空に浮かぶ幻げん想そう的てきな都市は怪け我が人にんと介かい抱ほうする人間で騒そう然ぜんとしていた。

　身体からだ中じゆう傷だらけで運ばれていく人、横たわる身体の隣となりで泣なき崩くずれている人、痛みに耐たえながら歩いている人、誰だれかの名前を叫ぶ人、そして、その人達を治ち療りようする白衣を着た人。

　空に浮かぶ揺りかごという優やさしい名前とは裏腹に、目の前の世界には痛みが広がっている。

　そんな光景に、浩太はたまらずよろめいた。

「これは。これは何なんだよイヴ……」

「これが今の私達の世界です。言ったでしょう？　この世界は滅びの危機に瀕ひんしていると」

「そんな……だって俺はあそこにいる人達を守れたんじゃ」

「戦場はあそこだけではありませんでした。主戦場ではこれぐらいの被ひ害がいは日にち常じよう茶さ飯はん事じです。マスターのいた戦場は敵戦力がもっとも手て薄うすだった場所ですし、ロイさんが囮おとりになったおかげで、あそこにいた見習い部隊は退たい却きやく済みでした。あちらを見て下さい」

　浩太がイヴの指さした方を見ると、シャロンと同じくらい若い騎士たちが集まっていた。

　どうやら彼らがロイの指揮していた見習い部隊らしい。

　よく見てみると、みんなどこかに怪我をして、火傷やけどの跡あとや切り傷が刻まれている。彼らは彼らで壮そう絶ぜつな戦いを繰くり広ひろげたようだった。

　ロイはそんなボロボロになった見習い達の点呼を取ると、すぐに解散を伝えた。

「では、私は本部へ報告に行ってくる。各自傷を癒いやし、次の戦いに備えろ」

「了りよう解かいです」

　見習い達が一いつ斉せいにロイに敬礼すると、ロイはその場をすぐに立ち去った。

　だが、見習い騎き士し達たちはその場を立ち去ること無く、シャロンを囲み始める。

　戦いの苦労と生き残った喜びをシャロンと分かち合いに来た、と浩太は一瞬思った。でも、すぐにそれは間ま違ちがいだと気付いた。

　誰もがシャロンを疑うような目つきで見ていて、その中でも特にガラの悪い赤あか髪がみの男がすごんだせいだ。

「おい、シャロン。俺おれ達たちが退路を切り拓ひらいていた時、一人陣じん形けいから抜け出して何やってたんだよ？　一人だけ逃げて生き延びる魂こん胆たんだったのか？　あぁっ!?　てめぇのせいで、主力の二人が抜けたんだぞ!?」

　耳の奥が痛くなるような赤髪の怒ど鳴なり声ごえに、シャロンの身体がピクッと震ふるえた。

「まぁまぁ、レド君、そんな言い方ではただ萎いし縮ゆくさせてしまうだけですよ」

　眼鏡めがねをかけた委員長風の男が赤髪の男の肩かたに手を置いて、落ち着くよう諭さとした。

　明らかに怯おびえているシャロンを助けに入ったようにも見えたが――。

「自分の犯おかした過あやまちの大きさは、己で気付かなければ意味がありません。彼かの女じよには自分が何をしたか理解して貰わなくては。ね、シャロンさん」

　委員長の言葉に潜ひそむ違い和わ感かんに浩太はすぐ気付いた。

　この委員長はシャロンを助けていない。ただ嫌いや味みを言って言葉でなぶっているだけだ。

「射しや撃げきが下手くそで当たらないのならまだ役に立ちます。牽けん制せいにはなりますからね。でも、撤てつ退たい戦中に一人抜け出すなんて何を考えているのでしょう？　あなたを止めるために、主力が二人も飛び出すんですよ？　おかげで隊列がぐちゃぐちゃに乱れました」

　いちいちねちっこい口調で委員長がシャロンを責め立てている。

　委員長がシャロンを見下していることは、初対面の浩太でも嫌いやと言うほど分かった。

　ただ怒鳴るよりも、確実にシャロンの心を折ろうとしたなぶり方だ。

　それでも、シャロンは彼らから逃げずに立っている。

　でも、手は震えていた。

「ごめんなさい。お父さんが囮になるって聞いたら、いてもたってもいられなくて……」

　騎士見習い達の言葉とシャロンの言葉を聞いて、浩太も次第に状況を理解し始めた。

　飛行訓練中に敵に襲しゆう撃げきされた騎士見習いたちを逃すため、ロイが己の身を囮にした。けれど、シャロンは父親を見殺しにすることが出来なくて、ロイのいる戦場に戻もどったらしい。

　委員長はそんなシャロンの言葉を聞くと、肩をすくめた。

「なら、あなたが囮になるべきでしたね。英えい雄ゆうであるロイ大佐を失うのは痛手だということには同意しますが、あなたを失っても痛手ではありませんから」

　委員長はそう言うと、笑え顔がおを浮かべてシャロンの肩に手を置いた。

「落ちこぼれな上に協調性が無い。大佐を助けられたのも君の力じゃなくて、あの二人の力なんですよね？　シャロンさんあなたの父がロイ大佐でなければ、あなたはもうとっくにここにはいないんですよ？」

　委員長はねちっこい口調でシャロンを否定した。

　でも、シャロンは何も言い返さない。ただ、ジッと震えながら耐えている。

　そんなシャロンの姿を見て、浩太の頭の中で何かが弾けた。

「黙だまれよ。クソ眼鏡」

　もう耐えられなかった。見習達との間に今まで何があったのかは知らないけど、これ以上シャロンを蔑さげすむ言葉を聞きたくなかった。そう思ったら、勝手に身体が動いた。

「く、クソ眼鏡!?　なんだ君は？」

　浩太は委員長の手をシャロンの肩から振り払はらい、シャロンをかばうように自分の後ろに引っ張った。

　シャロンが一人飛び出したことは、罰ばつせられることなのかもしれない。

　それを承知で、シャロンは守りたい人のために飛び出して、無事に守り通せた。

　その事実を誰も認めていないし、シャロンの想いを微塵も汲んでいない。

　浩太はそれがどうしても許せず、シャロンがどれだけ凄かったのかを全力で叫んだ。

「シャロンがロイ大佐を助けたんだ！　シャロンが長ちよう距きよ離り砲ほうで天使型をぶち抜いて、ロイ大佐と俺を助けたんだ！」

　勝手に決めつけられて、挑ちよう戦せんした気持ちも結果も否定されることが、浩太は許せなかったし、嫌きらいだった。

　だから、浩太は一人で騎士達に立ち向かった。

　怒りのこもった浩太の大声で一瞬の静せい寂じやくが訪おとずれ、皆の視線が浩太に注がれた。

　その中には助けられたシャロンの視線も含ふくまれている。きつねにつままれたような顔をして、シャロンは真まっ直すぐ浩太の顔を見ていた。

　浩太のせいで、場の空気は完全に壊こわれている。

　おかげで、今ならこの場から逃げ出せる。

　浩太はそう思ってシャロンの手を引いて歩き出そうとした――その瞬間だった。

　見習騎士達たちが待て、と声を荒あららげ、より激しく罵ば倒とうを始めた。

「落ちこぼれのシャロンにそんなことが出来る訳ないだろ！　模も擬ぎ戦せんでは万年びりっけつの落ちこぼれ、魔素を集めすぎて魔ま力りよく暴走の自じ爆ばく。撃うてたとしても当たった試ためしがないような奴やつだぞ!?」

「そうよ。英雄ロイの娘だからって、そんなことは信じられないわ。どうせ小隊メンバーの天才姉妹が敵を撃げき退たいしたんでしょ？　あの二人がシャロンを追っかけていったし」

　騎士見習い達から敵意の込められた瞳ひとみが、今度は浩太に向けられる。

　だが、浩太はそれに屈くつすることはなかった。

　むしろ、余計に心に火が点ついてしまった。

　どれだけ相手が怖い顔をしようが、怒鳴り散ちらそうが、そんなの関係無い。
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　シャロンに売ろうとした喧けん嘩か、全て俺が買ってやる。

　シャロンの否定は俺がさせない。

　その気持ちを胸に秘ひめながら浩太は叫んだ。

「落ちこぼれだろうが、なんだろうが知るか。間違い無なくシャロンは俺を助けてくれた。それを否定させるか！　こいつが出来たことを、やったことを否定はさせねぇ！　文句があるなら俺に言え！」

　すると浩太の言葉がよほど気に入らなかったのか、赤髪の男が浩太の襟えり元もとを掴つかんで声を荒らげた。

「ふざけるなよ。俺達がどんな思いで戦っているか、騎士見習いでもないお前に分かってたまるか！　何で落ちこぼれが最高の装備を与えられて、必死に戦ってる俺達が旧式の装備を使わされるんだ？　何であいつは戦場の一番安全な場所に配置されて、俺達は危ない最前線にいるんだ!?」

「一番安全な場所？　そりゃそうだろ。武器を見て言えよ。爆ばく撃げきと狙そ撃げきを前提とした支援装備だぞ？　高火力を叩たたき出だすために、魔力の装そう填てん時間が必要な騎士を最前線に置いて、何も出来ずに死ねとも言いたいのか？　お前らの指揮官や教官はそんな無能じゃないだろ？」

「落ちこぼれにそんな役割なんて――」

「なら、お前は敵を一いち撃げきで仕留められるのか？　一撃で仕留める魔力が無いのなら、お前はシャロン以下の落ちこぼれじゃないか！　自分の力の無さを装備のせいにしてるんじゃねえよ！」

　言うまでも無く、浩太の反応は赤髪の男の怒りの火に油を注いだ。

　よっぽど頭に血が上っているのか、髪だけじゃなくて顔まで真っ赤にしていた。

「黙れ！　戦えない奴に何が分かる！」

　赤髪の男は浩太を突つき飛とばすと、浩太の後ろにいたシャロンの前に立った。

「俺達は天才や英雄に頼たよらなきゃ自分の身すら守れない非力な人間じゃない！　こんな落ちこぼれと一緒にするな！　シャロン、お前が倒たおしたっていうならその実力見せてみろ！」

　赤髪の男の大声が、地面に倒された浩太の耳にもじんじんと響ひびく。

　だが、浩太はそれにもひるまず、赤髪の男とシャロンの間にもう一度割り込んだ。

「ハッ！　力があるんだったら、わざわざこうやって突っかかる必要なんて――」

　――ないはずだ。と浩太が言おうとした瞬間、シャロンが後ろから浩太の手を握にぎり、浩太の言葉を止めた。

「……お願い。浩太。止めて」

「でも、シャロン！　これじゃあ、お前のしたことが――」

「お願いだから……私が落ちこぼれなのは本当だから……あの人達を追い抜くまでは」

　シャロンは笑顔をとりつくろっていたが、浩太の手を握っている両手は震えていた。

　その手を見れば、無理をして、強がっているのは嫌というほど伝わる。

　それに耐えきれなかった浩太が「でも」と言おうと口を開いた瞬間に、シャロンの手にさらなる力がこもった。

「……シャロン」

　言わないで、という言葉がなくてもシャロンの気持ちは手の震えから伝わった。

　それと「あの人達を追い抜くまでは」という言葉も気になった。

　似たような言葉を浩太も使ったことがある。

　でも、その言葉はどうしようもなく、平へい凡ぼんだった自分を追い込むだけの呪のろいだとも知っていた。

「分かったよ。でも俺はシャロンが救ってくれたって知っている。それだけは信じて欲ほしい」

「……ありがと」

　そして、浩太は渋しぶ々しぶながらその場を退くと、周りに聞こえないよう小声でシャロンに感謝を囁ささやいた。その感謝に、シャロンも小さな声でお礼を口にする。

　浩太はそんなシャロンの頼みで見習達から一歩下がると、シャロンが浩太の隣に立って作り笑いを浮かべたまま頭を下げた。

「ごめんねみんな。お父さん達を助けたのは、ここにいる浩太さんとミーシャとアイラだよ。多分、そろそろ報告から戻ってくると思うから、みんなで二人から話を聞いて」

　すると、見習達がシャロンの謝罪を聞いた途端、何かに気付いたように顔を見合わせ、嫌味を残して散らばり始めた。

「最初からそう言えば良いものを。何故あの二人があなたと一緒にいられるのか不思議で仕方ありませんよ。作られた天才の二人があなたにさえ付いていなければ、すぐにあなたを追い出せるのに。皆さん行きましょう」

　委員長がそう言うと、見習い騎士達は舌打ちをして一斉に踵きびすを返した。

　誰かが来たのか、はたまたミーシャとアイラという名前に意味があるのか。

　二人の名前が出た途端、見習い騎き士したちがいなくなったので、二人の名前がまるでシャロンを悪意から守る魔ま法ほうの言葉のように見えた。

　そうして、ひとまず鳴なり止やんだ罵倒に浩太は安心したが、シャロンはなかなか頭をあげず、独り言を呟つぶやくだけだった。

「……私はあの二人の付属品じゃないのに……」

　そんなシャロンの悔くやしそうな独り言が聞こえて、浩太はシャロンを励はげまそうと必死に言葉を探した。

「あ、あのさシャロン。俺おれはシャロンの――」

　意を決した浩太が声をかけた瞬間、浩太の声をかき消す少女の叫び声がした。
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「シャロリン大だい丈じよう夫ぶ!?」

「きゃっ!?　ミ、ミーシャ!?」

　ミーシャと呼ばれた少女は、俯いていたシャロンの頭をがっしり胸むな元もとに押し込んでいた。

　シルクのように美しい銀色の髪が腰こしまで伸のび、子供っぽい元気いっぱいな笑顔を見せている。

　その子供っぽさが似合わないほど主張が強い胸元と、モデルのような高めの身長。

　身のこなしは素す早ばやくキレもあり、大きな猫ねこのような子だった。

「シャロリンが一人抜け出した後、どこ行ったか分からなくて心配したんだからね？　怪け我がとかしてない？　ごめんねちゃんと見てあげられなくて。シャロリンがいなくなったら、大たい佐さになんて言えば良いか本当に分からなかったよ」

「んーっ!?　うーっ！」

　ミーシャはシャロンの頭を犬でも撫なでるかのように、ワシャワシャとなで回している。

　微ほほ笑えましいスキンシップに見えて、シャロンの方はミーシャの豊満な胸に顔が埋うまっているせいで、フゴフゴと声にならない悲鳴をあげている。

「……やっぱりこうなりましたか」

　羨うらやましさと驚おどろきで浩太が声を失っていると、もう一人の少女が現れたことに気がついた。

　ミーシャと同じ銀ぎん髪ぱつのサイドテールを左側に束ね、眠ねむそうで気だるげな表情を浮かべている。

　身体付きは慎つつましく、身長もシャロンより一回り小さい。

　ミーシャが大型のヤマネコなら、隣の子は子こ猫ねこかイエネコのような印象だ。

「ったく、このバカ姉は何やってるんですかねぇ？　そのままだとシャロンさんが窒ちつ息そくしますよ。生きて帰って来た人を、帰らぬ人にするつもりですか？」

　そんな小こ柄がらな猫の方が、お説教とともに大きな猫ミーシヤの耳に手を伸ばした。

「姉さんはもっと落ち着きを身につけるべきです」

「痛いってアイラちゃん痛い！　耳引っ張らないで！」

　子猫っぽい子がミーシャの耳を引っ張って、シャロンから引ひき離はなしていく。

　ミーシャを姉と呼んだ子はアイラというらしい。

　顔は似ているけど性格は正反対で、姉のミーシャは子供っぽくて明るく、妹のアイラは大人っぽくて落ち着いた子だった。加えて、アイラの方がちょっと口調に毒がある。

　少しでも隙すきを見せたら幾千の罵ば詈り雑ぞう言ごんが飛んできそうだ。

　そんな失礼なことを思ってしまうような姉妹のやりとりが続く。

「はいはい。シャロンさんはもっと苦しいので、さっさとその手をほどいてあげてくださいねー。無駄な乳自慢いらないですよー。私へのあてつけですかー？」

「もう放した！　放してるから！　アイラちゃんも早く離して！　お姉ちゃんをちゃんと見てぇ！」

「そうですか。ちゃんと放したんですね。姉さん偉い偉い」

　アイラが小さい子の頑張りを褒ほめる母親のような優しい微笑みを浮かべる。

「いたいっ!?　アイラちゃんの表情と手があってない！　褒めるなら手を離してよ!?」

「ご褒ほう美びです。姉さんこういうの好きでしょう？」

「そうなの。大好きなアイラちゃんが触ふれてくれるから、痛みも段々快感に変わって――ってならないから！　いたいから！」
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　アイラは涙なみ目だめになって暴れているミーシャの耳を引っ張ったまま、シャロンの無事を確かく認にんしだした。

　ミーシャのボケも叫びも完全に無いことにされている。

「はぁはぁ……。ありがとうアイラ……私はなんとか大丈夫……」

　シャロンの返事でアイラは小さく頷くと、ミーシャの耳を引っ張ったままミーシャに微笑みかけた。

「姉さん、シャロンさんが無事に生きているのなら、何の問題もありません。ロイさんから与えられた任務は果たしました。だから騒さわがずに落ち着いて下さい」

「お姉ちゃんが騒いでるのは、アイラちゃんのせいだよ!?　いい加減手放して!?」

　ミーシャが手をバタバタと振りながら抗議すると、アイラはため息をつきながら手を離した。

　続けて、アイラはシャロンに真っ直ぐ向き合うと、頭を深々と下げて謝罪する。

「シャロンさん先ほどはすみませんでした。同じ隊に所属しながら見失うなんて、酷ひどいミスをしました」

「止めてよアイラ。私が勝手に抜けたんだし……。二人は怪我とかしなかった？」

　礼れい儀ぎ正ただしく頭を下げるアイラに、シャロンは慌あわてて言葉を返す。

　すると、アイラはスッと頭を上げて、無表情な顔で頷いた。

「はい。大丈夫です。では、お互たがいの無事も確認出来たところで、早さつ速そく本題です」

「あのー、アイラちゃん、お姉ちゃんの耳が無事じゃないんだけど」

「姉さんはお黙り下さい。話の邪じや魔まです」

「酷い!?　いいもんいいもん……お姉ちゃんいじけてやるもん……」

　ばっさり切り捨てられたミーシャが一いつ瞬しゆんで押し黙って、地面に丸まって寝ね転ころがり、のの字を書きながらいじけている。

　けれど、それがいつものことなのか、シャロンもアイラも呆あきれたようにため息をつくばかりで、声をかけようとしない。

　そんなおかしな空気を仕切り直すように、アイラが咳せき払ばらいして話を続ける。

　ミーシャ……不ふ憫びんな子。と思わず同情しそうになるほどの扱あつかいだった。

「大佐を救ったのはシャロンさんですよね。あの場にはあなた以外いませんでしたし」

「えっと……その……」

　シャロンはまたも戦果のことで言いい淀よどんでしまった。

　これでロイと騎士見習い達の時と合わせて三度目だ。

　どうやら、シャロンは自分の成果を認められないらしい。

　浩太は困ったような笑顔を浮かべるシャロンの横顔を見て、もどかしさのあまり思わず口を開きかけた。その時だった。

「シャロンさんの努力が実ったのですね」

　アイラが少し嬉うれしそうにはにかみながらそう言った。

「シャロンさんは魔素を集める魔力が強いですから、コントロール出来れば敵を一撃で粉ふん砕さい出来る力は元々ありました。今日はその攻こう撃げきを当てることが出来たのではないですか？」

「え？　うん……。えっと、あはは……奇き跡せきみたいなもんだよ。もう一度出来るか分からないから」

　アイラの推測にシャロンが照れ笑いを浮かべて謙けん遜そんする。

　でも、さっきの作り笑いとは違って、本当に嬉しそうに笑っているように見えた。

　その笑顔を見て、アイラも納得したように頷いている。

「そんなことないです。シャロンさんには素養があります。ね、姉さん」

　突とつ然ぜんアイラがミーシャに言葉を振ふると、いじけて寝転がっていたミーシャがシャロンに飛びついて、シャロンをなで回し始めた。

　その動きがあまりにも速すぎて、本当に猫が飛びついたみたいだった。

「そうそう！　シャロリン、今までは今まで、今日は今日。今日のシャロリンはお父さんを助ける大事な時に訓練の成果が出た！　それだけで十分すごいことだよ！　私達がいなくても戦えるようになれたんだね！」

　ミーシャもアイラも疑うこと無くシャロンの出した戦果を肯こう定ていしてくれている。その上、力も努力も認めてくれていた。

（良かった。シャロンには良い友達がいるんだ）

　みんなからいじめられているだけじゃない。ちゃんと理解してくれる人がいるんだ、と浩太はホッと胸をなで下ろした。

　でも、シャロンの顔を見た瞬間、ホッとした心がざわついた。

（いつの間にそんな悲しそうな作り笑いに変わったんだ？）

　気付いたらシャロンは俯うつむいて、姉妹から目をそらしている。

（シャロンが超こえたい二人って……）

　もしかすると、ミーシャとアイラの二人がシャロンと親しくて近いから、眩まぶしくて、真っ直ぐ見られないのかもしれない。浩太がある人物に抱いだいた気持ちと同じように。

　そして、そんな憶おく測そくを裏付けるように、ミーシャが輝かがやかしい戦績を報告した。

「私もシャロンを追いかける時に、周りにいた敵を三十体ほど撃ち落としたんだけど、私がいくら撃げき墜ついしても、ロイ大佐は助けられなかったしね。シャロリンがいなかったら本当にやばかったよ」

「三十体!?　一人で!?」

　信じられないと言った様子で驚いたシャロンに、追い打ちをかけるように、アイラも戦績を報告する。

「私は十五体です」

「やっぱりアイラちゃんもすごいね……。普ふ通つう三人で一体を追い込んで落とすのに……」

　シャロンが言った通り、ゲーム中でも普通は三人で敵一体を仕留めるのが定石だった。

　それなのに、二人だけで四十五体も敵を落とした、とあっさり言いのけた姉妹に、浩太も心底驚いた。

「一ステージを二人だけで攻こう略りやくするレベルだな……チートかよ」

　ゲームでのことになるが、戦術の基本は複数のキャラで敵を囲んだ後、敵から反はん撃げきを受けないように一いつ斉せい攻こう撃げきを浴びせて短時間に敵を倒すことだ。

　だからこそ、逆に敵に囲まれた状じよう況きようで、相手を殲せん滅めつしてしまったと言う二人の言葉が、にわかに信じられなかった。

　ＴＡＳさんがプレイすればもしかしたらというレベルの話だ。それなのに、二人はそれが普通だと言わんばかりの様子で話している。まるで、それが日常とでもいわんばかりだ。

「なぁ、シャロン、さっきの奴らが二人の名前を聞いて、納得した様子で帰ったのって、このせい？」

「この二人といれば絶対に死なないなんて言われるぐらい頼りになるからね。白銀の双そう翼よくなんて、二つ名を貰ったエースだよ」

　シャロンはそう言うと、どこか寂さびしそうな笑えみを浮かべた。

　そして、ミーシャの方も複雑そうな笑みを浮かべている。

「その二つ名で呼ばれるの、お姉ちゃんあーんま好きじゃないんだけどねー。私達は一人でも優ゆう秀しゆうなんだから、私とアイラちゃん別々の二つ名が欲しいよ」

　からかっているのか、本気なのか、どっちか分からないとぼけた口調だった。

「案外シャロリンの方が、私より早く個人の二つ名は貰えるかもよ？」

　ニシシとミーシャが冗じよう談だんめかして笑っていると、彼女の笑い声をピシャリと止める低い声がした。

「三人とも揃そろっていたか」

「ハイッ！」

　ロイがシャロン達の元へと戻ってきて、三人が一斉に敬礼したせいで、空気が急変し軽かろやかなお喋しやべりが終わった。




　空気が少し堅かた苦くるしい。

　どうやら親子としての時間を過ごすという訳でも、部下の戦績を聞いて讃たたえるという訳でもなさそうだ。

　どっちかっていうとロイは三人に罰でも与あたえそうな険しい顔をしている。

　そんな浩太の予想通り、開口一番三人に罰が下った。

「シャロン、ミーシャ、アイラ、以下三名を命令違い反はん者しやとして処しよ罰ばつし、第五十三小隊を解散する。代わりに別の部隊に三人揃って入隊してもらう」

「えー!?」

　突然の解散命令に三人娘の声が重なった。

　その上でシャロンとアイラが納なつ得とく出来ないように抗議をする。

「シャロリンが命令違い反はんしてなきゃ、大佐死んでたよ!?　懲ちよう罰ばつ部隊なんかに送ったらダメだって！」

「そうです。姉さんの命令違反はともかく、シャロンさんの判断は結果的に正しかったはずです」

「そうだよ。私の命令違反はともかく――って、アイラちゃん何言ってくれてるの!?　私だけ売るつもりだったでしょう!?」

「姉さんこんな時に余計なことは言わないで下さい。せっかくシャロンさんの罰を減らそうとしたのに」

「あ……ごめん」

「……ついでに私の始末書も姉さんが代わりに書くことになったのに」

「アイラちゃんも私と同罪だからね!?　妹ながら恐おそろしい子っ！」

「始末書マスターの姉さんなら、一人分も二人分も変わらないでしょう？」

「その不ふ名めい誉よな二つ名はいらないから！」

　姉妹二人から反省の色は全く感じられなかった。

　規則とかルールとかそんなものは知ったもんじゃないと言わんばかりの態度だ。

　ギャーギャーと姉妹喧嘩を始めた二人に、ロイは眉み間けんに指をあて深いため息をつく。

　そして、疲つかれた様子で浩太の前に手を伸ばした。

「はぁー……浩太君すまないな。この二人はいつもこんな感じでね。君には苦労をかけると思う」

「はい？」

「略式だが、《クロノ・ギア》からの正式な依い頼らいにより、君を指揮官候補生として採用し、ここにいる見習い騎士三名の指揮官に任命する。部隊名は独立小隊クロス」

「へ？　《クロノ・ギア》からの依頼って――あぁ！　イヴお前の仕し業わざかっ!?」

　ロイからの突然の任命に、今度は浩太が素すっ頓とん狂きような声を出した。

《クロノ・ギア》からの正式な依頼なんて一いつ切さい聞いていない。

　それも、正規の騎士じゃなくて見習い騎士しか味方につけないなんて、戦力の出し惜おしみも良い所だ。

　でも、イヴは浩太の驚いた声が聞けてよっぽど嬉しかったのか、心底楽しそうな笑みを浮うかべていた。

「そういうことです。これでマスターは住所不定無職ではなくなった訳ですね。おめでとうございます」

「やっぱりお前の差し金かよ……」

「はい。これが最短の近道なのです」

「だったら、人選くらい俺にさせて欲しかったよ」

「いえいえ、この三人は強いですよ。ハッキリ言って今用意出来る最高の戦力です。マスターの力があれば、この三人で圧あつ倒とう的てきな勝利を収められます。それにゲームでも初期キャラは事前に用意されているものでしょう？」

「至いたれり尽つくせりだな」

「ふふふ、私のサポートに後で感謝すると良いでしょう」

　イヴのどや顔に、浩太は額に手をあてながらため息をついた。皮肉が全く通じていない。

　やれやれ、本当にＡＩとは思えない自分勝手さと強ごう引いんさだ。イヴを作った人は何を考えてこんな勝手なＡＩを作ったのだろうか。

　そんなことを思いながら浩太はロイの手を握り返した。

「ロイ大佐、すみません。大事な娘さんと部下を預かることになって」

「謝あやまることは無い。確かに君を任命したのは《クロノ・ギア》だ。だが、私個人の見解として、君の力なら娘むすめ達たちを任せられる、そう判断した」

　ロイはそこまで言うと一度言葉を句切って、呆れがちにため息をついた。

「それに、先ほどので分かっただろうが、あの二人は普ふ段だんから命令違反ばかりだったからな。強制的に言うことを聞かせられる人間が、上に立つというのはありがたい」

　ロイの言葉から感じられる信しん頼らいと期待が、浩太の心に重くのしかかる。

　そこで一瞬、浩太は忘れかけていたその重さに戸と惑まどったが、心が満たされるのを感じていた。

　こんな自分に期待をかけて貰もらえる力を示せたことを信じてみよう。

　そう思った浩太は大きく深呼吸すると、改めてその決意を口にした。

「分かりました。騎士隊長引き受けます」

「ありがとう。助かるよ浩太君。君はシャロンを導きリマインダーを撃げき破はし、私を救った。これからも君の手しゆ腕わんに期待させて貰う」

　そう言ってロイが手を一度強く握ってから放す。

　すると、浩太の手が空いた途と端たんに、ミーシャの手が重なった。

「へー。君が隊長か！　ずっとシャロリンの側にいたから誰だろー？　って思っていたけど、なるほどねー。えーっとコウタンで良いかな？　それともコウちゃんが良い？」

「コウちゃん!?　じゃなくて――っ!?　当たって!?」

　近い！　思わずそう言いそうになるほど、ミーシャは浩太に身体からだを密着させている。

　しかも、ミーシャの胸が浩太の腕うでを挟はさむように押しつけられているせいで、浩太はドキドキして声が上手うまく出せないでいた。

「よし、コウ君で決定！　異論は認めません！　言わせません！」

　ミーシャの有う無むを言わせない勢いと眩しい笑顔、そして柔やわらかくて温かい手と胸の感覚にドギマギしている間に、浩太の呼び名が決まった。

　騎士の隊長の呼び名がコウ君。

　わずか数秒の間にして、浩太はミーシャにペースを掴まれ、隊長の威い厳げんが撃ち砕くだかれた気がした。

　なんて恐ろしい人なつこさだろうか。特とく殊しゆ能力に心の壁かべの防ぼう御ぎよ無視でも持っているんじゃないかと思うぐらいの踏ふみ込みだ。

　浩太がそんなミーシャにあたふたしていると、ふと蔑むような声が聞こえた。

「鼻の下伸びてますよ」

　浩太が声のした方を見ると、いつのまにか横に立っていたアイラが気だるそうな目で浩太を見上げていた。

　いわゆるジト目で視線を送ってくる。その顔は黙っていれば眠そうな子猫って感じでちょっと可愛かわいく見える。

　とはいえ、ただ呆れられているだけなので、可愛さとは無む縁えんの毒が飛びだした。

「鼻の下を伸ばしただらしない顔ですね。こんな人が本当に隊長になるんですか？　どう見ても普通の男性にしか見えないです。長所を一つ探すうちに、不安が数え切れないほど出てきそうです」

　アイラからの散々な言われように、浩太は苦笑いするしかなかった。

　姉であるミーシャだけに厳しいかと思いきや、誰だれにも公平に手厳しい子らしい。

　だからといって、決して間違っていることは言っていない。アイラの言う通り、本当に先ほどまで浩太は普通の高校生だったのだから、普通の人間に見えて当然だ。

　でも、今の浩太にはこの世界の人を操あやつる力がある。

　その力で出来ることがあると知ったから、アイラの厳しい言葉で凹へこまなかった。

「俺は俺にも出来ること見つけたから、俺に出来ることを精せい一いつ杯ぱいやるよ。よろしくアイラ」

「意外……。あれだけ言われても怒おこらないんですね？」

「さっきまで普通の人間だったのは間違いないからね」

「度量は問題無さそうです。なら、早速見せて下さい。あなたの絶対命令権とやらを。《クロノ・ギア》に選ばれた英雄であるかどうか私が見み極きわめます。それに姉さんの力を疑っているようなので、私達の力を見せる機会も必要です。今から模擬戦をおこないませんか？」

　無表情ながら挑ちよう発はつ的てきな口調でアイラが浩太を煽あおる。

　けれど、浩太は即そく答とうせず、その申し出をどうしたものかと悩なやんだ。

　自分の力を認められていないのなら、認めさせるしかない。

　言うのは簡単だけれど、問題はその認めさせ方だ。

　模擬戦に勝つことで認められるというのなら、絶対命令権を使って、《動くな》と命じれば良い。攻撃も回かい避ひも封ふうじて、一方的に攻撃を加えれば確実に勝てる。

　でも、そんなことしたら、シャロンを初めて操った時のように散々文句を言われたり、大たい砲ほうを突つきつけられたりしそうだ。

　だから、単純に絶対命令権を使って縛しばるのでは無く、戦術構築や戦略構築で力を見せつけて力を納得させた方が良いだろう。

　そういう意味では、模擬戦と言えど気を抜ぬけない戦いになる。

「分かった。やるよ。それでアイラが認めてくれるならさ」

　浩太が模擬戦を受ける宣言をすると、アイラも満足そうに頷うなずいた。どうやら回答はお気きに召めしたらしい。

「良い返事です隊長。ではロイ大佐。失礼します。姉さん。シャロンさん。行きましょう」

　アイラはロイに移動する旨むねを伝えると、サッと踵を返して前に歩き始めた。

　そして、浩太の後ろからミーシャが背中を押おしてくる。

「コウ君いくよー」

　二人の姉妹に挟まれながら、浩太は何ど処こに行くかも分からずおろおろしていると、ふとあることに気がついた。

　シャロンの声を聞いていない上に、隣となりに彼かの女じよの姿が見当たらない。

　そう思って浩太が後ろを振り向くと、シャロンはさっきの場所から一歩も動いていなかった。

　すると、アイラもシャロンが動かないことに気付いたのか、振り向きながら疑問を投げかける。

「どうしたんですかシャロンさん？　いつものあなたなら私達が嫌と言っても訓練を頼たのんでくるのに」

「ごめん。アイラ。今日は私……やっぱり先に帰るよ」

　そう言って、シャロンは目を伏ふせたまま、足早に浩太達たちの横を通り過ぎ、雑ざつ踏とうの中へと消えていく。

　けど、そのすれ違ちがった一瞬に、浩太はシャロンの泣き出しそうな表情と、震ふるえる拳こぶしを見てしまった。

「……あいつ」

　もし、シャロンの顔を見なければ、追いかけようとは思わなかった。

　でも、見てしまった以上、浩太はどうしてもシャロンを放っておけなかった。

　一人にしたらダメだ、と反射的に身体が動いていた。

　だって、ああいう時の自分は一人になりたいと思っても、本当は一人になんかなりたくない、と浩太は思ったことがあったから。

「悪い。俺にも野や暮ぼ用ようが出来た。模擬戦はまた今度にして欲しい」

　浩太は断りの言葉とともに天才姉妹の間から抜け出ると、シャロンの後を追うように雑踏の中へと飛び込んだ。

　そんな突然の出来事に、天才姉妹は浩太の後ろ姿をポカンとした顔で見送っていた。
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　浩太の背中を見送ったミーシャは苦笑いを浮かべながら頭をポリポリとかき、アイラに声をかけた。

「さてと……ちょっとアテが外れたかな？　アイラちゃん」

「そうですね。考える余よ裕ゆうを奪うばったつもりが、甘あまかったようです」

「あの人の甘さを計算に入れていなかったのが、甘かったね」

「姉さん、何を上手いこと言ったみたいな顔してるんですか。まだまだ作戦中ですから、次の手を考えなくてはいけません。私達は《想像上の子供達イルドレ》なんですから。戦せん闘とう特化で作られたとは言え、監かん視し任務でも失敗は許されません」

　ミーシャの抱いた浩太の印象は、本当に特とく徴ちようのない普通の男の子だった。

　どう見ても魔装と肉体を一体化して作られた《想像上の子供達》である自分達とは違う。

　規格外の魔力を持つシャロンが一人で敵を倒したのなら、まだ納得出来る。当たれば敵を一撃で粉砕するのは間ま違ちがい無いと知っているから。

　でも、報告を聞く限り、戦うための魔装を持たない普通の少年が、シャロンと二人で敵を倒した、となると意味が分からなかった。

　絶対命令権という力も正直なところうさんくさい。一体どんな魔法を使ったのやら。

「ロイ大佐、あんなのを私達が監視する必要本当にあるの？　確かにかわいい見た目しているから、見ていて楽しいから良いんだけどさ」

「クロノ・ギアの特務使者だからな」

「あれがねー。分からないものだね」

「人生には分からないことの方が多い。信じていたものすらも敵である可能性もある。私が君達を守るために左さ遷せんされたようにね。必要があれば交戦を許可する」

「必要があったらいくらでもやるよ。それが戦うために生まれた私の意味で、拾ってくれた大佐に対する恩返しですから」

「恩返しはもっと別のことでして欲しいのだが。まぁ、良い。シャロンのこと頼むぞ」

　ミーシャはロイの言葉に頷くと、自じ嘲ちよう気味に小さく笑った。

　ただの少年に秘められた力が、自分より強いと言われて悔しさと焦あせりを覚えたことと、戦う以外の恩返しの方法が思いつかなかった自分がおかしかったからかもしれない。





○






　浩太は雑踏の中、息を切らせながら走っていた。

「くっ、シャロンどこだ!?」

　浩太は人ひと混ごみの中でシャロンの名を必死に叫さけぶ。

　とはいえ効果は疑問だった。人が多すぎて声が聞こえるか分からないからだ。

　けど、やらないよりはマシだと思い、シャロンの名前を呼び続ける。

「マスター。シャロンさんをお探しですか？」

「そう言えばお前がいたな!?　イヴ、シャロンの居場所は分かるか？」

「イエスマスター。追つい跡せきマップを起動。ナビを開始します。そのまま前進してください」

「助かる！」

「私、高性能支し援えん人格ですから。これぐらい余裕です」

　間も無くスマホの中に地図が現れ、白い高層建築群と碁ご盤ばん目め状の道路が描えがかれた。

　この世界の神様はかなり几き帳ちよう面めんなのだろうかと思うぐらいに、地図上では等とう間かん隔かくで区画が続いている。

　おかげでシャロンの場所さえ分かれば、迷うこと無く追いかけられた。

　そうして浩太はひたすらイヴの指示通り道を走り、シャロンのもとへと辿たどり着つく。

「次、右に曲がると外がい縁えんの公園に出ます。シャロンさんはそこです」

「ここだな！　シャロン待ってくれ！」

　最後の曲がり角を曲がった途端、視界を覆おおっていた白い壁が消えた。

　代わりに、見み渡わたす限り青い世界が目の前に広がった。雲一つ無い青空と、何処までも続いていそうな青い海だ。

　さらに少し視線を上げれば、地球ではありえない双ふた子ごの月が空に浮かんでいた。

　あまりに幻げん想そう的てきな光景で浩太の意識が飛びかけた瞬しゆん間かん、シャロンの声が浩太を現実に引き戻もどした。

「へ？　あ、あんた追いかけて来たの!?」

「あぁ、うん。……それにしても、凄すごい景色だな。ちょっと感動した。何で今まで気付かなかったんだろ。って、スマホばっかり見ていたからか。最近の若者はスマホばかり見て上を見ないなんて言うけど、ハハ、まさかこんな景色を見落とすなんてな」

　浩太はシャロンに色々言いたいことも聞きたいこともあったけど、あまりの光景に言いたいことが全部吹ふっ飛とんでしまう。

　そのせいで、ただ空を見上げて立ち尽くす浩太に、シャロンは不思議そうな顔をして近づいた。

「もしかして、あんた本当にこの景色を見るのは初めて？」

　シャロンが浩太の顔を目の前からのぞき込むと、浩太は戸惑いながら頷いた。

「あ、あぁ……。もう何から何まで俺の想像以上だ。元いた世界じゃこんな景色は絶対に見れないと思う」

「違う世界から来たってのは本当なんだね。こんな風に驚く人初めて見たよ。これが私達たちにとっての日常だから驚く人いないんだよね。おいでよ。座すわれる場所があるからさ」

　うってかわって、シャロンが機き嫌げんの良さそうな声で浩太を誘さそうと、少し軽そうな足取りで浩太の前を歩きだした。

　そして、樹きの側に設置されたベンチに浩太とシャロンが並んで座る。

「この街ってさ、ここまで来る時に植物とか全然見なかったでしょ？　樹とかここで初めて見たんじゃない？」

「言われてみれば」

「空に飛ばすためにさ。植物が育つための土なんかほとんど無いんだ。この島は空を飛ぶために作られた魔装でほとんど出来てるからさ。この島全体が魔素の結けつ晶しようの塊かたまりみたいなものなの。街の建材も全部そう。ほとんど人工物で、地上で取れる物はすごい貴重なんだよ。ここは公園区画だから憩いこいの場として、珍めずらしく自然物があるんだけどね」

「そうなんだ。空に暮らすってそんな感じなのか」

　浩太が木を見上げると、心ここ地ちよい風で木の葉が揺ゆれ、キラキラと木が輝いていた。

　ここだけ見れば、空の上にある楽園、神様が住む世界ってこんな感じなのかな、と思ってしまうような公園だ。

「空の青が近くて、街は白くて雲みたいで、すごく綺き麗れいでしょ。私はこの街が好きなんだ。リマインダーから逃にげるために作った場所だけど、私の故郷で大切な場所。守りたい人達がいる場所なの。お父さんがいて、お母さんがいて、ミーシャとアイラがいる」

　シャロンの言葉の通り、浩太の目に映る世界は信じられないほど綺麗で、居い心ごこ地ちが良かった。

　春の陽気のようなポカポカとした暖かさに、浩太は目をつむる。

　あまりの心ここ地ち良よさに、この世界が現実だということを忘れて、夢だと思いそうになる。

　でも、今目の前にいるシャロンは夢でも幻まぼろしでも無い現実の人間だ。

　だから、伝えたいことがあるのなら、言葉にしないと絶対に届かない。

「あのさ。シャロン、突然置いていかれると困るよ」

「置いていったのは悪かったけど、あの二人も同じ家に住んでるから、ちゃんと家に連れて行ってはくれたよ」

「そうじゃなくて。お礼が言いたくてさ」

「え？」

　シャロンがポカンと口を開けて浩太に視線を落とした。

　その顔が何だかおかしくて、浩太は少しくすりと笑ってしまった。

　おかげで気を楽にしてお礼を言えそうだ。

「ありがとう。俺おれはお前のおかげで生きてる」

「でも、それは浩太が絶対命令権とか言うので、私を操ったからなんでしょ？　別に私の力であんたを救えた訳じゃ――」

「シャロンのおかげだよ」

　シャロンが言葉を言い切る前に、浩太はわざと割って入った。

　そして、そのままシャロンが反論出来ないように言葉を続ける。

　シャロンが彼女自身を否定する言葉を言わないように。

「絶対命令権ってのはさ。命令して動きを支配するしか出来ないんだよ。動きそのものや戦いの力は、個人個人の能力に左右される。ゲームで言えば、レベルが低かったら、攻撃がそもそも効かなくて、いくら戦うコマンドを入力しても無意味ってところかな」

「いや、意味分かんないわよ……」

　自信満々の言葉だったのに、シャロンに意味が分からないと言われて、浩太はしまったと頭を抱かかえた。

　この世界はゲームにどれだけ似ていようとも、ゲームではなく異世界の現実だ。この世界にはゲームが無いのかも知れないし、あったとしてもルールが全然違うのかもしれない。

　そうだとすると、突然ゲームの話をされてシャロンが困こん惑わくするのも当然の反応だ。

　浩太はもっと現実の生活に例えれば良かったと思いつつ、ゲーム以外の例えが思いつかなくて、うーんと唸うなりだした。

　そんな浩太の悩みに気付いたのか、スマホの電源が勝手に入り、イヴの声が胸ポケットから聞こえる。

「今のマスターの言葉を翻ほん訳やくすると、マスターは命令でシャロンさんの攻撃態勢を整えることは出来ますが、シャロンさんの魔ま力りよくは変化させることが出来ません。命令で支配している人間に敵を落とす魔力が無ければ、ただの動く人形でしかありません。一いち撃げきで敵を撃うち落とした魔力は、特筆すべきシャロンさんの能力です」

　すかさず入ったイヴのフォローに浩太がスマホを取り出してみれば、画面の中のイヴは浩太に向けてウインクを飛ばしてきた。

　ＡＩにしては気が利ききすぎだ。自じ称しよう高性能だけはある。なら、もう少し頼たよらせて貰おう、そう思って浩太は話を合わせた。

「ってことはだイヴ。俺おれ達たちが助かったのはシャロンにも力があったからだよな？」

「イエス、マスター。シャロンさんに規格外の魔力があり、マスターが的確にシャロンさんの力を使用した結果が、あの勝利です」

　イヴもさも当然というように、浩太の言葉に頷き返した。

　イヴの言うとおり、シャロンは皆みなに落ちこぼれだと叩たたかれる必要なんて無い。

　自分自身を蔑さげすむ必要も無い。

　自分にもっと自信を持って良い。

　そう浩太は伝えたつもりだった。

　けれど、その言葉で見られたのはシャロンの笑え顔がおではなく、大おお粒つぶの涙だった。

「あんたに何が分かるのよ!?」

　でも、浩太の言葉はシャロンに上手く伝わらなかった。

　シャロンは浩太の胸むなぐらを掴つかむほどに荒あれていた。

「今日会ったばかりのあんたに！」

「それは……」

「教えてよ。何でお父さん達を助けたのに、お父さんは私を認めてくれないの!?　なんで誰も私のことを信じてくれないの!?　何でミーシャとアイラだと納得されるの!?　私はあの二人のオマケじゃないのに！」

　感情的になったシャロンの言葉と一いつ緒しよに、彼女の拳が浩太の胸に何度も叩きつけられる。

　最初は浩太が痛みを感じるほどの強さだったが、段々と弱くなっていき、最後にはそっと置かれるような感じになってしまった。

「何で初めて会ったあんただけが……、私を認めてくれるのよ……。あんただってきっと……あの二人を見たら私なんて……捨てちゃうかもしれないのに。……そんなの嫌いやだよ」

　シャロンの持つ行き場のない怒いかりとやるせなさが手から伝わってくる。

　だから、浩太はシャロンの手を止めることが出来なかった。

　それに浩太が何も言わずとも、シャロンはすぐ落ち着きを取とり戻してくれたから、止める必要がなかった。

「ごめん。……ごめんなさい。こんなのただの八つ当たりだよね……。あんたは何も悪くないのに……本当にごめんなさい」

　シャロンが謝罪とともに浩太から手を離はなす。

　そして、そのままシャロンが黙だまり続けたため、浩太はようやく声をかけることが出来た。

「シャロン。さっきアイラが言っていたけど、訓練すごくしたのか？　二人が嫌いやって言っても頼むくらい」

「……私は弱いから、二人の足を引っ張らないように努力しないといけないの」

「本当にそんな理由か？　さっきシャロンはこの街を守りたい。って言ってたし、リマインダーを倒たおした時だって、お父さんのために一いつ生しよう懸けん命めいだった。二人の足を引っ張らないために強くなるのが目的じゃなくて、誰かを守るために強くなりたいんだろう？」

「それは……」

「シャロンの努力はムダじゃ無いよ。初めて人を指揮した俺がシャロンと組んで敵を撃破出来たんだ。お前は弱くなんてない。一撃で敵を仕留められる立派な火力がある。おかげで俺はシャロンに守って貰えた」

「でも、誰も私を認めてくれない。それに浩太がいなかったら、パニックになって攻撃も当たらなかったと思うし……。それに、ミーシャとアイラだって、私とは比べものにならないぐらい数の敵を落とした」

　かたくなに自分の力を認めようとしないシャロンに、浩太は彼女の頭の上に手をポンと置いた。

　自分で自分のことを認めなかった人間を、浩太はもう一人だけ知っている。

　そして、その人がして欲ほしかったことも、言って欲しかったことも、知っていた。




「俺さ。向こうの世界だと一人で暮らしてるんだ」

「え？　浩太のご両親は……？　もしかして……」

　突然身の上話をしはじめた浩太に、シャロンは頭をあげた。

　その顔は随ずい分ぶん目元がはれていた。本気で泣いていたんだろう。それでも、浩太の言葉に耳を貸してくれた。

　シャロンは強くて優やさしい子なんだな、と浩太は口に出す代わりに小さく笑った。

「元気に生きてるよ。ただ、出来の良い兄貴がいるせいで、ちょっと喧けん嘩かしてね。家出してるんだ」

　おかげで半年以上は口をきいていない家族の話をし始めることになった。

「みんながみんなさ。兄貴のことばっかり褒ほめて。何でお前はお兄ちゃんみたいに出来ないんだ？　お兄ちゃんは簡単に出来たぞ、って言ってさ。それで頑がん張ばって出来るようになったら、お兄ちゃんに見て貰ったんだな？　さすがお兄ちゃんだ。とか、お兄ちゃんの方が上手いって言われる。見て貰っていない。俺が一人でやったと言ったらズルでもしたか、運が良かっただけだな、次はお兄ちゃんに見て貰わないとダメだぞ、って笑いながら言うんだよ」

「それって……」

「期待の兄貴がいたから、俺は期待されてなかったんだろうな。俺には出来なくて良いからが、いつの間にか俺は出来たらダメになっていた。でもさ、憎にくたらしいことにその兄貴が言ってきたんだ。自分の努力と結果を否定したら、世界に誰も認めてくれる人間はいなくなる。他人はすぐに掌てのひらを返すからってさ」

　浩太がその言葉を聞かされた時は、すぐには信じられなかった。

　兄貴さえ超えれば、みんなが自分を認めてくれると信じていたせいだ。

　でも、その浩太の考えを兄貴はあっさり否定した。

「そんないついなくなるかも、いつ態度を変えるかも分からない他人を気にして、ずっと他人の言葉を糧かてに生きて、自分を認めてくれる相手に四六時中くっつき続けるのか？　そんなのは自分の人生じゃないって言ったんだよ」

　浩太は目を瞑つぶったまま顔を上げて、兄の言葉を思い出して言葉を続けていく。

「それに、自分の言葉を信じられない奴やつが他人の言葉を信じ続けることなんて出来ない。しかも、自分は自分と一生付き合わないといけないんだ。だったら、自分を信じて、良い面も悪い面も全て認めて、自分が何をしたいかを考えて、そのためにどうすれば良いか考える方がよっぽど人生は楽しいぞって」

　少し前の思い出話だけど、シャロンは少し前の自分に良く似ている、と浩太は思った。

　シャロンも自分に自信が無くて、苦しんでいる。

　だから、放っておけなかったんだ。借り物の言葉でも、その言葉が自分を支えているのは確かだったのだから。

「自分にしか出来ないこと、自分が出来ること、自分がしたいことを見つけたら、どれだけ平へい凡ぼんでも自分で否定するな。全力でやれば必ず何かが自分と誰かに残る。俺にはもう可能性が残されてないから、浩太は俺の代わりに自分の可能性を見つけろ。ってさ。可能性なんかなくても全部持ってる兄貴なのにな」

「自分のやりたいことと、可能性か……」

「すっげー上から目線でむかついたんだけどさ。その俺がやりたいことを見つけるのが、多分、俺の望んでいた物だったんだ。これが出来るんだって誇ほこれる人間になりたかった。それで始めたのが、兄貴がまだやっていない一人暮らし。それともう一つが、この世界を救うことだ」

　世界を救う理由を単純に言えば、自分の力で誇れる結果をつかみ取りたかったから。

　たったそれだけの理由と言われるかも知れないが、浩太にとってはたったそれだけのことが欲しかった。

　世界を救える自分はきっと誇れると思ったから、世界を救おうなんて思った。

　その理由に気付いた浩太は、イヴの言葉を思い出してクスッと笑った。

「世界を救うのが俺にしか出来ないってすげー殺し文句だよな。それで、受けてしまうあたり、後先考えないバカみたいな理由だなって思うけど、俺がそんなすごいことを出来たらいいなって思ったんだ」

「強いんだねあんたは……でも、私は」

「俺はさ。シャロンと違って魔ま法ほうのライフルも撃てなければ、魔法の槍やりも使えない。あぁ、後はろくに飛ぶことも出来ないか。騎き士しになっちゃえば、ただ敵がどこにいるか分かる目が良いだけの、誰よりも落ちこぼれだよ。そんな俺をシャロンはバカにするか？　それと俺みたいに、戦うことの出来ない守られる人達のことも、落ちこぼれだと思う？」

　浩太はちょっと困ったような声を出して、空を見上げるのを止め、シャロンと視線をあわせた。

　照れたように笑いながら頬ほおをかく浩太と、シャロンの目が合って数秒間の沈ちん黙もくが訪おとずれた。

　柔らかな風が吹いて静せい寂じやくを破ると、シャロンは戸惑い気味に口を開いた。

「そんなこと……ない……」

　歯切れ悪くシャロンが言い切ると、彼女はばつの悪そうな顔で俯うつむいた。

　でも、浩太の言葉は届いてくれた。それだけで浩太にとっては十分だった。

「そりゃ、良かったよ。これで落ちこぼれ扱あつかいされたら泣きそうだった」

「何よ。私は落ちこぼれ。って言われても泣いた事なんて無いのに」

「すげーよそれ。俺は何度も泣きたくなったんだから」

　相変わらずシャロンは強がっているけど、浩太はそんな強がりが少し可愛く見えて小さく笑った。




　お節せつ介かいだとは浩太自身も分かっている。それでも、口にしようと決めた。

　浩太は自分も前を向くために、シャロンにも前を向いて欲しかったからだ。

　それに加えて、世界を救う前に一人の女の子を救えるようになりたいといつのまにか願ってしまったせいだろう。

「シャロンはさ、自分にもっと自信を持って良いんだよ。それだけの力をつける努力はしてるんだろ？　シャロンは逃げずに頑張ってる。その心は俺より強いよ。その心の強さが、意思を具現化する魔法の力になっているはずだから、シャロンは俺と違ってすごい才能を持ってる」

「……ありがとね。あんたが来てくれて……よかった」

　シャロンが蚊かの鳴くような声で感謝する。

　それだけで、浩太は随分と救われた気がした。自分でも誰かのための言葉を言えるようになれたと思えた。けれど、それでめでたしめでたしとはいかないのがシャロンなのだろう。

「だから、そこまで言うなら、一つお願いがあるんだけど？」

　シャロンは顔を真っ赤に染め、そっぽを向いたまま小さく震える声で尋たずねた。

　お願いは何か分からない。でも、応こたえてやりたいと浩太はすぐに思った。

「俺に出来ることなら」

　すぐさま浩太が頷くと、シャロンは大きく深呼吸をしだした。

　よっぽど緊きん張ちようしているのだろうか、何度も何度も深呼吸をして、八度目くらいでシャロンはようやく深呼吸を止めた。

　そして、今まで暗く俯いていたのが嘘うそのように、真まっ直すぐ浩太の目を見つめ、腹の底からハッキリした声を出す。

「私に力があるって言うなら、私の力を証明してください！　私が私を信じられるように、あんたの言葉を信じられるように！　あんたの力で、私にも出来ることがあるって信じさせてください！　お願いしますっ！」

　シャロンの言葉に浩太は力強く頷いた。

　この願いを断る理由が無い。

　というのも、悲しんでいる女の子一人を助けられるだけの力と、自分の言葉と気持ちを信じて貰えるだけの力があることを、自分にもシャロンにも証明したい、そうシャロンを見て願ったのだから。

「どうすれば良い？　どうすれば俺は信じてもらえる？」

「私と一緒にミーシャとアイラの二人と戦って！」

　そう言ったシャロンの目は、ロイによく似た強い意思のこもった目をしていた。
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第三章「前を向くために」







　浩こう太たはジト目になりつつイヴを睨にらみ付つけた。

「なぁ、イヴ。……どうしてこうなった？」

「マスターの願いが原因ですよ。自分がしたいと信じたことをした結果では？」

「まぁ、そうなんだけどさ。ただこれはさすがに想定していなかったというか」

　シャロンの力を証明する方法は、シャロン一人でミーシャとアイラを相手に模も擬ぎ戦せんで勝利することだった。

　それ自体は想定内だったが、浩太自身の状態が予想外だった。

「俺自身が飛んで戦闘フィールドにいるのは予想外だ。プレイヤーって戦闘には介かい入にゆうしないと思っていたからさ。まさか戦場に一緒に出るなんて考えてもみなかった」

　浩太の身体からだは翼つばさを持った黒い機械の人形に抱だかれていた。

　三メートルほどの大きさで、六枚の翼が背中に生えている。

　一いつ瞬しゆん、ロボットを操縦して戦うのかと身構えた浩太だったが、浩太の座る席には操そう縦じゆう桿かんがなく、三枚のモニターだけが並べられていた。

　そのモニターにはゲーム画面のように地図やステータス等、様々なデータが表示されていて、タッチと仮想パネルで入力を受け付ける仕組みになっている。

　戦闘用の鎧よろいというよりかは、指揮をする浩太を守るための移動司令室のようだ。

「どうやって動かせば良いんだ？」

「絶対命令権で操れば思ったように動きますよ。自分で自分の乗る物を操るというのも変な感覚かもしれませんが、私も操縦サポートをおこなうので安心してください」

　こうなったのはもちろんイヴのせいだ。

　シャロンが天才姉妹を呼び出して、さぁこれから戦おうという時に、イヴがスマホの中から取り出した装備がこの浩太専用の飛ひ翔しよう魔ま装そうだった。

　イヴは最初からこれを用意していたのか、とにかくどや顔で機体スペックを語る。

「基本的には指揮に特化した仕様で、戦闘には向いていません。装備は修理や補給などの補助装置と、騎士の攻こう防ぼうを補助する多目的感応兵器《妖よう精せいの羽根》を装備しています。一人で突とつ出しゆつせず、後方から騎き士し達たちを支援するのが基本だと考えて下さいね」

「了りよう解かい」

　そして、浩太は操作を頭の中にすぐさま叩きこむのであった。
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　浩太が一通りの動きを覚えると、シャロンが空中で浩太の横に並んだ。

「浩太。準備は良い？　ミーシャとアイラは準備出来たみたい」

「なんとか。多分やれる」

「多分って何よ。頼りないなー。相手は何十年に一度の天才が姉妹でセットだよ？」

「こうやって空飛ぶのは初めてなんだよ。操作も単純だけど種類が多いし、本当に全部の仕様を覚えられたか分からないんだ」

「そんな状態でも、浩太は私を信じて、勝たせてくれるんでしょ？」

　シャロンの素す直なおじゃない信しん頼らいに浩太はポカンとしてから笑った。

「あぁ、そうだな」

　模擬戦を始める前、イヴが三人の能力を数値として評価してくれた物を、浩太は見た。

　ミーシャとアイラは天才姉妹と言われるだけあって、反応力、攻こう撃げきの精密性、技量などほぼ全ての能力が、シャロンの能力を上回っていた。

　その差がどれくらいかと言えば、初戦で取得した経験値をシャロンに注ぎ込み、絶対命令権によるステータス補正を、命中率に全ぜん振ふりして、攻撃がようやく当たり始めるくらいの能力差がある。

　けど、そんな二人に対して、シャロンの魔力は上回っていた。

　それを知った浩太はその魔力量の差を活いかして勝つための作戦を、すぐさま組み立てた。

「シャロンと組んだのは初めてじゃなくて、二度目だからな。力も分かってるし、癖くせも分かってる。それに、手に入れた経験値を与あたえて強くもなった。なら、出来るって信じてるさ。シャロンと俺ならきっと作戦通りやれるはずだ」

　勝機がゼロだった真まっ暗くら闇やみに、光を差し込む程度の可能性だったが、浩太は自信満々な様子でシャロンに答えた。

　不安と恐きよう怖ふは伝でん染せんする。そして、勇気と度胸は人を照らす。

　だから、指揮官は部下に不安を与えないよう、どんな時でもどっしり構えるのが大事なのだ。

　少しでもシャロンが力を出せるように支える。そんな浩太の思おも惑わく通り、シャロンは怖おじ気けづかなかった。

「っ!?　……ふん。言われなくても作戦通りにやってみせるわ！」

　浩太の回答で一瞬真っ赤な顔になったシャロンが、長距離魔導砲ブラスターを構えて前に出る。

　これで浩太、シャロンチームの方も戦闘準備完かん了りようだ。

　後はイヴの戦闘開始の合図を待つだけだ。

「魔素エーテル制せい御ぎよ開始、絶対命令権のリミッターを解除しました。現在時刻以降、シャロンさんの行動は、全てマスターの意のままです」

　イヴの言葉で銀色の羅ら針しん盤ばんが浩太の足あし下もとに現れ、シャロンの足下にも魔法陣の描かれたカードの枠わくのような物が現れた。この羅針盤と魔ま法ほう陣じんが浩太の意思と、シャロンを繋つなげる。

　これで全ての準備は整った。

　もうこの先は戦闘の結果だけが全てを決める。だからこそ、イヴはシャロンに聞こえないよう最後に内ない緒しよで確かく認にんをしてきた。

「マスター、勝つだけなら、ミーシャさん、アイラさんを絶対命令権で動きを縛しばれば勝てますけど、やらないんですね？」

「やらないよ。俺はシャロンに嫌われたくないし、ミーシャとアイラに納なつ得とくして欲しいから。俺達は俺達自身の力と結果で自分に証明しないといけないんだ」

「そうやって、自分の力で何とかしようとするマスターが、私は大好きですよ」

　確かにイヴの言うとおり、絶対命令権を駆く使しすれば、ミーシャ達の動きを封ふうじて、シャロンを勝たせることは出来る。

　だが、そんなことをしてもシャロンの信頼には繋がらない。

　そして、何よりもそれが自分のすべきことで、したいこととは思えなかった。

　なによりシャロンは自らこの状じよう況きようを望んだ。だから、全力でシャロンを導くことが、今自分の出来ることであり、したいことだ。

　浩太はそう思い、兄の言葉をもう一度繰くり返かえした。

（全力でぶつかれば、きっと何かが残るか。兄貴、何であんただけは俺に結果じゃなくて可能性を求めた？　あんたは全力でぶつかりたいものが別にあったのか？）

　兄貴の答えは分からない。でも、自分だけの答えは今見つけられるかも知れない。

　それが見つかれば、きっと浩太は兄の幻げん影えいを自分の前から消せる。

「イヴ、シャロン、始めるぞ」

「イエスマスター。私も全力でサポートします。ミーシャとアイラを敵性個体として、一時的に認にん識しき。これで戦闘準備完了ですマスター」

「了解。ミーシャ。アイラ。こっちは準備出来た。始めても大だい丈じよう夫ぶか？」

　浩太がまぶたをゆっくりと上げて、戦う覚かく悟ごを決めると、浩太の中から不安が消え去った。気分は高こう揚ようしているが頭は落ち着いている。

　負ける気が一いつ切さいしなかった。
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　時を同じくして、シャロンとミーシャ達も互たがいに模擬戦前の会話をしていた。

　天才騎士と言われるミーシャ達に不利な戦いを挑いどんだというのに、不思議とシャロンは落ち着いていた。むしろ、二人と向かい合って初めてワクワクしているぐらいだ。

「つきあってくれてありがとう。ミーシャ、アイラ」

「ねー。シャロリン。本当に二対一で良いの？　何かまた空回りしてない？　そんなんじゃまた力んで、意思に反応した魔素が明後日の方向に弾だん丸がんを飛ばすよ？」

　ミーシャの間延びした声は明らかに戸と惑まどいと、やる気のない呆あきれ笑いが混じっている。

　シャロンはミーシャとアイラに一対一でさえ、一撃も当てたことがない。それなのに、二人と同時に戦う、と言った。

　だから、戸惑われ、呆れられるのも当然だった。

　でも、シャロンはそうしたかった。今までの自分を乗のり越こえるために。

「うん、二人同時に相手にする。そうじゃないと吹っ切れない。それと二対一じゃないよ」

「武器はシャロリンしか持ってないじゃん？　それに、その隊長は私達を攻撃出来ないし、私達は攻撃しちゃいけないんでしょ？　数に入れるには微び妙みようじゃない？」

「それでも、私のチームにいるんだから、二対二だよ」

「そっか。戦えない隊長さんとねぇ。なら手加減はいる？」

　手加減を求めたらその時点で負けだ。そう思えたのはきっと浩太が後ろにいるからだ。

「いらない。そんな余よ裕ゆうは与えないよ」

「ふー……シャロリンはやっぱり頑がん固こだなぁ。あんまり気は進まないんだけど」

　シャロンとミーシャが会話を終えると、ミーシャの声こわ音ねが低くなった。

　そして、遠くに見えるミーシャの手の中に身みの丈たけほどの大たい剣けんが現れる。その剣は、ミーシャの意思に、魔素が反応して作られた魔法の剣で、今まで数多くの敵を切り刻んだミーシャの代名詞となっていた。

　それを出したのだから、気は進まないのは嘘で、やる気は十分過ぎるほどある。

　静観していたアイラも静かに両手で青い銃じゆうを構え、シャロンに銃じゆう口こうを向けていた。

「アイラが銃にストラップつけてる。アイラも本気で来てくれるんだ」

　アイラの銃には星形のストラップがついていて、玩具おもちやのようにも見える。

　けれど、そのアクセサリーは集中力を増すためのお守りで、本気を出す時には必ずつけている。どうやら、アイラの方も本気でシャロンと戦ってくれるらしい。

　もう、これ以上の言葉はいらない。後は実力を見せてみて、という言葉が二人から伝わってくるようだった。

「二人とも本気で来てくれる。出し切ろう。私の全部を」

　それならば、望み通り見せてあげよう。ミーシャにもアイラにも、そして、私を信じてくれた浩太にも。

　私の全てを出し切って、どこまでやれるのか見せるんだ。

「シャロン、始めるぞ」

　そう言ってくれた浩太の言葉で、シャロンの胸の中で何かが弾はじけた。

　そして、シャロンが気付いた時には勝手に彼の名前を叫んでいた。

　仲良くならないように、今までずっとワザと避さけていた彼の名前を。
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　浩太が全員に準備の確認を済ませると、イヴが戦せん闘とう開始の合図を発した。

「模擬戦開始！」

　イヴの合図に続いて、シャロンとミーシャが同時に叫さけぶ。

「浩太！　やるよ！」

「いくよ。アイラちゃん！」

　まず、シャロンとミーシャの声が重なり、同時に魔法の翼が空を切って飛び始めた。

　続いて、浩太の指示が飛ぶ。

　二人で決めた作戦は、天才姉妹を分断してから各個撃げき破は。

　二対一では絶対に勝てない。だから、一対一の状況を自分達の攻撃で作って、流れを奪うばうのだ。そうすれば、勝機は見いだせる。

「シャロン、爆ばく破は地点を設定した。超ちよう長ちよう距きよ離り砲ほう。魔ま弾だん《爆炎球弾エクスプロージヨン》を撃て！」

「了解！　いっけええええ！」

　シャロンの持つ長ちよう距きよ離り砲ほうから赤い火球が発射された。

　赤い輝かがやきを放つ弾丸はミーシャとアイラの間に達した瞬間、一度光を収縮させてから、激しい衝しよう撃げき波はと爆炎を解き放つ。

「あっぶな!?　いきなり大おお技わざだ!?　この攻撃の狙ねらいは私とアイラちゃんを離すことかな？」

　出鼻を挫くじかれたミーシャが横に一回転して、爆ばく発はつをスレスレで回かい避ひした。

　アイラもまた落ち着いた様子でミーシャとは逆方向に飛び、爆発から逃のがれている。

「でしょうね。戦力の分断。正しい判断です。でも、そんな簡単に分断される私達ではありません。すぐに合流します」

　シャロンの放った砲ほう弾だんは遠えん隔かく操作で起き爆ばくする爆ばく弾だんみたいなもので、着ちやく弾だん地点も爆破タイミングも全て浩太が命令出来る。ゲーム風に言えばマップ兵器というやつだ。

　マップ兵器とも言われる広こう範はん囲い攻こう撃げきの特とく徴ちようは、小回りが利いて回避性能が高い敵でも、爆発範囲にさえ敵を誘い込めば、必ず当たるという必中特性があることだ。

　普ふ通つうの攻撃が当たらなくても、特とく殊しゆ攻こう撃げきなら当てられる。しかも、シャロンの規格外の魔力量なら直ちよく撃げきさえ出来れば、一撃で天才達も落ちる。

　回避不可能な一撃必殺の特殊攻撃で、ステータス差を無視して天才を落とす。

　それが浩太の立てた作戦だった。

「逃すなシャロン！　アイラに向けて範はん囲い攻こう撃げきを連続発射して二人を分断するぞ！」

「分かった！　指定場所は――そこだね！」

　姉妹の合流だけは絶対に阻そ止しする。

　浩太はその条件を達成するために、爆ばく破は範はん囲いをわざとアイラの方へ集中し、ミーシャとの合流を防いでいた。

　そして、浩太の命令通りシャロンの放った砲弾が連続でアイラの正面で爆発し、アイラは徐じよ々じよに距きよ離りをミーシャから離していく。

「くっ……、これでは姉さんと合流出来ない。やりますね」

「アイラちゃんとお姉ちゃんの動きを先読みされてるみたいだね」

　実はこの時、アイラとミーシャが驚おどろいた通りの事が起きていた。

　浩太の見ている戦略地図には、二人の行動予測が映っていたのだ。

　ミーシャとアイラのいる少し先の未来位置が、浩太の地図上で半はん透とう明めいに表示されている。そのおかげで、先読み攻撃が面おも白しろいようにはまっていた。

　上に飛ぼうが、下に飛ぼうが、左右にフェイントを入れようが、その全てが浩太の手の平の上に映る。

　その情報をもとに、浩太は戦場を完全に操っていた。

「隊長見習いは意外と厄やつ介かいですね。私達たちがあなたに手を出せないことを良いことに、やりたい放題ですね」

「俺の力じゃない。俺はただ命令を出しているだけだよ。苦戦してると思うのなら、それはシャロンの力だ。この高火力、さすがの天才でも当たれば落ちるだろ！」

　まずは戦略的な優勢を掴めた。

　後退するアイラをミーシャが合流するために追えば、爆ばく風ふうに巻き込んで落とせる。

　二人が合流しようとすればするほど、姉妹はシャロンから離れていき、一方的にシャロンが攻撃出来る状況を浩太は作り上げた。

　この状況が続く限り、攻撃が当たるまで何発避けられても良い。一撃でも当てれば、情勢は一気に有利に傾かたむくのだから。

　けれど、浩太もシャロンもこの戦せん況きようで笑えみを見せなかった。

　何な故ぜなら、アイラ達は不利になったことを知っているはずなのに、狼狽うろたえるどころか笑っていたからだ。

「なるほど、これが隊長の戦い方。でも、私達の作戦は見み抜ぬけましたか？」

「だよねー。コウ君ちょっと考えが甘あまいんじゃない？」

　ミーシャの甘ったるい声が浩太の耳をくすぐる。

　だが、間の抜ぬけた声とは違ちがい、ミーシャの動きは信じられないほど速かった。

「アイラちゃんにばっかり見み惚ほれていると、お姉ちゃんが黙っちゃぁいないんだよね！　いくらアイラちゃんが可愛かわいいからって私を見ないなら、お姉ちゃん妬やいちゃうよ！」

　言葉とともにミーシャがシャロンに向けて急加速で接近する。

　浩太たちの戦術の決定的な穴を突ついた行動だ。

「ちっ、気付かれたか」

「甘い。甘いよコウちゃん。それじゃ、隊長失格だぜ」

　分断作戦の弱点はフリーになったミーシャがアイラを放置し、シャロンに向かって突っ込んで来ることだ。

　というのも、魔素を長距離砲に集めて砲ほう撃げき準備を始めているシャロンは、急に動くことが出来ない。

　範囲攻撃は威い力りよくと効果範はん囲いの広さと引ひき替かえに、チャージ時間に動けないというリスクを抱えているからだ。

　その弱点を突かれたら、シャロンは一瞬で落とされる。

　だから、ミーシャは動けないシャロンを全速力で潰つぶしにかかってきたのだろう。

　それに気付いた浩太は大げさに驚いた。

「しまった!?　俺おれがミスった!?」

「終わりだぜコウちゃん！　アイラちゃんの作戦に引っかかってくれてありがとうだよ！」

「策士、策に溺おぼれる。隊長見習い。あなたの入いれ知ぢ恵えもここまでです。途と中ちゆうから私がわざと後退しているのに引っかかりましたね？　分断した気になっていたのなら、お笑いです」

　勝ち誇ったミーシャと、鼻で笑うアイラが浩太に通信を入れた。

　アイラの言う通り、ミーシャとアイラは分断されても、それぞれ一対一でシャロンと十二分に戦える力がある。

　しかも、ミーシャの方は近接戦闘が大得意なのだ。

　近づかれて、シャロンが押おし切られて負ける。

　そんな絶望的な状況に一気に叩き落とされた――はずだった。

「なーんてな。シャロン今だ！」

「そこだあああ！」

　浩太が合図を送ると、シャロンがミーシャに向けて長距離砲を振り回し、雄お叫たけびをあげながら砲弾を至し近きん距きよ離りで発射した。

　浩太とシャロンの狙いは、アイラを狙っていると思わせておいて、ミーシャに攻撃をぶつけることだったのだ。

　というのも、アイラを狙い続ければ、ミーシャが突っ込んでくることは予想できた。シャロンが無防備に見えたのもミーシャをシャロンの近くへ誘さそい込む餌えさだった。

　戦いは全て浩太の作戦通りに進んでいる。

「これは読めたかミーシャ？」

「っと！　意表をついたようで、そんな見え見えな攻撃にっ！」

　完かん璧ぺきな奇きし襲ゆうだったのに、ミーシャは余裕すら感じさせるような言葉とともに、くるりと一回転すると、シャロンの砲撃をあっさりと回避した。

「惜おしかったけど、当たらないよーん。ちょっとはビックリしたけどね。でも、私よりシャロリンの方が衝しよう撃げきで動けない感じかな！」

　回避に成功したミーシャは攻撃態勢に入る。一方シャロンの腕うでは反動ではねあがり、身体ががら空きになっていた。

　まるで攻撃してくださいと言わんばかりの体勢だ。

　こんな絶好の機会をミーシャが見み逃のがす道理はない。

　今度こそ被ひ弾だんのピンチに陥おちいったシャロンは、先ほどの攻撃が当たらなかったことに悔くやしがっている。

「当たらなかった!?　あれだけギリギリまで引きつけたのに!?」

「今度こそもらったよ。シャロリン」

「なーんてね！　言ったでしょ？　二対二だって！」

「え？　うひゃぁっ!?」

　ミーシャがシャロンに剣を振り下ろし決着がつくかと思いきや、ミーシャの身体が赤い炎に飲み込まれて吹ふき飛とばされた。

「シャロン。後一撃でミーシャを落とせる。仕留めるぞ！」

「了解っ！　やってみせる！」

　浩太の指示でシャロンが近きん距きよ離り戦せん用の槍に手をかけ、吹き飛んでいくミーシャに向けて加速した。

　吹き飛んだミーシャは目を白黒させていたが、これはチーム戦。アイラの方がすぐに浩太達たちの戦術を分ぶん析せきしてミーシャをフォローする。

「爆炎球弾を超至近距離で、姉さんだけを吹き飛ばした!?　なんて絶ぜつ妙みような起爆タイミング！　私を集中的に狙っていたのも、攻撃を外し続けたのもさっきの一発を当てるため!?　完全に出し抜かれた!?　姉さん戦眼共有リンケージを発動してください！」

　アイラが浩太の作戦に気付き驚きの声を上げている頃ころには、シャロンの槍がミーシャに届く直前だった。

　アイラの分析は完全に正解だった。とはいえ、気付くのが遅おそすぎたのだ。

　すでに、ミーシャを倒すための最後の一手は放たれていたのだから。

「行けシャロン！」

　浩太の声に後あと押おしされるように、シャロンが青い残光を残しながら空をかける。

「届けえええ！」

「っ!?」

　シャロンの気き迫はくに、ミーシャの表情から笑え顔がおが消える。

　そして、口を一文字に結ぶと、氷のように冷たそうな目に青い歯車が宿った。





○






　ミーシャの目に歯車が宿ったその刹せつ那な、シャロンの槍がミーシャの身体と交わり、空中で激しい衝撃波が発生する。

「やるじゃん……シャロリン。初めてだね。こんな攻撃してきたの」

　ミーシャがシャロンを讃たたえた。

　浩太はその言葉の意味がシャロンの勝利を意味しているものかと一瞬思った。でも、それはすぐに違うと気がついた。

　浩太の画面に映るミーシャの耐たい久きゆう値ちは、まだ少し残っていたのだから。

「……さすがだよミーシャ。あの崩くずれた体勢から、身体を横に無む理り矢や理りひねって私の槍を弾くなんて。やっぱりその反射速度は本当に反則だよ」

「ま、これぐらいは出来ないとね。魔装を身体に埋うめ込まれた私達が、生まれた意味はないからさ。まさか本当に本気を出させられるなんてね……。人間相手にアイラちゃんとの戦眼共有リンケージを使うのはシャロリンが初めてだよ？　私たちを本気にさせたね？」

　今までの間延びした声が別人なのではないかと、疑ってしまうほどミーシャの声は凛り々りしかった。

　それに眼めの色も変わった。瞳ひとみに青い歯車の紋もん章しようが宿っているのだ。ミーシャはその眼で鋭するどくシャロンを睨み付け、剣を振るう。

　ガキィンという音とともに、シャロンの槍とミーシャの剣がぶつかる。

　すると、二人は離はなれること無く、相手を押し切ろうと翼に魔ま力りよくを送り、前へ出ようとする。

「やるじゃんシャロリン。私を押し込むなんてさ」

「ミーシャが相手でも魔力の力比べだけは負けないから！」

　ただの押し合いなら魔力で勝っているシャロンに分があるようで、シャロンがミーシャを押し込み始める。

　けれど、どうしても押し切ることが出来ない。押し切る寸前でミーシャはひらりとシャロンをかわして、武器の押し合いを仕切り直されるのだ。

「ミーシャは本当に凄すごいよ。でも、私の本気はまだこれからだよ！」

「その本気、私の本気についてこられるかな？　シャロリン！」

　シャロンがミーシャを讃えると、笑みを浮うかべたミーシャがシャロンを挑ちよう発はつする。

　けれど、シャロンはその挑発に対し、怒おこるでもなく、落ち込むでもなく、笑って首を横に振った。

「私はミーシャの本気についてなんかいかないよ。もちろん、アイラにもついていかない。私はもう二人の後ろについていかない」

「へぇ？　なら、一人でどこ行くの？」

　そのミーシャの問いにシャロンは笑った。

　驚くほどスッキリした笑顔で、この戦いを全力で楽しんでいるかのような顔を見せる。それこそ友達と遊んでいるかのような笑みで――。

「私は落ちこぼれだった。そう思い込んでいた。だから、二人の後ろについていくだけで何も出来なかった。けど、私は二人のことが大好きで、二人に守られるだけじゃなくて、二人を守れるようになりたい。二人の後ろじゃなくて、隣となりで戦いたい！」

「シャロリン？」

「だから、私は二人の本気についてなんかいかない！　私は二人の本気を追い越す！　今までの落ちこぼれの自分も一いつ緒しよに追い越して、二人の前に立って並ぶんだ！　浩太の前に三人で！」

「ぷっ！　あはは！」

「あっ！　今無理って思って笑った!?」

「ううん、違うよ。私達相手に面白いこと言ってくれるじゃん！　見せてよシャロリンの本気をさ！　その本気で私達を追い越せるものなら追い越してみなよ！」

「望むところだよっ！」

　シャロンの宣言にミーシャは挑ちよう発はつ的てきな笑顔ではなく、心の底から嬉うれしそうな笑顔で応じた。

　そして、目で追うのが難しいほど、素す早ばやい剣けん戟げきの応おう酬しゆうを二人が繰くり広ひろげている。

　皆みなに遠えん慮りよしていたシャロンが感情をむき出しにして戦っている姿に、いつのまにか浩太の胸が熱くなっていた。

「マスター、シャロンさんはすごいですね」

「あぁ、すごく熱い。あいつのためにも絶対に勝たせないと！」

　浩太は一度頭にあった作戦をリセットしないと勝てないと判断したため、用意していた作戦を一度全て頭の中から捨て去った。

　というのも、一見互ご角かくに見えている二人の戦いは、データで見るとシャロンが劣れつ勢せいだった。

　近距離では魔装の性能と技量のどちらをとっても、ミーシャの方が上というのもあるが、それだけではない。

　シャロンとミーシャを決定的に隔へだてるものがある。

　それが双そう翼よくと姉妹セットで呼ばれる由ゆ縁えんとなった、《天眼プロビデンス》と呼ばれる魔装が生み出す魔ま法ほう、《戦眼共有》の力だ。

　イヴによると、《戦眼共有》は姉妹の視界と反射そして思考を共有することによって、高速で動くモノが止まって見えるほどの反応速度と、本来なら死角になっている場所をお互いが補完して見えるようになる力らしい。

　ミーシャの右目、そしてアイラの左目に浮かび上がった青い歯車の紋章が《戦眼共有》を発動している証だ。

　この魔法を発動させると、今ミーシャが見ているシャロンの動きはゆっくりに見える上に、死角の情報もアイラの目に映る視界で補完出来る。

　言うなれば、時の流れを遅くして、今を見ることが出来る力。

　だから、死角をついた奇襲も、変化のある攻撃パターンも、その目で全すべて見切って反はん撃げき出来てしまう。

　一見すれば絶対的なチートに見えるが、弱点はある。

　どちらか片方を倒たおせば、能力が使えなくなることだ。

　だからこそ、使われる前にどちらか一人を落としたかった。そして、それが楽に勝つための大前提だった。

　ミーシャたちに《戦眼共有》を発動されたら、隙すきをつくだけのトリックプレーは通用しない。

　勝つには純じゆん粋すいな力と技術が必要になってしまう。

「マスターどうしましょうか？　このままではシャロンさんがミーシャさんに押し切られます」

「二対一で本気を出されると、やっぱり厳しいな」

　とはいえ、イヴに言われずとも、浩太はこうなることも予測していた。

　もちろん、打開策もある。それ相応のリスクは負うことになるが、このまま黙だまって負けるよりはるかにマシだ。

「覚かく醒せいカードを使う」

「イエス。マスター。魔素濃のう度ど上じよう昇しようを確認。覚醒カードレディ。使用するカードを選せん択たくしてください」

　まだまだレベルの低いシャロンでは、覚醒カードは戦闘中に一度しか使えない。

　今ここでカードを切ってミーシャを倒したとしても、アイラ相手にドーピング無しで真っ向勝負をする必要がある。もちろん、アイラ相手なら一対一で勝てるなんて甘くは無い。アイラもミーシャ並みに強いのだ。

　それでも、浩太は迷わず切り札を使うことを決断した。ここで使わずにシャロンが落ちればそれこそ話にならない。それに一度きりの策もある。

「覚醒カード《神速》！　シャロン、時の流れの加護をお前に託たくす！」

「浩太の指示なら上手うまく行くって信じるからね。私を導いて！」

　浩太の目の前に、青い光で出来たカードが現れて弾けた。

　すると、弾けた光がシャロンの胸むな元もとに集まり、黄金の懐かい中ちゆう時計へと姿を変える。

「シャロリンが消えた!?　っ！　後ろ!?」

　その瞬しゆん間かん、ミーシャでさえもシャロンを一瞬見失った。

　浩太の力で《神速》という一分限りの超ちよう加か速そくが発動し、シャロンが目にもとまらぬ速度でミーシャの後ろを取ったのだ。

　魔装の能力を高こう濃のう度ど魔素で底上げし、魔法のチャージ速度と動く速度を極限にまで引き上げるプレイヤースキルが《神速》だ。手数による攻こう撃げき力りよく増加と移動時間短縮、必ひつ殺さつ技わざのチャージ短縮など色々な恩おん恵けいがある。

「当たれ！」

　シャロンがかけ声とともに槍やりを突きだし、ミーシャがギリギリ大剣で受け止める。

　惜しくもシャロンの初手は止められた。だが、止められた瞬間にシャロンは別の方角に回り込んで、次の刃やいばを放っている。

「また消え――後ろだ!?　アイラちゃんの視界のおかげで、来るって分かってても、その速さは骨が折れそうだよっと！　私が本気を出してなかったら負けてたかもね！」

　言葉とは裏腹に、楽しそうな声を出すミーシャだったが、頬ほおに槍がかすった。決して手を抜いていない。

　浩太のサポートで、シャロンの力がミーシャを超えたせいだ。

　ジリジリとミーシャの耐久値がゼロに近づく。

　このまま押せばミーシャを落とせる。

　けれど、ミーシャを倒すには、時間が足りなかった。

「姉さん、射しや撃げきで援えん護ごします。当たりに来ないでくださいよ？」

「それを言うなら当たらないように避けてだよね!?」

　いつの間にか、アイラが二人の戦いに参加し、二対一という最悪の形に持ち込まれた。

　いくらシャロンが人の限界を超こえた力を発揮しているとはいえ、二対一は不利だ。

　一つのミスが命取り、いつ落ちてもおかしくないギリギリの綱つな渡わたりだ。

　けれど、そんな絶望的な状況が、浩太の望んだものだった。

「シャロン、長距離砲のチャージは済んでるな？」

「一分近く時間が貰もらえたから何とかね。この速度があれば、アレは出来るよ」

「攻撃目標の選択とタイミングを任せて貰って良いか？」

「もちろん。浩太はそのためにいるんでしょう？　今までだって散々身体からだを操あやつってきて今いま更さらそれはないよ。私は浩太に身体を預けてるんだから、最後まで責任とってよね？」

「頼たのもしい限りだよ。やるぞシャロン！」

　素直ではないけれど、信頼を感じるシャロンの答えに、浩太はたまらず笑った。

　胸の奥おくが熱い。シャロンの信頼に応こたえたいという気持ちがあふれている。

　状況は不利。頼みの綱つなである覚醒カードの残り時間も十秒を切った。だからだろうか、シャロンの胸元に輝く黄金の懐中時計も砕くだけて今にも消えそうだ。

　次の一撃で全てが決まる。その一撃で落ちこぼれが二人の天才姉妹に勝利する。

　浩太はそんな嘘うそみたいな話を現実にするための命令を発した。

「全速力でミーシャに突っ込め！」

「了りよう解かい！」

　シャロンは浩太の命令に応じると、槍を突き出し、残像を残しながらミーシャに突とつ撃げきした。

　シャロンの今放てる最も素早く、威力もある一撃だ。その一撃をミーシャが待ち構える。

「いくら速くても真まっ直すぐ突っ込んで来たら、余裕で見切れるよ。私達の目を甘くみないでよね」

　ミーシャはシャロンを挑発しながら、黄色く輝く大剣を構えて待っている。

　言葉通り、シャロンが放つ最速の突きを一刀で切り捨てるつもりらしい。

　けれど、そうは浩太がさせない。

　浩太はこの戦いの前にシャロンと組み立てたのだ。天才を超えるための必殺技を――。

「シャロン！　戦術機動、《全魔装連フルウエポン続解放マニユーバ》」

　シャロンとミーシャがぶつかる直前、浩太はシャロンに最後の戦術を指示した。《全魔装連フルウエポン続解放マニユーバ》、シャロンの持てる武器と魔ま力りよく全てを一いつ瞬しゆんの攻撃に注ぎ込み、敵を圧倒する命令コマンドだ。

　その命令が発せられた瞬間、シャロンが前のめりに身体を回転させ、槍をミーシャに向けて投げつける。

「行くよミーシャ！　これが二人を超えるための！」

「おっと、この距離で槍やり投なげ!?」

　その瞬間を見計らって、浩太はすかさずアイラの駒こまをタッチし攻こう撃げき目標を変へん更こうする。

「目標変更スイツチ！」

　浩太の声でシャロンは回転の勢いを活いかしたまま反転し、超長距離砲を構えると、先ほどまで背中側にいたアイラに砲ほう口こうを向け、引き金を引いた。

「私が出来る精せい一いつ杯ぱいの！」

「しまった！　同時に視界が潰されて!?　姉さん！」

　シャロンが投げた槍でミーシャの剣が宙に舞まい、アイラの姿は紅ぐ蓮れんの炎球の中へと消える。

　姉妹への同時攻撃。浩太が考えたミーシャとアイラを攻こう略りやくする戦術だ。

　二人が視界を補い合うなら、同時に潰せば良い。そうすれば、お互いの姿を認識出来ず、《戦眼共有》は意味をなさない。

　だから、浩太はミーシャの視線を槍投げで奪い、アイラには特大の炎で視界を覆おおった。

　浩太はその戦術を悟さとられないために、アイラがシャロンに近づこうが、構わずミーシャだけを集中的に戦わせた。

　そして、自分は狙われないと油断させたアイラに、シャロンの奇き襲しゆう攻こう撃げきを直撃させることに成功した。

　これで、残るはミーシャただ一人。

「これで最後だ。ミーシャを落とせ！」

「私の本気だあああ！」

　シャロンの叫びが空に響ひびくと、シャロンが一回転し終え、回転の勢いを活かしてライフル、ガトリングと言った全ての武装を展開。ミーシャに向けて一いつ斉せいに発射した。

「げっ!?　マジ？」

　ミーシャがシャロンの動きに驚きの声をあげた時には、彼かの女じよの身体は青い光と爆発の中へと飲み込まれた。




「やった！　当たった！」

　シャロンがはしゃいだ瞬間、黄金の懐中時計が完全に止まり砕け散った。

　同時に覚醒カードの終しゆう了りよう時間が来たことを、イヴがシャロンに報告する。

「シャロンさん。神速。効果切れます。時間感覚の変化に気を付けて下さい」

「うわっとと、身体の感覚が凄く重い……でも、あの二人に当てられたんだ。あんなすごい連れん携けい技わざ、私にも出来たんだ」

　急激な身体の速度変化について行けなかったのか、シャロンが一瞬もたつくも、手足は勝利の喜びでバタバタ動いている。

　それを見た浩太も気が抜けてホッと息をついた。というのも自分自身が設定した《全魔装連フルウエポン続解放マニユーバ》が全て綺き麗れいに繋つながるかは完全に賭かけだったからだ。

《全魔装連フルウエポン続解放マニユーバ》は、浩太の絶対命令権による命令と、シャロンの攻撃を結びつけたオリジナル必殺技だ。

　浩太が事前に攻撃を連続で繋げる動きを設定し、絶対命令権によってシャロンの動きを制せい御ぎよすることで、普通では出来ない無理のある連続攻撃を実現させた。

　ゲーム風に言うのなら、技わざと技の間に生じる隙を消して、技の待ち時間クールタイムを消したオリジナルコンボを作った感じだろうか。

　この機能はスマホで遊んでいたゲームには無かったため、上手く機能するか最後までハラハラしていたのだ。

「やったよ浩太！」

　シャロンは肩かたで息をしていて疲つかれた様子を見せながらも、はにかんだ顔で浩太に向けて喜びの声を発していた。

　勝利の余よ韻いんを噛かみ締しめるような笑顔に、浩太も釣つられて笑いそうになる。

　だが、浩太の表情は一瞬で強こわばった。

「っ!?　シャロン後ろ！」

　浩太が気付いて叫んだ時には遅かった。

　煙けむりの中からミーシャが飛び出して、銃をシャロンに向けていたからだ。

「シャロリン強くなったね。こんな手を使わないと、勝てないじゃん」

　ズドンと低い銃じゆう声せいが鳴り響き、シャロンの身体がミーシャの放つ青い光の雨で、地面に向けて吹き飛ばされた。

「シャロン!?　イヴ、追いかけろ！」

「イエス。マスター」

　勝ったはずだった。ミーシャの耐たい久きゆう値ちはゼロにしたはずなのに、ミーシャは反撃してきた。

　ミーシャにどんな不正をしたのかと問とい詰つめるべきかもしれないが、今は勝敗よりもシャロンの身の方が大事だ。

「イヴ急いでくれ！　シャロンがこのままじゃ地面にぶつかる！」

　浩太が必死に手を伸のばしてもシャロンの手には届かない。だから、浩太は力強く願うように命令した。
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　戦闘を終えたアイラは姉と合流すると、疲れたように息を吐はいた。

　アイラが疲れているのは、シャロンの攻撃をもろに食くらったからではない。

　勝負に勝ったはずのミーシャが困ったように笑い、アイラにごめんと謝あやまったからだ。

「ふー……魔装をパージして、生身で反撃するなんて反則までして、ようやくシャロリンを落とせたかぁ……。勝ったとは言えないなぁ……」

「でも、姉さんは落とされていません。おつかれさまです」

「でもなぁ、アイラちゃん落とされちゃったし。これが実戦だったらお姉ちゃん失格だったかな……。ハハ、お偉えらいさんに知られたらどうなるんだろ……私……。シャロリンが強いって誰だれも知らないからなぁ……再調整は嫌いやだなぁ」

「大だい丈じよう夫ぶです。私の役目は姉さんを生き残らせること。だから、私が落ちても問題ありません。それと、結果的にシャロンさんを落としたのです。試合に負けても勝負には勝っています。それに、今はロイさんもいますし、昔みたいなことは無いはずです」

　アイラは自分の役割を思い出して、この結果を納なつ得とくするように自分に言い聞かせるつもりで言葉を続けた。

　勝利は自分では無く、姉であるミーシャが掴つかむべきなのだ。そのために生まれたのだから。

「私は姉さんの魔装の補助具でしかありませんから。私はあくまで子機、姉さんの目です。この目の本当の力を持つのは姉さんですからね。落とされるのが私なら、予備の目の人がかわりに配属されるため、問題ないです」

　私アイラは眼だ。本物の天才であるミーシャのために作られた眼だ。

　換かえの効く道具として生み出された人間なのだから、役割を果たせなければ代わりの人間がやってきて、ミーシャとシャロンから引き離されてしまうかもしれない。

　それだけは嫌だ。この居場所だけは奪われたくない。

「アイラちゃんはアイラちゃんでしょうに。いなくなったらお姉ちゃん泣いちゃうよ？　いまさら代わりの子を出されても妹だって思えないもん。十六年一緒にいるんだからさ」

　アイラはそんなミーシャの言葉を聞いて一瞬目を見開いたが、すぐに目を反らした。

　気をかけてくれている言葉だと分かっていても、ミーシャの望む通りには動けないと知っているせいだ。

　実際、アイラはシャロンの放った最後の攻撃だって避さけられた。

　でも、自分の役割に殉じゆんじて、ミーシャを生かしてしまった。

　もし、あのシャロンの攻撃を避けたら、爆風でミーシャとシャロンの姿は見えなかっただろう。

　そうなったら、ミーシャはシャロンの攻撃に対応出来ず、反則すら出来ぬまま負けていた。

　ミーシャの目を補うには、炎の中を突っ込み、自分が落ちた後でもミーシャを視界に納めるしかなかった。もちろん、反則だというのは分かっている。

　それでも、この二人と一緒に居続けるために、役割を果たすことを選んでしまったのだ。

　ちゃんと私アイラは自分を犠ぎ牲せいにしてでも、ミーシャを守る、と証明するために。

　でも、そんなことを考えていると、どんどん気持ちが沈しずんでいく気がした。

　だから、何でも良いから話題を変えて、この話を打ち切りたくなった。

「私のことより異世界人の隊長のことを考えましょう。先読み能力だけではなく、シャロンさんを強化したあの力、魔装を埋め込まれた私達に届く力でした。バカに出来ない戦力です」

　アイラは自分の感情をごまかすために、何も感じていない振ふりをして話題を変えた。

　そして、嫌らしいと分かっていながらも、追及を避けるために、姉の嫌な言葉をあえて口にした。

「ま、それでも勝つのは姉さんです。私達は勝つために作られた天才なのですから、さっきのだって姉さんは本気だったけど、アレを出していないでしょ？」

「そうだね。……本当にまいったなぁ。木きの下した浩太、予想以上の能力だね。……次はちゃんと勝てるように考えないと。それが私達の存在理由だもんね」

「その時は最初から本気でアレを使わないと倒すことは出来ないでしょうね。ロイさんも厄介な任務を押しつけてきた物です」

　アイラはそう言うと、浩太の纏まとう黒い人形を複雑な気分で見下ろした。

　あの人は私を、いや、姉と私をどうやって使ってくれるのだろうかと。

　私の居場所を壊こわしてしまうのではないか、と思うと少し怖こわかった。
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　浩太の目の前に白い地面がどんどん近づいて来ている。

　でも、浩太の手はまだシャロンに届かない。

「シャロンさんが地面に激げき突とつするまで残り十秒。というかマスター、シャロンさんを止めたいのなら――」

「四の五の言ってないで急げイヴ！　このままじゃシャロンが地面にぶつかる！」

「了解。三秒後にキャッチ予定」

　このままではシャロンが地面に頭から叩たたきつけられる。

　その瞬間を想像してしまった浩太は、その考えを振り払はらうように、必死に手を伸ばし続けた。

「シャロン！　起きろ！　ぶつかるぞ！」

「よっと」

「へ？」

　地面に衝しよう突とつする直前、浩太の声でシャロンは目を覚まし、衝突ギリギリで空中に留とどまり体勢を立て直したのだ。

　逆に全速力で追いかけていた浩太は、急に止まれず――。

「うわあああ!?」

　浩太が地面とキスするスレスレで落下が止まり、喉のどが痛むほどの悲鳴が出た。

　そんな浩太にイヴが呆あきれた様子で笑いかける。

「マスター。そんなに驚おどろかないで下さいよ。操縦は私がしてるんですから」

「だったら、もうちょっと早く止めろよ!?」

「ちょっと驚かせようと思いまして。悪戯いたずらしちゃいました。私の言うこと聞かずに、私に命令しましたし。まったく、マスターは人の話を聞きませんね」

「やっていい悪戯といけない悪戯があるわ！」

　イヴが画面の端はしっこで、お茶ちや目めに舌を出して浩太をからかってくる。

　ちょっとした悪戯が成功して笑うイヴに、浩太は思わず怒ど鳴なった。

　マジで地面にキスして、死ぬかと思ったんだ。

「いや、マスターこそ落ち着いて下さいよ。シャロンさんの動きを止めたいのなら、わざわざマスターが飛び込んで止めなくても、絶対命令権で飛ひ翔しよう魔ま装そうを止められましたよ？　そもそも模も擬ぎ戦せんなので死なないですし、地面に落ちても物理障しよう壁へきがあるので怪け我がしません」

「あ……」

　浩太は身体全体から血の気が引いていくのが分かるほど、恥はずかしくなった。

　しかも、イヴの言葉があまりにも正論過ぎて、怒いかりのやり場も失われてしまう。

　言われて見れば、さっきまでシャロンの身体を操あやつっていたのに、何な故ぜ操らずに自分で飛び出したのだろう。

「ぷぷっ、まぁ、良いじゃないですか。マスターは自分のしたいことをしたんでしょう？　ちゃんと女の子を助けられるカッコイイ男の子になれていますよ？」

　よっぽど浩太の顔が面おも白しろかったのか、イヴは笑いを必死にかみ殺している。

　でも、その通りだった。浩太はカッコイイところをシャロンに見せたかったんだ。

「……くっ。イヴ。お前楽しんでるだろ」

「フフフ。どうでしょうね？　ちゃんとシャロンさんは生きています。全て作戦通りです」

「こいつ――」

　イヴは悪びれる様子もなく、からかうように可愛かわいらしいウインクを浩太に飛ばす。

　それが悔しくて、浩太が文句を言おうとした瞬間、背せ中なか越ごしにシャロンから声がかけられた。

「えっと、その……浩太、助けに来てくれたの？」

「……どうやらいらなかったみたいだけどな」

「それでも、ありがと浩太。イヴもそろそろちゃんと浩太を降ろしてあげてよ」

　意外にも、シャロンの声からは怒っている様子も悲しんでいる様子も感じられない。

　むしろ、随ずい分ぶんと落ち着いて、穏おだやかな感じを受ける。だが、浩太はイヴに首を振ると地面に伏ふせたまま尋たずねた。

「その……大丈夫なのか？」

「え、何が？」

　シャロンの返事に、負けたんだぞ。という言葉を浩太は出せなかった。

　実際、惜しい所まではいけた。後一手あれば届いたはずだ。

　だが、シャロンにとって負けには変わらない。

　だから、証明は失敗した。

　でも、シャロンの力になることを諦あきらめたくなかった浩太は、奥おく歯ばを噛みながら必死に言葉を探し続けた。

「シャロンは強かったよ。だから――」

「私、負けちゃったんだよね？」

　シャロンの声とともに魔装が地面に転がる金属音が聞こえた。

「全力出して、浩太とイヴの力も借りたのに負けたんだよね？」

　悲しみや悔しさなどの感情がこもっていない、淡たん々たんと確かく認にんするような言い方で、シャロンが連続で浩太に尋ねてきた。

　シャロンの言葉は正しい、それでも浩太はその言葉を肯こう定ていしたくなかった。

「違う、最後に何かされなければ、シャロンの勝ちだった」

「そっか。やっぱり私負けたんだよね」

　シャロンの納得したような呟つぶやきが聞こえると、今度はどさりと地面に身体を放り投げたような音が聞こえた。

　その音で浩太が立ち上がると、仰あお向むけに倒れるシャロンに必死に声をかけた。

「でも、ほら、能力的に強い二人を相手にして、アイラを倒して、ミーシャも後一歩まで追い詰められたんだ。シャロンは自分の力を信じても大丈夫だって。次、戦ったらきっと勝てる」

「そうだよね。浩太のおかげで、私はあの二人に近づけた。でも、私一人じゃどうしようもなかったよ？　だから、これは浩太の力」

「……そんなことはない。シャロンは……」

　シャロンの返答は浩太が想定した最悪な物だった。

《だったら、私の力を証明してみせてよ。私が私を信じられるように、浩太の言葉を信じられるように》というシャロンの言葉がもう一度頭の中をよぎる。

　シャロンはシャロンの事を、もう信じてくれないかもしれない。

　浩太も否定されてしまうかもしれないし、話を聞いて貰えなくなるかもしれない。

　そのことがたまらなく怖くて、浩太は声を出せなかった。

　けど、シャロンは静かに言葉を紡つむいでいる。

「やっぱりあの二人は強いなー。まだまだ追いつけないや」

　そんなことない、なんていう慰なぐさめの言葉が届かないのは知っている。

　でも、浩太はそれ以外の言葉を持っていなかった。

「そんなことは……ないと思う。シャロンは二人に追いついたよ。ちゃんと二人の耐久値をゼロにしたんだ」

「ありがとう。でも、勝てなかった。あの二人は本当に強いよ」

　そう言って眼を開けたシャロンは、何な故ぜか憑つきものが取れたように微ほほ笑えんでいた。

　初めて見たシャロンの素す直なおな笑顔に、浩太は胸の鼓こ動どうが強くなるのを感じ、思わず見とれてしまった。

　どうして、負けたのにこんなに笑っていられるのだろう？

　何でシャロンの声は穏やかなんだろう？　一体何が彼女をここまで変えたのだろう？

　そんな疑問ばかりが浮かんでくる。

「浩太もさ。こうやって横になってよ？」

「え、あぁ、分かった。イヴ、これ外してくれよ」

　シャロンに言われた通り、浩太が横になろうとイヴに魔装を外すよう頼むと、スマホに魔装が吸い込まれて消えた。

　スマホがいつのまに便利な四次元ポケットになったんだよ、と突っ込みたかった浩太だったが、そんな気持ちにはなれなかった。

　誘さそわれるがまま、浩太はシャロンに言われるがまま横になって空を見上げると、いつのまにか空が赤く染まっていた。

　巨きよ大だいな双ふた子ごの月が夕焼け空に浮かび、昼間とは違ちがった神秘的な光景が広がる。

　シャロンはその月を見上げながら浩太に尋ねてきた。

「ねぇ、浩太。私の本気はあの二人に届いたのかな？」

「あぁ……届いたと思う。届いたから、あの二人も本気でシャロンと戦ってくれた。俺おれもイヴもシャロンも手を抜ぬいた奴やつなんて一人もいない」

「でも、敵わなかったかー！　あー！　悔くやしいなぁー！　すっごく悔しいよ！」

　大声で叫さけぶシャロンに驚き、浩太が視線を横に向けると、シャロンは大きく手を上に伸ばしていた。

　それでスッキリしたのか、シャロンの次の言葉はゆっくりと穏やかに自分に言い聞かせるようなしゃべり方に変わった。

「あれが今の私の実力。うん、私にはあれだけのことが今出来る。あれが私の力なんだ」

「シャロン……」

「私はいっつも誰かと比べられていた。英えい雄ゆうの娘むすめとして、英雄と、天才と、英雄を目指す人達たち。出会ったほぼ全ての人と比べられてた。その度にお父さんとお母さんの子供とは思えない落ちこぼれ。って言われるのがすごく嫌だった。生まれたことも両親のことも否定されるみたいで」

　辛つらいのは比ひ較かくだけじゃない。そこから自分や繋がりを否定されることだと、浩太も全く同じことを兄との比較で感じていた。

　だが、その辛いことを口にしている割に、シャロンの言葉に悲ひ壮そう感かんは感じられなかった。むしろ、どこか誇ほこらしげで、嬉しそうな気配すらする。

「なんだ。私落ちこぼれなんかじゃないじゃん。みんなに見えないように努力して、ミーシャ達に何かで勝てるようになるまではとか、一番にならなきゃ認められない。意味がない。なんて、随ずい分ぶん酷ひどい空回りしてたなぁ。力み過ぎってよく言われた訳だ」

　そう言ったシャロンは照れたように頬をかきながら笑っていた。

　模擬戦前にミーシャが力んでないかと尋ねたが、シャロンの事をよく分かっている本当に良い理解者なんだなと、浩太は改めて感心した。

　でも、どうして急にこんな明るくなったのか、浩太には理由が分からなくて、ただ黙ってシャロンの話に耳を貸していた。

「今日私はみんなを救えた。ミーシャとアイラ二人を相手にして、アイラを落としてミーシャを追い詰めることが出来た。これが今の私の力。私はここからもっと上を目指せる。だって、ここまで這はい上がれたんだもん」

　シャロンは感かん慨がい深ぶかそうにそう言うと浩太の方に顔を向けて、夕ゆう陽ひよりはるかに明るい笑え顔がおを見せてくれた。

「それにこれからは浩太が一緒にいてくれる」

　夕陽に照らされたシャロンの笑顔はほんのり紅あかく染まり、浩太が思わず手を伸ばして頬に触ふれたくなるほど魅み力りよく的てきに見えた。

　浩太はその衝しよう動どうをギリギリで押おしとどめると、代わりに結局分からなかった疑問を投げかける。

「どうして急にふっきれたんだ？」

「あはは……実はさ。怖かったんだよね。でも、怖がる必要が無いって分かったからかな？」

「怖かった？」

「ミーシャとアイラに負けて、浩太に見捨てられるのが怖かった。初めて私を認めてくれた浩太も、あの二人を知ったら、みんなみたいに私を見捨てるんじゃないかって。でも、浩太はミーシャとアイラから逃にげた私を追いかけてくれて、励はげましてくれて、私を信じてくれて、負けても私を見捨てないでくれた。ありがとう浩太。すごく嬉しかった。浩太を信じて良かった」

「……えっと、その、どういたしまして」

　初めて言って貰えたシャロンの素直なお礼に、浩太は照れくさくなってもう一度夕焼けの空を見上げた。

　こうすれば赤くなった顔も誤ご魔ま化かせる。そんなことを思いながら、大きく息を吸う。

　吸い込んだ空気に甘あまい香かおりがするのは、近くにシャロンがいるおかげだろうか。

　そのせいで、心は安心しきっているのに、胸の鼓動が速まって押さえが効かなくなってしまうような錯さつ覚かくに陥おちいる。

　そんな不安定ながらも気持ちの良い感覚に陥った浩太は、シャロンの顔を見ず、空を見つめたままとある質問をした。

「俺も今日、自分の出来ることをやって、みんなを助けられたのかな？　口先だけじゃなくて、兄さんの力じゃなくて、本当に誇れるようなことを俺が出来たのかな」

　浩太はシャロンに勇気を貰ったおかげで、一番否定されるのが怖い質問を問いかけた。

　実は浩太もシャロンに自分の力を証明して欲ほしかったから、否定されるのはとても怖かった。

　でも、シャロンなら大丈夫だと思えた。

「浩太にも出来たよ。だから今、私達は生きている。今、私が素直に前を向けている。私は浩太に救われたよ？　浩太が否定しても、私は浩太が私を助けたって言うから」

　シャロンは優やさしい声こわ音ねでそう言うと、彼女の手を浩太の手に重ね合わせてきた。

　その温かさが心ここ地ちよくて、浩太の胸の中からいつのまにか怖いという感覚が消えていた。

　そして、もう一人の相棒も声をかけてくれた。

「シャロンさんの言う通りです。マスター。マスターはマスターにしか出来ないことをやって、みんなを救い出しました。どうか自分を誇って下さい。みんなを救えたのはマスターの力のおかげなんですから」

　二人のおかげで、浩太はようやく兄の幻げん影えいを消せた気がした。

　何も出来ないと思い込んでいた自分が、自分に出来ること、自分がしたことを見つけて、誇りと自信を手に入れた気がした。

「兄さんと違う俺でも良いんだ。俺にも誇れることが出来るんだ。俺に出来ること、したいことを諦めないこと、兄さん俺はやっと見つけたよ」

　浩太は自分を否定せずに、可能性を諦めないための言葉を繰くり返かえした。

　不思議な満足感で浩太が自然と頬を緩ゆるませていると、隣となりにいたシャロンが立ち上がり、浩太に手を差さし伸べてきた。

「浩太、私はあなたを隊長としても、人としても信じることにする。浩太が信じてくれた私も信じるし、私を信じてくれた浩太を最後まで信じてみる。だから、浩太も私を信じてくれると嬉うれしいな」

　シャロンの髪かみが柔やわらかな風で穏やかに踊おどっている。

　初めて会ったときの怖い顔やしかめっ面つらが嘘のような可愛らしい笑顔に、浩太はドキリとしてすぐに手を出せなかった。

「ありがとう。改めてよろしくシャロン」

「シャロで良いよ。あ、私は勝手に浩太って呼んでいたけど、良かった？」

「もちろん。よろしくシャロ」

「うん。よろしく浩太」

　シャロンの問いかけに浩太が手を伸ばし、一度離はなれた二人の手の平がもう一度重なって、浩太が立ち上がる。

　そして、柔らかい温ぬくもりが浩太の手へと伝わると、身体の芯しんから温められているような感覚に、速まっていた鼓動が落ち着いた。

「ふむ。これは……。予想以上の早さですね」

「イヴ？　どうかしたか？」

　浩太が夢のようなほんわかとした気持ちよさに浸ひたっていると、イヴの何かに気付いたような声で現実に戻もどされた。




「二人とも上から来ます。気を付けて下さい」

「「へ？」」

　浩太とシャロンがイヴの言葉で揃そろって空を見上げると、夕陽で赤く照らされた人ひと影かげが一つ高速で落ちてきていた。

「シャロリーーーーン！　後、ついでに隊長―！」

「げっ！　ミーシャ!?　やばい避けな――」

　慌あわててシャロンが浩太の手を引いて逃げようとした時には、もう遅おそかった。

　魔装を脱いだミーシャが空から落ちてきて、浩太とシャロンに抱だきついたのだ。

「ひゃっほーー！　二人ともナイスキャッチ！」

「うわあああ!?」

「きゃあああ!?」

　浩太とシャロンが悲鳴を上げて地面を転がる中、ミーシャがはしゃいだ声を出している。

　そして、転がること数メートル、ようやく止まったと思いきや、浩太の受難はまだまだ続いていた。

　浩太が二人の下した敷じきとなり、顔がシャロンのスカートの中に入ってしまいお尻しりでふまれた。さらに、ミーシャも浩太の腰こしの上に乗っかっているせいで、立ち上がることも出来ない。

　むしろ、たちあがってはいけないモノがたちそうだった。

　そんな状態なのに、ミーシャがシャロンに抱きつき、楽しそうに浩太の上でじゃれ合うせいで、もう色々なところがぷにぷに、むにむにと触れあっていた。

「いやー、楽しかったねー！　ね！　シャロリン！　今度もっかいやろ！」

「そりゃ、勝った方は楽しいでしょうね！　でも、次は負けないから！」

「いや、何言ってるの？　模擬戦に勝ったのはシャロリンでしょ？　次はちゃんとこっちが勝つからね」

「え？　私が勝ったの？　……私が二人に？」

「だって、アイラちゃん完全に落とされたし、私の魔装も全部吹ふき飛とばされたよ。魔装の機能が失われた時点で負けの模擬戦形式なら、シャロリンの勝ちじゃない？　最後の一いち撃げきはハッキリ言って、私のプライドの問題で撃うち込んだ悪あがきだしさ。いやー、コウ君が私達の裏をかきまくってきたからね。綺麗にやられちゃったと認めるしかないね。コウ君すごいよ」

「あっ！　そっか！　全装そう甲こうを失ったら戦せん闘とう続行不可能だから、模擬戦だと勝ちなんだっけ!?　あはは！　やった！　やったよ浩太！　私たちの勝ちだよ！　あれ？　浩太どこ？」

　二人は浩太がいることを忘れて、盛り上がっているようだった。

（やばい！　やばいってこれ！　イヴ助けて！）

　浩太はむにむにとした感覚とぷにっとした弾だん力りよくに襲おそわれ、息が止まりかけていた。

　というより、止めざるをえなかった。

　もちろん、声を出したかったが、口から息が漏もれれば、浩太の息がかかるのはシャロンの大事な所になるわけで、薄布一枚では防げない。

　せっかく信しん頼らいを勝ち取ったのに、いきなりセクハラとか痴ち漢かんで捕つかまってたまるか、と浩太は必死に理性をつなぎ合わせる。

　何とか自分の尊厳を守ろうと、浩太は息を止めたまま、スマホの画面を指で必死に何度も叩いた。

　そのＳＯＳが通じたのか、イヴが代わりに声を出してくれる。本当に便利なＡＩだ。

「あの、ミーシャさん、シャロンさん、私のマスターが潰つぶされているので、そろそろどいていただけると助かります」

　イヴの助け船で二人がようやく浩太に気付いて、下を向いてくれた。

　でも、わずかに遅かった。

　浩太は耐え切れずに、息を吸ってしまったのだ。

「ホントだ。あら？　あらあら。コウ君大丈夫？　息できる？」

「わわっ!?　ごめんね浩太。って、ーっ!?」

　ミーシャが挑ちよう発はつ的てきに笑う一方で、シャロンは顔を真っ赤にして、声にならない悲鳴をあげながら立ち上がる。

　そして、股またを両手で押さえながら、恥ずかしさとか怒りとか戸と惑まどいとかが複雑に絡からみあった表情で浩太を睨にらみ付つけた。

　自分が一体どういう姿勢で、どこが浩太に乗っていたのかようやく気付いたらしい。

　そのせいで、イヴが出してくれた助け船はあっさりと穴が空けられ、沈められた。

「気は許しても、ま、まだそういうのは早いよ!?　い、嫌じゃないけど、そういうのはもうちょっと互たがいのことを知ってから――って何言わせるの!?」

「勝手にお前が言ってるだけだろ!?」

　シャロンが手を振り上げながら、声を張り上げる。

「というか、俺のせいじゃない!?　イヴなんとかし――あ」

　けど、浩太がイヴに助けを求めたときには遅かった。

　顔を真っ赤にしたシャロンの一撃が額に直ちよく撃げきし、浩太の意識が遠のいていく。

「マスター!?　大丈夫ですか!?　ちょっとシャロンさん何してるんですかー!?　マスター！　起きてー！」

　最後に聞こえたイヴの声はＡＩとは思えないほど焦あせった声を出していた。







第四章「世界の壁かべ」







　浩こう太たが目を覚ますと見覚えの無い天てん井じようがあった。

　部屋にある家具も自分の物ではなく他人の物だ。

「えっと……俺はどうしたんだっけ……」

　とりあえず、ボンヤリする頭で浩太は自分の身に何が起きたのかを一つ一つ思い出していく。

「あぁ……そうか。異世界に来たんだっけ。イヴ、いるか？」

「マスター意識が戻ったのですね。良かった。ここはシャロンさんの自宅です。シャロンさんがここまで背せ負おってきてくれました」

　イヴに声をかけたらあっさり返事をしてくれた。

　やっぱり異世界に転移したことは夢じゃないみたいだ。

「シャロの自宅？　そういえばシャロに殴なぐられたような？」

「何度も謝ってくれましたし、すごく心配していました。どうか許してあげて下さい。というか、女の子なら気が動転してもおかしくない事故でしたから。巻き込まれたマスターが一番気の毒なのは間ま違ちがいないんですけどね」

　ＡＩが女の子の気持ちを理解するなんてありえない。と来たばかりなら思っていただろう。でも今は不思議と慣れてしまって、相棒って感じになっている。

　高性能サポートＡＩの力とは言うけれど、人が中に入って対応しているんじゃないかと思うくらいだ。

「次会った時に問答無用で殴られなければ良いよ……。女の子だけど腕うでっ節ぷしの強さはさすが騎き士しだな。何というか……すごいな女の子の身体って」

　なんと、シャロンとミーシャに触れた感覚がうっすら身体に残っていたのだ。腕っ節は強いけど、ちゃんと女の子だった。そして、シャロンの腰と白い布が目の前にあった光景と一いつ緒しよにその柔らかさがフラッシュバックしてしまう。

　その感覚を思い出した瞬しゆん間かん、無む性しように恥ずかしくなってイヴから目を反らしてしまった。

「マスターも男の子ですねぇ？」

「う……まぁ、そりゃぁ……なぁ……」

「でも、ここから先の話は覚かく悟ごして聞いて下さいね？」

　すぐにイヴは真ま面じ目めな表情へと変わり、深呼吸をした。

　どうやら冗じよう談だんとか雑談ではなく、重要な話をしたいような雰ふん囲い気きだ。

「他の人達は別の部屋に集まっています。昼間にお伝えした二人きりで話す事の内容を今ここでお伝えします」

「そういえば、そんなことあったな。えっと浮遊島クレイドルについていた数字だっけ？」

「はい。あの数字です。この浮遊島もそうですね。残り六日です」

「……残り？」

　浩太は単位が日にちであることと、残りという言葉で、すぐにどういう意味かが分かった。

　世界を救って欲しいということがイヴの願いなら、数字の意味は自おのずと絞しぼられる。

「この浮遊島が……壊れる日付か？」

「はい。世界が終わる日です」

「……何が起きるんだ？　敵が一いつ斉せいに攻せめてくるとか？」

「この浮遊島が破は壊かいされるのです。内側から崩くずれるように」

「ちょっと待て。内側？」

「クレイドルの中ちゆう枢すうに《クロノ・ギア》が生み出した魔素エーテル炉ろが存在します。クレイドルの高度維い持じ、そして魔装を構築する資源を生み出す場所です。そこを止めれば、人間だけは数日間生き延びることが出来るでしょう」

「……どういうことだ？　ここはリマインダーから逃げるために作った所なんだろう？　そこを壊せば助かる、それに内側から壊されるって……まさか!?」

「さすがマスター。早々に気付きましたね。そうです。この浮遊島そのものがリマインダーを生み出す装置なのです」

「なっ!?」

　イヴの言葉に浩太は耳を疑った。彼かの女じよが言うことが本当ならば、足あし下もとに敵の巣があるということだ。

　浩太は背中に嫌な汗あせが流れるのを感じながら床ゆかを見つめた。

　さすがに今すぐ戦闘が起こる訳ではないことを理解しつつも、敵の上で眠ねむっていたことが恐おそろしくて仕方がなかった。

　だが、そんな浩太の戸惑いは無視され、イヴは淡々と説明を続けていく。

「《クロノ・ギア》は時の歯車。世界を変えるために作られた禁きん忌きの大規模魔装です。世界各地に埋うめ込まれ、世界発展のために時の流れを何度も変えました。その副作用が死を記憶する者と呼ばれる《リマインダー》の出現なのです」

「どういうことだ？　世界を変えるために作られた物が、世界を滅ほろぼす敵を生み出すって」

「死ぬべき人間が生き残り、記録にない出会いを生む。時を越こえた知識と魔装は多くの人生を変えました。その結果、未来には大きな歪ゆがみが生じるのは想像出来ますか？」

「生まれてくるはずの人が生まれてこない。とか？　バタフライ効果とか色々あるけど」

　浩太の返答にイヴは満足そうに頷うなずいた。

　チョウチョの羽ばたきが竜たつ巻まきを引き起こす、みたいに些さ細さいなことでも大きな物を生み出す可能性がある。

「その通りです。そして、生まれてこないはずの人間が生まれ、あらゆる可能性へと世界は分ぶん岐きしていきます。ですが、この《クロノ・ギア》をこの時代に埋め込んだのはある一つの未来からのみです」

　イヴがそう言いながらその中の太い線を指さすと、両りよう端たんに歯車が現れた。

　そして、その歯車を回しながらイヴが説明を続けていく。

「時の歯車《クロノ・ギア》は一つの未来しか知りません。だから、《クロノ・ギア》が回る限り、この世界は一つの未来に収束するように変化しようとするのです」

「なんで？」

「魔装技術はこの太い線上の歴史で作られた物です。他の歴史では開発されていない可能性があります。そのため、魔装が開発されない未来へと世界が進もうとすると、歯車が自らの存在を守ろうと歴史を修正しようと回ります。となると、他の可能性は？」

　イヴの問いかけで枝分かれする前の始点が、歯車のある終点へと引っ張られていく。

　そのまま、歯車が終点へと近づけば近づくほど、過程で枝分かれした枝が次々に折れていった。

　そして、枝が折れる歴史の修正点には必ず赤い人影が現れている。

「可能性を折って未来を消す歴史の修正者。だから、死を記憶する者リマインダーなのか。でも、ちょっと待てよ。この島が滅べば本来生き残る人も死んで、元の未来には辿たどり着つけないぞ？」

「その通りです。なので、全てが終わった後、《クロノ・ギア》はリマインダーから取り込んだ死者の情報と環かん境きようをもとに、過去へと時間を巻き戻し、世界を修復します。そうして、この世界は何度も繰り返されています。その世界修復まで残り六日。六日後に何が起きるかはもう分かりますね」

「……この足下からリマインダーが出現する。浮遊島を破壊して、ここにいる人達たち全てを殺して、何もかもをリセットする。シャロ達も……やっぱり死ぬのか？」

「察しが良くて助かります。シャロンさん達も死にます。この世界に存在するリマインダーは全て《クロノ・ギア》の暴走の結果です。存在しないはずの人間、存在しないはずの島。手加減する必要がありません。躊ちゆう躇ちよ無く破壊活動がおこなわれるでしょう」

　イヴの言葉を信じれば、状じよう況きようは絶望的だった。

　唯ゆい一いつの生せい活かつ圏けんが敵に埋め尽つくされるという未来に、浩太は頭を抱かかえてしまう。

「なら、何でわざわざ《クロノ・ギア》なんて作ったんだ？　これが無ければリマインダーは生まれて来なかったんだろ？」

「《クロノ・ギア》を作った未来は滅びかけていました。その滅びを回かい避ひするためには、定まってしまった未来を変えるほどの可能性を示す人間の登場が必要です。時の歯車を超える力と意志を持った人間がこの時間軸じくに現れれば、滅びの未来に立ち向かえる。酷ひどく自分勝手な発想ですが、その手しか私達には残されていませんでした。私が救って欲しいと言った世界は、この今の世界と未来の世界の二つなのです」

　イヴの言葉は力強く、迷いも悩なやみも感じられないような声音だった。

　罪悪感から来る後ろ向きな態度では無く、真まっ直すぐ滅びに立ち向かおうとする強い意志を感じた。

　だが、そんな滅びの運命がどうしたと言わんばかりにイヴは笑顔で手を叩くと、浩太にウインクを飛ばしてきた。

　まるで、暗い話はもう終わりで、これからどうすれば良いか全て用意があると言わんばかりの様子だ。

「とりあえず、悪い情報は出し尽くしました。ここから先は良い情報を教えます」

「良い情報？」

「はい。シャロンさんのお父さん達は今日死ぬはずでした。でもマスターのおかげで救えました。なら、きっとシャロンさん達が死んでしまう六日後の大だい崩ほう壊かいも、マスターなら止められる。ということです」

「それのどこが良い情報だよ!?　シャロ達が死ぬ運命とか、その運命すらも俺の手の中にあるとか」

「良い情報ですよ。運命は変えられるってもう一度証明してしまったんですから、次も変えられるって希望が初めて生まれたんです」

　とはいえ、イヴの言葉を浩太は素直に喜べなかった。

　一時的な身体からだの支配どころの重責ではない。

（シャロ達が死ぬことが決まってるなんて……）

　何百何千何万という人の命が、自分の声と手にかかっている。

（でも、俺なら変えられる。違う。俺が変えたいと願うかどうかだ）

　あまりに大きな運命の流れに不安が浩太の胸に押し寄せてくるが、その不安を押しつぶすように拳こぶしを強く握にぎりしめる。

「分かった。俺がその運命をもう一度変えてやる。何をすれば良いか教えてくれ」

　浩太は悩みを振ふり切きりイヴに尋ねたが、イヴは不ふ機き嫌げんそうに口を尖とがらせた。

「さすがマスターです。でも、その話はまた後で。もう一つ良い話があるので、最後までお聞き下さい」

「悪かったな。話を聞かない人間で。で、その良い情報ってなんだよ？」

「マスターは今から家に帰れます」

「は？　え？　《管理者》を倒たおして世界を救うまで帰れないんじゃ？」

　イヴの言葉は浩太にとって寝ね耳みみに水みずだった。

　世界が救えたら帰れる、ということを言われたので、六日後の大崩壊を救った後だと勝手に浩太は思い込んでいたのだ。

「帰れない。って言った方がやる気出るかなー？　と思いまして」

「なんだそりゃ!?　俺は本気で心配してっ！　本当に不安で！」

　そっぽを向いてしれっと言うイヴに、浩太はベッドから跳はね起おきると全力でつっこんだ。

　そんな浩太にイヴは向き直ると、おちょくる様子も無く、ただ真っ直ぐ浩太の目を見つめてくる。

「そして、本気でこの世界も心配してくれたんですよね。この世界に住む人達に死んで欲しくない。そう思ってくれたから、さっき悩んだんですよね。だから、私はマスターにこの世界を、住む人々を、彼かれらの戦いを見て欲しかった。元の世界に目を向けず、真っ直ぐ私達の世界と向かい合って欲しかったのです。騙だましてしまってごめんなさい」

「……俺はまんまとのせられた訳か」

「ふふふ、スマホに入っていた漫まん画が風に言うのなら、全て我わが手の内。ってところですか。マスターが寝ねている間にたっぷり楽しみました」

　そう言って、イヴが悪い笑顔を手で隠かくして格好つけるので、浩太はもう笑うしかなかった。

　本当にこのＡＩは人をその気にさせるのが上手うまい。

　確かに今いま更さら、元の世界に帰れると言われても、シャロン達を見捨てようとは思えなかった。

「ったく、性悪ＡＩめ」

「ふふ、高性能戦略戦術支し援えん人格ですから、これくらいちょちょいのちょいです。朝飯前ってやつです」

「お前、朝飯食べないだろ」

「おっと、これは一本取られちゃいましたね」

　浩太が呆あきれると、イヴは唇くちびるの前に指を立てウインクを飛ばしてきた。

　戦略戦術支援ＡＩのくせに、ずいぶんとお茶ちや目めなやつだ。

　真面目な話をする時の落ち着いた大人っぽいイヴと、こういうふざけ気味の子供っぽいイヴのギャップに浩太は毎回毒気を抜かれてしまう。

「マスター、あなたを元の世界に帰しましょう」

「分かった。シャロ達に挨あい拶さつしてくるよ。急にいなくなったらビックリするだろうから」

「了りよう解かいです。マスター。シャロンさん達はこの部屋を出て、奥おくのリビングにいます」

　浩太はイヴに促うながされるまま暗い廊ろう下かへ出ると、奥の扉とびらから聞き覚えのある少女達の声が聞こえた。





○






　シャロンの他にミーシャとアイラの声も聞こえてくる。

　浩太は三人にちゃんと挨拶しようと思って、ドアに手をかけた瞬間、手が止まった。

　ミーシャとシャロンの話す声が聞こえて、開けたらまずいと反射的に思ったせいだ。

「あれ？　シャロリンはいてないの？」

「今日ははかなくても良いでしょ。ミーシャとアイラもはいてないし」

「んっー、そだねぇ。はいてないとお風ふ呂ろ上がりの身体が軽くて良いよねー」

　ミーシャとシャロンのはいていないという言葉に、浩太の脳が全力で回転し始めた。

　脳内がドアノブにかかる手を押すか、離はなすか、この二に択たくで生じる未来を必死にシミュレートしている。

　徐じよ々じよに鼓動が速くなる浩太の胸が、アイラの声でさらに跳ねる。

「シャロンさんは肌はだが綺き麗れいで羨うらやましいです。足もすべすべです」

「ひゃぅっ!?　ちょっとアイラそこはっ!?　らめええ！」

　はいてない女の子が三人で一体何をしているんだ!?

　それに今のシャロンの声、何かすごく色っぽかったんだけど……。

「シャロンさんはここが弱いんですよね」

「ひぅぅ!?」

　アイラの声と一緒に、シャロンの嬌きよう声せいが浩太のいる廊下までハッキリと聞こえてくる。

　浩太の額から汗が垂れ、頬ほおを伝っていく。気付けば息も止まっていた。

　見たいけど……ダメだ。セクハラ隊長なんて言われたら立ち直れない。時を改めよう。

「あ……」

　気付けば、浩太の口から声が勝手に漏れた。

　なにせ、静かに立ち去ろうとしたのに、扉が軽く開いてしまったせいだ。

　しかも、少し開いた扉は止めることも出来ず、全開になった。

　殺られる!?

　そう思った浩太は息を一いつ瞬しゆんで大きく吸い込み、咄とつ嗟さに歯を食いしばる。

　けれど、衝しよう撃げきも痛みも襲ってこなかった。

「あ、浩太！　良かった。気がついたんだね。そんなところに立ってないで、中に入って」

　嬉しそうなシャロンの声に、浩太は恐る恐る目を開ける。

　すると、三人は浩太の全く予想していなかった姿をしていた。

　みんな普ふ通つうに服を着ているし、いかがわしいこともしていない。

　シャロンがソファの上でうつぶせに横たわり、その上にアイラが乗って背中をマッサージしていた。

　そして、ミーシャは椅い子すに座すわって足をぷらぷらさせている。

「あれ？　シャロもみんなも服着てる？」

「うん？　着てるけど、何かあった？」

「いや、その……扉を開ける前に、シャロがはいてないって言っていたから……」

「あぁ、魔装用の特とく殊しゆ繊せん維いで編んだ戦闘衣のことだね。今日は夜のパトロールが非番だから、その戦闘衣をはかなくて良いって話をしてたんだ」

　シャロンに言われて気付いたが、昼間と服装が違っている。

　勝手に全ぜん裸らか半はん裸らだと思ったのは、浩太の早とちりだった。

　恥はずかしさで浩太が額を手で覆おおうと、アイラがジト目を浩太に向けて――。

「隊長のむっつり。ちなみに私はマッサージをしていただけですからね。何を想像したかは分かりませんが。隊長のむっつり」

「うっ……二度も言わなくても……」

　むっつりと言っている時点で何を想像したか分かるあたり、アイラもむっつりだよな、なんて事は言い返せない。

「少しは凄すごい人だと見直して、せっかく隊長見習いから隊長へと呼び方を変えようかと思ったのに、私達の裸はだかを期待していたなんて幻げん滅めつしました。見習いに降格です」

　残念ながら、誤解だと言えないのが痛い。実際、浩太は想像してしまったのだ。

　だから、アイラのトゲのある言葉と蔑さげすむような目に、浩太は苦笑いを浮うかべるしかなかった。

「あはは……アイラは自分にも人にも厳しいね」

「私はこんな姉さん達の妹ですから、しっかりしないといけません」

　ミーシャとシャロンを自慢しているのか、蔑んでいるのか、いまいち分からないけど、少しだけ寂さびしそうな顔をして、そう答えた。

　でも、きっと前者なんだろうな。シャロンを追いかけている時に、二人の話が聞こえたから。

　だから、一つだけ伝えないといけない。今のままのアイラはすごく危なっかしいから。

「アイラは優しいな。でも、それで自分を犠ぎ牲せいにするのは――」

「何を言ってるんですか？　隊長見習いは言葉に脈絡がないですね。それよりも、何か用があったのでは？　喉のどが渇きましたか？　お腹が空きましたか？　着替えが欲しいですか？　まさか本当に覗きをするために部屋に来た訳でもないでしょう？」

　浩太がアイラに、自分を犠牲にした戦い方を止めた方が良い、と言おうとしたら、アイラは浩太の言葉に被せるように早口で色々聞いてきた。

　それにいつもは眠そうに半開きになっている眼めもちゃんと開いて、すがるような眼で浩太を見上げている。

　アイラが自分の身を考えていないことは、姉たちには死んでも聞かれたくないことなのだろう。

　踏ふみ込むには早すぎた、と浩太も一いつ旦たんこの話題から身を引いた。

「ごめんアイラ。変なこと言ったな。家に帰れるって知って、ちょっと浮かれたのかも」

　浩太の一言で、三人娘むすめは一声も出さずきょとんとしていた。

　話題は確かにずらせたけど、反応されないほどだとは思わなかった。

「俺おれ、帰れるみたい。元の世界に」

　浩太はハッキリと、その言葉をもう一度伝えた。

　そして、浩太はイヴに説明させるためにスマホを取り出す。

「イヴ、説明よろしく」

「イエスマスター。マスターを元の世界に戻す理由ですが、人が何日間も行方不明になったら、不審がられますからね。あちらの世界の影響は最小限に。それが私の方針です。それと、マスターはちゃんと明日の朝には戻ってきますので、皆みな様さまご安心を」

「ということで、今日は一旦家に帰るけど、ちゃんと戻ってくるよ。それじゃ、イヴ頼たのむ」

「イエスマスター。転移門開門、世界転移開始します」

　イヴが世界軸の転移を宣言すると、スマホから青白い光が発せられ、浩太の身体を照らした。
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　アイラはロイの言いつけ通り、浩太を観察し続けていた。

　白い壁に映る浩太の影が次し第だいに薄くなっていき、身体も消えていく。

（魔素の濃のう度どや揺らぎを見る限り、確かにどこかへ転移していますね。異世界人というのは本当でしたか。って、シャロンさん!?）

　消えかけた浩太の姿を追いかけるようにシャロンが駆けだしている。

「浩太！　待って！」

　しかも、迷わず光の中へと飛び込んでしまった。

「シャロンさん!?　まずいですね。ゲートが消えそうです」

　浩太が異世界人であることを、アイラはロイから聞いていた。だが、実は半信半疑だったし、世界間を移動出来るとは全く予想していなかった。

　そのせいで、シャロンが飛び出しても、すぐに反応出来なかった。

　もし、このままシャロンが戻ってこなければ、止められなかったミーシャとアイラの責任になってしまう。そうなったら、ロイに顔向け出来ない。

「姉さん。これも任務です。私が行ってきます。姉さんはここで待機を」

　すぐにアイラは覚悟を決めると、ミーシャに飛び込むことを伝えて、ゲートに向けて一歩を踏み出した。

　だが、ミーシャに手を掴つかまれ止められてしまう。

「私も行くよ」

「ダメです。戻ってこられない可能性もあるんですよ？　姉さんがいなくなったら困る人達たちがたくさんいます」

「アイラちゃんがいなくなったら私も困るんだけどね」

「……私の代わりなんていくらでも」

「他にどれだけ天眼プロビデンスの候補がいても、アイラちゃんはアイラちゃんだよ。お姉ちゃんの大事な妹。いなくなったら泣いちゃうよ？」

「勝手にしてください。行きますよ」

　アイラがシャロンを追うためには、そう言うしかなかった。

　それにミーシャの言葉も嬉しかった。でも、代替や候補がいる事実は変わらない。

　それに、ミーシャとチームを組める人間を決めるのは、ミーシャ本人でも、ましてやアイラでもない。軍の上の人間だ。

　だから、アイラはミーシャの優ゆう秀しゆうな片目でないと、妹として一緒にいられないことを知っていた。

　いつでもミーシャのために命を差し出せることが、一緒にいられる条件。もちろん、ロイに引き取ってもらった時に、取り払ってくれた条件だけど、ずっとアイラの中に残っている。

（姉さんに絶対知られる訳にはいきません。知ったら間違い無く、私がいないところで無茶苦茶しますから。姉さんと隊長を私抜きでお喋しやべりさせる訳にはいきません……）

　アイラの事情を知らないくせに、自分の気持ちを見み抜ぬいた浩太と、ミーシャが話せば、必死に押おし殺していた気持ちがばれてしまうのが怖こわい。

　そんな言葉をミーシャに言える訳もなく、アイラはそれ以上考えなくて良いように、眼を瞑つぶって、浩太の吸い込まれた青い光の中へと飛び込んだ。
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　浩太は自分の置かれている状況が分からず、目を白黒させていた。

「イヴ……どう見ても三人がいるんだけど、俺は転移に失敗したのか？　それとも帰れるって言ったのはまた冗談か？」

「思ったよりマスターがモテモテだということでしょうか？　羨ましい限りです」

　とぼけたような声を出すイヴの姿は全く見えない。

　浩太は胸と両腕を三人娘に押さえ込まれ、完全に動きが取れなくなっていたのだ。

　三者三様のぷよ、ふに、きゅっとした感覚に溺れそうになる。

　ミーシャとシャロンの柔やわらかな感じもたまらないが、アイラの弾力がある感じも、たまらない。

　おかげで浩太の理性は吹き飛ぶ寸前だったのだが――。

「あいたた……。って、うわっ!?　なにこれ!?　木材だらけ!?　こんなにも自然の物に溢あふれてるなんて。はっ!?　何このタオルケット？　これ綿!?　浩太はどこか有名な所の生まれなの？」

　右腕に乗っかっていたシャロンは頭を上げると、何かを見つけては驚おどろき続けている。

　部屋の四隅に見える木の柱も、床のフローリングも、ベッドに置かれている普通のタオルケットにも目の色を変えて驚いている。

　逆に、賑やかさが売りのミーシャが言葉少なく、静かに驚いていた。

「んー、コウ君の世界ではこれが普通なの？　ちょっと信じられないんだけど……」

　ミーシャに普通なのかと聞かれたが、どっちかっていうと貧相な方だ。

　部屋にはこたつ机と、小さなテレビと、ベッドがあるだけの簡素な部屋。

　それを豪邸でも見ているかのように驚かれるとは、浩太は全く想定していなかった。

　むしろ、綺麗さで言えば、はるかにシャロンの部屋の方が綺麗に思えたぐらいだ。

「どちらかというと普通より下だと思うけど……。何でそんなに驚いてるの？」

　浩太が尋ねると、唯一、一人だけジィッと浩太の方を見下ろしていたアイラが驚いた理由を説明し始めた。

「良いですか隊長見習いさん。私達の住む住居は空に浮かべるために、とにかく軽く作られた魔素物質で構成されています。私達の住む家で見た白い建材です」

「……あぁ、あれ木じゃなくて、魔素物質だったっけ」

「はい。そもそも、クレイドルに木製建築はほとんどありません。木材は作るのに時間と場所が必要ですから、空の上に暮らす私達は大量生産出来ないのですよ。つまりこういう木造建築物が当たり前だと言われると、どうしてもここが異世界だと信じざるを得なくなります。さすがに……困こん惑わくします」

「そう言えば、俺も転移した時は驚いたっけ。やっぱ世界が変わると常識も変わる、って、そろそろどいてくれないかな？　さすがに三人も上に乗られるときつい……。いろいろな意味で限界……」

　押しつぶされて苦しそうな浩太の声で、三人はようやく浩太を潰していることに気がついたのか慌あわてて飛び起きてくれた。

　そして、床が軋む音で浩太は改めて三人がいることに戸惑った。

（シャロ達と同じ世界で生きてる……。すごい、この子達は本当にゲームの中だけの存在じゃないんだ）

　先ほどまで感じていた重さや温かな体温や、甘あまい香かおりなど浩太が感じた物が彼かの女じよ達たちを証明している。

　そのせいで、イヴの予言が現実味をもって浩太の胸に蘇ってきた。

　七日後に彼女達は全員――死ぬ。だから、その運命を変えたい。

　けど、そんな浩太の心境など全く知らぬかのように、間の抜けたお腹の音がした。

「ごめん……お腹空いちゃって」

「シャロ達もやっぱりお腹空くんだな」

「何よそれ。私だって浩太と同じ人間だよ？」

　お腹を鳴らしたシャロンは顔を赤く染めながら、頬をふくらませる。

　その様子はもう完全にかわいい女の子でしかなくて、浩太はあらためてシャロンも自分と同じ人間だって感じられた。

「ならご飯でも食べていくか？　準備してくるから、ちょっと待ってて。テレビでも見てさ。この世界がどんな所か見ておいてよ」

　浩太は笑いで自分の暗い気持ちを誤魔化すと、つとめて明るい声で提案をした。

　しかも、テレビがつくと都合良く旅番組が放映されていた。

　普ふ段だんは見ることのない番組だったが、世界の紹介には適している。しかも、三人は食い入るように見つめていたので、浩太はチャンネルをそのままにして台所へと向かった。

　そうして、食事の準備をしているとイヴが胸むな元もとで戸惑い気味な声で呟つぶやいた。

「あれ？　……消えた？」

「イヴどうした？」

「いえ、何でもありません。確信が持てないので、また後で報告します。私はちょっと調べ物しますから反応出来ないかもしれません。では」

　一体何があったのか。

　浩太が声をかけるより早くイヴにスマホの電源を切られてしまったせいで、それ以上は聞くことが出来なかった。それに、ボタンをいくら押しても電源は入らなかった。
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　食後、浩太達たちはゆっくりとお茶を飲みながらくつろいでいた。

「ご飯の味付けは大だい丈じよう夫ぶだったか？　異世界だから味の違ちがいが大きいかなって作り出してから気付いたんだけど」

　浩太の問いかけにアイラはわずかに口こう端たんをあげて、浩太に目を合わせた。アイラが見せた初めての笑え顔がおは、微ほほ笑えみだと認にん識しき出来るギリギリのものだった。

　でも、初めて笑ったところを見たおかげか、随ずい分ぶんと印象的で可愛かわいく見えて、浩太は思わずドキリとした。

「おいしかったです。過去の映像資料でしか見たことの無い物ばかりでした。私もこっちで作ってみたいです。この世界ならではのレシピにも興味があります。それに、この画面に表示されていた映像資料に映る料理の数々、私の好奇心をとても刺激しました。隊長見習いさん！　私にレシピください！　機密事じ項こうであれば、機密保持契約でも何でも結びますから！」

　アイラはかなり興奮しているようで、早口で浩太にまくし立てている。机に乗りだして、前のめり気味になるくらいにだ。

　こんな一面が見られるなんて、浩太は全く予想していなかった。

「アイラは料理が趣味なのか？」

「そうですね。材料が貴重なのでなかなか出来ませんが、趣味です。後、甘い物を作ってお茶の時間にするのが私のささやかな楽しみです。そんな私が隊長見習いさんの腕を認めます。ありがたく思って下さい。それにしても、取とり柄えというのは誰だれにでもあるものですね隊長見習いさん。すごいです。見直しました」

「……アイラ、それは褒ほめてるのか？」

「けなしつつ持ち上げています。喜んで下さい」

「素す直なおに喜べねぇ……」

　アイラの感想に浩太はがっくり肩かたを落とした。

　微笑み気味の口元から出たのが、こんな捻くれた言葉だとは思わなかった。もっと純じゆん粋すいに喜んでくれると思っていたのに。

　でも、そんな褒め方でも姉であるミーシャは何な故ぜか驚いた顔をしている。

　それこそ、異世界である日本に来た瞬間と同じくらいの驚きっぷりだ。

「うそっ、アイラちゃんが人を褒めるなんて珍しいなぁ。私だって褒められたこと無いのに。ねー、シャロリン」

「ミーシャが褒められないのは、いつも迷惑かけてるからでしょ。でも、確かにアイラがこんなに楽しそうなのは久しぶりに見たかもね」
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　ミーシャが甘えるようにシャロンに同意を求めたが、シャロンは呆れたように笑ってミーシャの言葉を一蹴した。

　楽しそう。そう言ってくれたシャロンもミーシャも楽しそうな顔をしている。

　年相応の女の子らしく笑って、ご飯の感想を言い合って、テレビについて話をしている。

　もし、彼女達が最初から地球に生まれていたら、どうなっていたんだろう？　ふとそんなことが気になった。

「なぁ、シャロ、こっちの世界をどう思う？」

「すごいね！　私達の世界もリマインダーが消えればこうなるのかな？　映像資料みたいにお風呂にゆっくりつかったり、美味しい物食べたり、のんびり散歩したりさ」

　浩太にとっては当たり前の生活に興奮している様子に、浩太は何と声をかければ良いか分からなかった。

　その代わり、心の中で何かが固まるのを感じる。

「イヴも戻ってきたし、そろそろ三人を戻してもらえるか？　ロイさんが心配するだろうし」

「了解ですマスター。では、三人に画面を向けて下さい。転送開始します」

　浩太は自ら楽しい時間に終わりを告げて、イヴに三人を送り帰させた。

　すると、少女達は青白い光に飲まれて跡あと形かたもなく消えてしまった。だが、残った湯飲みや、ずれた座布団が確かに『ここにいた』ことを物語っている。

　急に部屋が広くなったと感じた浩太は、その場に立ったまま三人のいた所を見つめた。

「マスター？」

　イヴが心配そうに浩太へ声をかけてくる。

　その声で浩太は気持ちの整理をつけると、目を瞑って天てん井じようを仰いだ。

「何でも無い。あいつらも同じ人間で。俺と大して歳も変わらないのに、住んでいる世界は随ずい分ぶん違ちがうな、ってさ」

「……そうですね」

「でも、俺には絶対命令権で出来ることがある。あいつらを死なせたくないという気持ちもある。イヴ、今から作戦会議だ。世界を救う作戦を考えるぞ。まずは相手を知ることからだ。《クロノ・ギア》の情報をくれ」

「イエスマスター」

　いつものイヴの返事で浩太は目をあけると、机の上にスマホを置いた。

　そして、イヴは《クロノ・ギア》の構造と位置を表示して、構造の説明を始める。

　複数の浮遊島が散らばる中、ちょうどシャロン達が住む地区が最大の浮遊島で、その中央真下、島を支える歯車の中に本体が存在するという。

　まず、おおざっぱな構造だが、《クロノ・ギア》は四つの区画で構成されている。

　一つ目に、時を見る目《観測者クロノス》。二つ目に、観測者から記録を受け取り、記録通りに魔ま装そうを制作するよう指示を出す《管理者》。三つ目に、魔装を生み出す《工場区画》。最後に、浮遊島を維い持じするための魔素を生成する《動力区画》の四つだ。

　どこの部分も厳重に警戒されていて、一般人がおいそれと入り込めるような場所ではない。だけど、絶対命令権で警備を強制解除して侵しん入にゆう出来る。

　その上、内部のリマインダーも今なら未完成で動かないため、浩太の特とく殊しゆ魔ま装そうだけで突入すれば戦せん闘とうせずに中ちゆう枢すうまで行ける。というのがイヴの説明だった。

　敵が動く前に頭を潰す。いわゆる奇き襲しゆう作戦ってやつだ。

「《管理者》……俺の倒すべき敵が、まさか生活を支える要だったなんてな」

　浩太は破は壊かいすべき物が何かを知って、呆れたように呟いた。

　世界を支えるために技術を発展させ続けたモノを、破壊しなければならない。

　それがみんなを助けるために必要なら、やる覚かく悟ごは出来ている。

　でも、クロノ・ギアで生まれたイヴはどうなるのか？

「イヴは消えないよな？　その……お前は《クロノ・ギア》で作られたんだし。もし、《クロノ・ギア》が壊れたら、どうなるんだ？」

　浩太はイヴと軽口や憎まれ口を叩きあっていたけれど、世界のために何かをしようと一いつ生しよう懸けん命めいなイヴを見てきた。

　そして、いつの間にか、そんなイヴを相棒のように思い、尊敬の念も抱いだいていた。

　だから、自分の行動でイヴが消えてしまわないか、それだけが気になった。

「大丈夫ですよ。私はここにいますから。これまでも、そしてこの後ずっと先も、この世界を見守っていくつもりです」

　イヴは消える可能性なんて微み塵じんもないと言わんばかりの明るい声と、笑顔で頷く。

「そっか。なら、明日早さつ速そく作戦を実行しよう。俺おれ達たちが世界を救うために」

「イエス、マスター」

　世界が崩壊するまで六日もある。最後の一週間の一日目であれば、まだ全てが間に合うと、この時浩太はどこまでも楽観視していた。





○






　翌朝、のんびりと朝食を済ませた浩太が歯を磨いていると、スマホからけたたましいアラート音が鳴った。

　目覚ましの音ではない。イヴが浩太を呼ぶために鳴らした音だった。

「マスター！　急いで下さい！」

「イヴどうした？　なんだよそんな慌てて」

「浮遊島クレイドルが敵に囲まれています！」

「え？　だって、まだカウントは――」

「はい。《クロノス》経由で得られる情報では崩壊まで五日と数時間ですが、クレイドル以外の《クロノ・ギア》で発生していた個体が集まってきています。攻こう撃げきはまだ始まっていませんが……いつ戦闘が始まるか分かりません。こんな集まり方をするなんて見たことない……」

　イヴは慌てながらも、浮遊島周辺の地図を表示し、状況を報告し始めた。

　どうやらイヴの言うとおり、リマインダーは浮遊島群を取り囲むように円形に展開している。

　しかも、ギリギリパトロールの範はん囲い外で待機したり、海中や森に身を潜めたりして、浮遊島に住む人間に気付かれないよう潜伏していた。

　リマインダーは肉眼でしか捉えられないため、シャロンたちもこのことに気がついていないだろう。

「って、囲んでいる敵は十二時間後に一いつ斉せい行動って出ているぞ!?　クレイドルの崩壊はまだ先じゃないのか？」

「恐おそらくクレイドルの《クロノ・ギア》が敵を呼び寄せたのでしょう。まるでマスターの奇襲作戦を事前に察知したみたいな動きです」

　信じられないことに、浩太の作戦が読まれた上に対処された。

「マスターが動くことで歴史が変わります。恐らく、その変化を検知したのでしょう」

　イヴとの話で出たバタフライ効果が現れたのだろう。

　浩太は本来死んでしまうはずだったロイを助けた。それに加えて、クロノ・ギア中枢へ乗り込み、破壊する覚悟を決めた。それらが重なって発生した小さな波紋が巨きよ大だいな波となって押し寄せてきたのかもしれない。イヴはそう考察して、浩太に説明した。

「それなら、今すぐに昨日の作戦を実行すればどうだ？　シャロたちは助かるか？」

「数時間以内に《クロノ・ギア》の制せい御ぎよ権けんを奪うばい取り、リマインダーを集める情報を止めれば、一いつ斉せい攻こう撃げきは止められるはずです」

　余よ裕ゆうは微塵も存在しない。だが、助かる可能性はほんの少しだけ存在する。

　つまり、まだこの状じよう況きようは死地ではなく窮地。ならば、先へ行く道はある。絶望的な状況でも絶望さえしなければ、打開する手段は残されているのだ。

　浩太はそう自分に言い聞かせながら、目を瞑って大きく息を吸い込んだ。

　そして、頭の中で何度も自分を鼓舞する言葉を紡ぎ出した。

（俺にしか出来ないこと、俺だから出来ること、俺がしたいこと、今の自分を否定するな。今の力を否定するな。やれるだけやって失敗する結果を恐れるな。後悔を生まない過程と選せん択たくを望め！）

　そして、ゆっくり息を吐き出すと、浩太は覚悟を決めて目を開いた。

　一人の男として、英えい雄ゆうとしてふさわしい迷いのないハッキリとした声を出す。

「行くぞ。イヴ！　世界を救ってやる！」

「イエス。マスター。世界を救って下さい！」

　そんな浩太の覚悟にイヴが応え、部屋が光に包まれた。

「座標を確かく認にんしました。転移開始」

　部屋から光の粒りゆう子しが消えると同時に、浩太の姿も部屋から消えた。





○






　まばゆい光の中で、ドサッと何かが倒れる音がする。

「浩太!?　きゃっ!?」

　短い悲鳴に浩太が目を開けると、寝間着姿のシャロンをソファに押し倒していた。

　どうやら転移した瞬しゆん間かんにぶつかってバランスを崩したらしい。

　意外と勢いよくぶつかったのか、シャロンの寝間着は着崩れて、肩から胸元にかけて白い肌が見えていた。

「シャロ。おはよ」

「な、ななな!?　なに!?」

　顔を真っ赤にしてあたふた騒さわぐシャロンの腕うでを、浩太は掴む。

　すると、シャロンは息をハッと吸い込んで固まった。

「落ち着いてくれシャロ。大事なことなんだ。俺たちの今後に関かかわることだから」

「こ、今後のこと？」

「あぁ、まだ襲おそわれてないよな？」

「たった今、寝起きを襲われているんだけど……。その……浩太なら……いい」

「なっ!?　そうか。すぐ終わらせるから、全部俺に任せとけシャロ」

「こ、ここじゃダメだよ。ミーシャたちに見られちゃうから……」

　シャロンは目を瞑って、首を横に振ふっている。

　浩太はミーシャとアイラに見つかったら、二人がついてきてしまう。という意味で捉えると――。

「ありがとう。すぐに行ってくる。全部終わったら、今度はゆっくり街を案内してくれ」

　浩太はそう言うと、ソファから立ち上がり、窓から外へスマホを片手に飛び降りた。

「飛ひ翔しよう魔ま装そう展開。行くぞイヴ！」

「イエス、マスター」





○






「っー!?　今のなんだったの!?」

　一人残されたシャロンが絶ぜつ叫きようする。すると、いつの間にかミーシャがシャロンの後ろに回り、ニヤニヤしながら耳元で囁ささやいてきた。

「シャロリーン。変な想像でもしちゃったー？　ねぇねぇ、シャロリン、顔を真っ赤にして何されると思ったのシャロリン？　私に見られちゃ困ることってなんなの？」

　ミーシャのからかいで、シャロンは顔から火でも出ていると思うほど、恥ずかしくなった。

　昨日家に帰ってからずっと浩太のことを考えていたせいで、柄にも無く流されかけた。普段の自分はもっと冷静なのに！　とシャロンは自分に何度も言い聞かせる。

「姉さん。シャロンさんをからかうのはそこまでです。それよりも、あの人がどこで何をするかです。私たちの任務を忘れないで下さい」

「だったね。アイラちゃん私たちもいこうか」

「了解です。いつでもいけます」

　シャロンがあたふたしていると、アイラがミーシャの手を引っ張って行き、そのまま窓から飛び出してしまった。

　しかも、戦闘用の魔装を展開している。

　それを見て、シャロンはようやく我に返った。

　二人の任務という言葉に、シャロンは父から頼まれた浩太の監かん視し以上の意味が含ふくまれている気がしたから。

「あぁっ！　もう！　みんな一体なんなのよ!?」

　こうして、シャロンもまた浩太達の後を追うように飛び出した。







第五章「願い」







　魔装に乗った浩こう太たはイヴの操縦で、島の中央から離はなれるように飛んでいた。

「最短侵入経路を算出。画面に進路を表示します」

「ん？　一度外に出るのか？　島の中心部にあるんだろ？」

「侵入経路は地底からです。上から侵入しようとすれば、警備隊を排除することになりますから、市民に見られて大混乱が起こるでしょうね。今は混乱を避さけるべきです」

　イヴが指を差した方に浩太が顔を向けると、どの建物より高く天を衝く塔がそびえていた。その周りには警備隊だろう。空を飛ぶ飛空艇が何隻も浮かんでいる。

　世界の神が住まうとされる場所に相応ふさわしい警備態勢だ。

「もちろん、裏口にも警備隊はいますが、一般人には気付かれません。混乱は軍の一部だけで済みます」

「ただでさえリマインダーに包囲されているもんな。変にパニックを起こさないために、出来るだけ隠密にやるって訳だな。了りよう解かい」

　ビル群を抜け、島の端へと到達すると、昨日と変わらず双ふた子ごの月が顔をのぞかせていた。

　その顔に背を向け、眼下に広がる雲海に突っ込み、島の裏側に回り込む。

　そのまま雲を抜けると、目の前に黒い巨大な機械仕掛けの時計が現れ、無数の歯車と、長短八本の針のようなプロペラが回っていた。。

「時を創造する魔装だから、時計っぽいんだな。すごいなこれは」

　思わず感嘆の感想を漏らしてしまうほどの作りだったが、浩太はすぐ気を引き締めた。

　というのも、巨大な時計を守るように、八隻の空中飛空艇が待ち構えていたのが視界に入ったからだ。

「戦闘はする必要ないよな？」

「イエスマスター。警備隊排除のために、絶対命令権のリミッターを解除しました」

「分かった。そこにいる連中、道をあけろ！」

　浩太が画面に映る飛空艇に触ふれて指を滑らせる、巨大な飛空艇が浩太の指の動きに従って空を滑り始めた。

「おい!?　何があった!?」

「分かりません！　船が勝手に！」

「っ!?　接近する物体あり！　飛翔魔装を装備した男が一！」

　突とつ然ぜんの動きに男達の慌てる声が、浩太のスマホを介して聞こえてくる。

　けれど、彼かれらは慌てながらも冷静だった。船がダメだと判断すると、すぐに騎き士しを外に送り出してきたのだ。

「騎士隊を出せ！　あの不審者を捕らえろ！」

　いきなり操あやつられても、シャロンみたいに慌てふためくのではなく、落ち着いてすぐに対応するように指示が飛んでいる。

　冷静さと何が何でもここを守ろうとする強さがある。まともに戦っていれば苦戦していたかもしれない。

　けれど、浩太の命令は絶対だった。どれだけの練度があろうとも関係無い。

　浩太には個人の意思を無視して身体を操り、従わせる絶対的な力がある。

「俺達を全力で通せ！　これは命令だ！」

「な、なんだ!?　身体が勝手に!?　至急分ぶん析せき願う！　俺たちは何をされた!?」

　浩太の一言で、騎士たちと飛空艇は王の帰還を待っていたかのように、規則正しく、そして機敏に二列に並んだ。

「改めて思うけど、とんでもないチートだなこれ」

「マスターの命令は絶対遵守ですからね。さて、せっかく道を作ってくれましたし、堂々と正面から行きますよ」

　浩太は騎き士し達たちの作った道を通りぬけ、時計の真ん中へと近づいていくと、巨大な円形の扉とびらが現れた。

「扉を開けます。スマホの画面を扉に向けて下さい」

　イヴに言われた通り、浩太が魔装に刺さっていたスマホを向けると、扉と同じ紋もん章しようが画面に現れ、扉がゴゴゴと重い音を立てながら開いた。

「クロノ・ギア内部へ突入します」

「まずは動力区画か」

　開いた扉をくぐり抜けると、かなり広い空間に多量の歯車が回っていた。

　いくつもの歯車が一周するたびに、壁かべから青色の結けつ晶しようが顔を出しては砕け、空間に淡い光が解き放たれている。その光は床ゆかや壁にあるパイプに吸い込まれ、どこかへ運ばれていく。

　イヴの説明では、ここで作った魔素エーテルを浮遊島クレイドルの各地へ送り届け、都市機能を維持しているらしい。いわゆる発電所みたいなものだと説明した。

　そこから高度を上げて新たな扉をくぐると、今度は白く広い空間が現れた。

　とにかく広い上に、一面全てが白いせいで、距きよ離り感かんが狂いそうになるほどの広さだ。

　先ほどの空間が発電所なら、この空間は工場で、浮遊島に必要な道具だけでなく、戦いに使う魔装もここで作られている。

　床には魔素が流れて出来た青い光の線で模様が描えがかれている。

　その模様に沿って配置された工作機械の中から、様々な道具が吐き出されて、ベルトコンベアで運ばれていく。

「メチャクチャ広いな」

「浮遊島に該当する広さです。そして、管理者に続く道は中央にある柱です。ちょうど地上から見えた塔のあたりですね」

「あそこが全ての元凶か」

「はい。あそこにいる管理者の命令で、この工作区画にリマインダーが生産されます」

「この広い空間がリマインダーだらけになるのか」

「その通りです。足あし下もとと全く同じ面積分、命を脅かす物が生まれる訳ですからね。右の方を見て下さい。既すでに赤い物がうごめいているでしょう？」

　イヴの言う通り浩太が右に目を向けると、赤い人形が横たわっていた。けれど、浩太たちには反応せず、眠ねむっているかのように横たわったまま動いていない。

「さっそくリマインダーが生まれていますね。でも、数が少ない。やっぱりおかしい。この増ぞう殖しよく速度ならやっぱり五日はないと浮遊島は落とせないのに」

「だから、世界に散らばるリマインダーを呼び集めたとか？」

「前例はありませんが……そういうことだと思います」

　珍めずらしくイヴの歯切れが悪い。

　イヴでも分からない事態が起きているのなら、考えても仕方無い、そう思った浩太は素直に思ったことを口にした。

「それにしても、天使型アンヘルも翼つばさがなければ人間みたいだな」

「人間ではありませんよ」

　イヴは切り捨てるように言うと、柱に沿ってさらに高度を上げた。

「あれはこの世界を壊すための兵器です。どんなことがあっても迷わず、躊躇ためらわないで破壊してください。マスター」

　イヴの言う通りリマインダーは人の形をしていても、決して分かり合えない敵なのだ。

　それを倒たおすのは当然だ。

　けれど、勝つか負けるかとは、違う不安が浩太の胸に浮うかんでくる。

　浩太はその不安を振り払はらうように頭を振り、視界を真まっ直すぐ前に戻した。

「了解……こんなことはもう終わらせてやる」

　柱の半分ほどを過ぎただろうか。天井にうっすらとイヴが掲げた紋章と同じ模様が浩太の目に映った。

「あそこが目的地です」

「すんなり来たな。ちょっと拍子抜けかも」

「上手うまく認識機構の阻害が出来ましたからね。さぁ、マスター、スマホを天井に向けて掲げて下さい。ここが最後の扉です」

「分かった」

　言われるがままに浩太がスマホを掲げると、天井の紋章と青い光で繋つながった。すると、天井が左右に割れて、ゆっくりと道が開かれる。

　そして、現れた人一人が通れそうな割れ目からわずかに見える空間は、今居る真っ白な空間とは対照的に、夜空のように藍色がかった黒色を呈していた。

　その光景に飲み込まれかけた時だった。

「死の運命を思い出せ」

　ふと、浩太の足下から低く揺ゆれる声が聞こえた。

　その声に驚いて浩太が下を向くと、リマインダーである天使型アンヘルが赤い翼を広げていた。

「っ!?　イヴあれは!?」

「リマインダーが戦闘態勢に入っていますね」

　イヴはそう言うと天使型の画像を拡大して表示した。どうやら敵は戦闘態勢に入っているようで、腕が銃じゆうや刃やいばの形に変形し、浩太に向けられていたのだ。

「どう見ても狙ねらいは俺達だな」

「ですね。保険の到達が早すぎて、そちらに反応したようです。私のミスでした。マスター、そのままスマホを強く握にぎりしめてください。無茶します！」

「お、おい、イヴお前何するつもりだ!?」

　無茶をすると言ったイヴは半開きの扉に向けて魔装を加速させて、そのまま魔装を扉に体当たりさせた。

　その衝しよう突とつの衝しよう撃げきで、浩太は魔装のコックピットから宙に投げ出されると、そのまま暗い空間の中へと放り込まれた。

「いってぇ！」

　浩太は何とか着地に成功したが、脚がしびれるほどの衝撃にたまらず叫さけんだ。

　ちょうど人一人分の穴が空いていたとはいえ、こんなにも乱暴な突入の仕方はあんまりだ。

「マスター大丈夫ですか？」

　イヴの声に浩太は涙なみ目だめになりながらも頷うなずくと、イヴは安心したように息を吐はいていた。

「回収した魔装を再展開しますね。さて、マスターここが私達の目的地である《クロノ・ギア》の中枢です」

　イヴが再展開した魔装に、再び浩太は乗り込み改めて辺りを見渡した。

　黒い部屋の壁にも天井にも、星のように輝かがやく幾万の文字が浮かんでは消える。

　満天の星空のど真ん中にいるような幻げん想そう的てきな空間だった。

「マスター、この部屋に映る文字全て《観測者クロノス》の見た物。時の歯車が引き寄せる未来の記録です。そして、あちらがマスターに破壊して欲ほしいものです」

　イヴが指差した方へ浩太が目を向けると、巨大な二つの歯車がかみ合ってゆっくりと回っていた。そして、その歯車の前に、卵のような丸い銀色のカプセルが置いてある。

　その表面には《クロノ・ギア》の紋章が刻まれていた。

「あれが管理者の入った《管理者区画》です。接近します」

「これを破壊すれば、みんな助かるんだよな？」

「イエスマスター。世界が終わる前に、全てを終わらせて下さい」

　イヴの合図で、魔装の腰こし元もとについていた拳けん銃じゆうが浩太の手元にスライドしてきた。

　イヴが用意してくれた魔ま法ほうの拳銃で、浩太の意思で魔法の弾が発射出来る。

　浩太が世界を救うという意思を込めて、その銃の引き金を引けば、管理者を壊すに十分な威い力りよくが出る、とイヴは言った。

　この一いち撃げきでクレイドルの窮地が救われ、シャロン達も生き残る。

　これで夜に怯える必要も、食事の不安も、傷つくこともなくなって、シャロンたちは平和な暮らしが出来るようになる。

　そう自分に言い聞かせた浩太は攻撃を絶対に外さないように、銃じゆう口こうをカプセルにつきつけた。

「……いくぞ」

　外すことのないゼロ距きよ離り射しや撃げき、それでも、手元がぶれないように外れないように拳銃を両手で支えて、ゆっくり引き金を引く。

　そして、ドン、と雷らい鳴めいのような音が轟いた。

「やったか？」

「後一撃必要なようです。世界を救うために迷わず素早く引き金を引いて下さい」

「どういう意味だよそれ？」

　何故イヴは執拗に迷うな、と言葉にするのか。さすがに浩太も聞き流す訳にはいかなくなった。

　だが、浩太の疑問にイヴは顔をそらし、何も答えてくれない。

　何か大事なことを隠かくしている。

　そのことを問いただそうとして浩太が拳銃を下げると、その答えはすぐにハッキリした。

《管理者》を包んでいた外殻が真っ二つに割れ、中身が見えてしまったからだ。

「嘘うそ……だろ……？」

　浩太は言葉をうまく出せないほど驚おどろき、手に持っていた拳銃をその場に落とした。

　それほど動揺してしまったのだ。なにせ、カプセルの中には、歯車と針を背せ負おった見覚えのある金きん髪ぱつの少女が眠っていたのだから。

　金髪と白いワンピース。どこか幼さを感じる面影。眠っている彼かの女じよの全てが手の平の中にいるイヴと重なった。いや、イヴがこの三頭身の姿になる前に見せた姿と、眠る少女が完全に一致していたのだ。

「だから……迷わないで。と言っていたのです。マスター」

　イヴの声はスマホからだけでなく、目の前にいる少女からも聞こえてきた。

「お前……イヴか!?」

「私は《管理者》、来きたるべき未来のために、可能性の枝を歯車から排除する者。あなたの敵ですよ。木きの下した浩太」




　クレイドルを滅ほろぼす引き金、《管理者》。その正体が、世界を救って欲しいと頼たのんできたイヴ本人だと、浩太は彼女の声を聞き、眼めを見て確信した。

　というのも、浩太の目を真っ直ぐ見つめる少女の瞳ひとみと、イヴが見せた覚悟を感じた瞳が、浩太の中で完全に一致したのだ。




「イヴ、お前、《管理者》を破壊すれば、世界を救えるって……」

「イエス。マスター。その通りです。全て作戦通りでした。私の正体がばれたこと以外」

　今度はスマホの中だけからイヴの声が聞こえた。

「その手に銃を取って下さいマスター。そして、私を殺してください」

「ふざけるなイヴ！　お前を殺せだって!?」

　浩太は力いっぱい叫んで、イヴの願いを拒否した。

「安心してください。私が死んでもマスターは帰れます。私の権限は全てマスターに委い譲じようしてあります。絶対命令権も世界を超こえる力も、今のあなたなら自由に扱えます。そして、今のあなたなら、この世界が平和になった後も、その力を上手に使うと信じています」

　そう優しく語りかけるイヴに浩太の肩が震ふるえた。

　胸にわきあがった感情は怯えではなく、怒いかりだった。

　それと、浩太は決して帰れなくなることに恐きよう怖ふして、怒おこった訳ではない。

　迷いを見せず、ただ世界を救うことだけを願っていたイヴの結末が「死」、という理不尽さに耐たえられなかったから、怒ったのだ。

　その運命に抗いたかったから、全身に力を入れようと震えた。

「俺おれがそんなことで躊躇うかよ！　何で……何で誰よりも世界を救おうとしたお前が死ななきゃならねぇんだよ!?　イヴ！　世界を滅ぼすなんてお前の意思じゃないんだろ!?」

「私の意思は関係ありません。私が《クロノ・ギア》の一部である《管理者》だから、死ぬ必要があります。何故なら、私の存在そのものが未来に繋がるカギであり、滅びの時へと導くからです。私を消さなくては、みんな死にます」

「でも、だからって！」

「マスター。私は未来の世界を救うため、今の世界を救うため、私に出来ることをして、私にしか出来ないことをして、私がしたいことをしています。だから、大だい丈じよう夫ぶです。私は自分の選択にも結果にも後悔していません。むしろ、誇ほこりに思っています。マスターやシャロンさん達をこの世界に残せたら、私の存在した意味はありました。あなた達が私の生きた証あかし、いいえ、世界を救った証なんです」

　迷い無く穏おだやかに言い切ったイヴの顔は、本来の少女の方も、スマホの中でもニッコリと微ほほ笑えんでいた。

　これから死にたいと望む人間の顔にはとても見えない。

　彼女は、浩太の思っていたよりはるかに使命に忠実過ぎた。

「私に私は殺せません。この世界の人間に私は殺せません。この世界を変えることが出来るのは、異世界から因果を超えてやってきたマスター一人だけです」

　何度も言って貰もらった浩太にしか出来ないというイヴの頼み。

　その言葉の真意は、世界を救うために女の子一人の命を奪うこと。

　それが浩太に求められた役割だった。

「イヴ……俺はお前の生き方を否定しない。お前の望みを否定することは俺には出来ない。お前が後悔しない生き方をしているって言うんだから……」

　浩太は震える声で床に落ちている拳銃を左手で拾い上げると、微笑むイヴの額に銃口を突つきつけた。

「ありがとうございます。マスター。あなたと過ごせた最後の日々、私の心は希望にあふれていて、本当に楽しかった」

「……俺はもっとお前と一いつ緒しよにいたかったよ。イヴ、お前はどうだ？」

「その質問はずるいです。マスター」

「イヴだって俺をやる気にさせるために、随ずい分ぶんずるいことしたろ？　帰れないって騙だましたりさ」

「はは。そうですね。私ももう少しマスターたちと一緒にいたかったです。平和な世界を一緒に見て歩きたかったですね。直接見ることは出来ませんけど、その姿は鮮明に想像することが出来るので、私は大丈夫です。ありがとうございました。マスター」

　イヴの最後の言葉が終わると、スマホの画面からもイヴが消え去った。

　そして、本体である人間の少女も目を瞑つぶって、最後の時を待っている。

　浩太は大きく息を吸い込むと、右手だけで銃を構えた。

「行くぞ。すぐ楽にしてやるから安心しろよ」

　浩太の声とともに雷鳴がまた部屋に鳴った。

　続けて人が崩れ落ちる音とともに、銃じゆう声せいに負けない雄お叫たけびが発せられる。

「死ぬなイヴ！　これは命令だ！」

　弾だん丸がんは発射直前に割れた殻に向けられ、イヴの身体から外れた。

　そして、間かん髪はつを容いれずに浩太は魔装からスマホを引き抜き、イヴを押おし倒すようにカプセルの中へと飛び込んだ。
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「マスター!?　一体何を!?」

　浩太の足下に現れた羅ら針しん盤ばんと、イヴの周りにカードのような枠わくが現れている。

「俺の絶対命令権でお前を支配する！　《クロノ・ギア》管理者としてリマインダーへの命令を撤回しろ！」

　この世界の人間を支配して、行動を制御出来るのなら、同じ世界に生きるイヴだって操れる。

　それならば、イヴがリマインダーを作る指示を出すことを止めることも出来る。

　イヴを殺さなくとも、イヴを命令で縛しばることで、リマインダーの攻勢を止めることが出来るのではないか。

　浩太はそう思い、絶対命令権による支配をイヴに対して仕掛けた。

　そして、それは驚くほど簡単に上手くいってしまった。

「あっ!?　あれ!?　本当にマスターの命令を実行している!?　集まって来たリマインダーへの攻撃中止命令と各拠点への撤てつ退たい命令が出せた!?」

「良く聞けイヴ！　お前が世界を滅ぼしてしまうように動いてしまうのなら、俺がそうしないようにずっと縛ってやる！　だから、死ぬな生き続けろ！　これは命令だ！」

「……全くあなたという人は……わざわざ丁寧に銃を突きつけて私を騙して、こんなすごいことするなんて。本当にずるい人ですね」

　呆あきれたような声を出して笑うイヴに、浩太はホッとした笑えみを浮かべた。

　これで助けられたのだ。イヴもシャロンたちもみんな。

　きっと、どちらかだけを選んでいたら、一生後悔していただろう。

「相棒を殺せる訳ないだろ？」

　イヴが《クロノ・ギア》を通じて人に抗うための力や、生き延びるための場所や、生活の糧かてを与あたえ続けたことを、浩太はイヴの死という形で否定したくなかった。

　それに、浩太はイヴを死によって否定せずに、生かすことによって彼女のやってきたことを肯こう定ていしたかった。

　イヴの人生は誰だれかを残しただけで済ませて良いものじゃない、そう思ったのだ。

「全て作戦通り。ってな」

　浩太は立ち上がると、悪い笑え顔がおで倒れているイヴに手を差し出した。

「似ていませんよ。私、そんな悪い顔しませんし」

「イヴがこれを言う時は大体こんな顔してるよ」

「ふふ、やっぱりマスターは意地悪です」

　目元を赤くはらしたイヴが、クスッと笑いながら浩太の手を取る。

　初めて浩太の隣となりに立ったイヴは、浩太より一回り小さくて普ふ通つうの女の子にしか見えなかった。彼女が世界を滅ぼす元凶とはとても思えないほど、柔やわらかい表情が似合う。

「マスターはこれで四人目の運命を変えたみたいです。あの三人は間ま違ちがいではなかったみたいです」

「へ？　三人？」

「シャロンさん達ですよ。あの人達はこの《観測者クロノス》に記載されていた情報が消えていました。死の予定がなくなっていたんです」

　突然のイヴの言葉に、浩太はミーシャとアイラに特別なことをしていないと思って首を捻ひねる。

　模も擬ぎ戦せんで戦って、一緒にご飯を食べたくらいだ。

　でも、今は考えるよりもしないといけないことがある。

「マスター、最後の仕上げです。私を支配して、私に新しい役割をください。時の歪ゆがみを無視するための命令を私に命じて下さい」

　イヴの頼みに浩太は頷くと、イヴの願いと浩太自身の願いを命令という力に変えて、スマホに込めた青い光を解き放った。

「世界に可能性を認めろ。新しい未来を排除するな。これが俺の、俺たちの願いで、イヴ、お前に対する命令だ」

「イエス。マスター。《生体キー》として《クロノス》へ再接続、命令系統の再編集を開始します」

　イヴが浩太の命令を受諾し、両手で懐かい中ちゆう時計の歯車に触れた。

　すると、部屋に淡い光を生み出していた文字が消え、完全な暗闇が訪おとずれる。

「これで本当に終わったんだな」

　浩太の呟つぶやき通り、歯車の止まる音がしても、世界は崩れ落ちる様子も無ければ、丸ごと落下する様子も無い。




　これで浩太は世界も、世界のために命を捨てようとした女の子も救えた。

　これほど素敵な結末はないはずだ。




　上手く行き過ぎた。だからこそ、許されなかった。

　突然、浩太の視界が赤い文字で埋うめ尽つくされ、どこかで聞き覚えのある声がした。

「僕が試ためしたいのはこの世界に住む人達の意志だ。案内役でも異界の者の意志でもないよ」

　同じ声は初めて転移した時に聞こえた、浩太がどこまで進めるか尋たずねた男の声だ。

　そして、その声の主が誰なのかを、イヴは知っていたようだった。

「クロノ!?　何で観測者のあなたが!?　―――マスター。逃にげて下さい！」

　イヴは男の名前を口にすると、突然、浩太の身体を突き飛ばした。

「イヴお前なにしやが――イヴお前!?」

　何が起きたか分からず突き飛ばされた浩太だったが、イヴの姿で何か良くないことが起きているとすぐに理解した。

　突然、イヴの身体が赤い文字に浸食されていたのだ。

「逃げろイヴ。これは命令だ！　逃げる必要があるのはお前だろうが！」

　イヴを助けるために、浩太は必死に手を伸のばしながら命令した。

　だが、浩太の命令は虚しく響ひびくだけで、イヴの身体に染み込んだ字が赤い結晶となって、イヴを飲み込み始めた。

　結晶化した手足だけで分かる。この姿は、人を消すための兵器死を記憶する者リマインダーのものだった。




「マス……ター……逃げ……て」

「イヴ！」

　何とかイヴを結晶の中から引っ張り出そうと、浩太は飛び出した。だが、それよりも早く、イヴの身体は赤い結晶に完全に飲み込まれた。

　もちろん、浩太のスマホの画面にもイヴは映っていない。

　今、イヴがいるのはリマインダーの中だ。

「時の流れに対する異常干かん渉しようを確かく認にん。軌き道どう修正を前倒します」

　リマインダーからイヴの声であって、イヴのものではない声が発せられる。感情豊かなイヴとは似ても似つかない、抑揚の無い機械のような声だ。

「くそっ！　止めろイヴ！　これは命令だ！」

　中身がイヴなら声が届くかもしれない。

　そう思った浩太は、スマホで敵性個体として表示されるイヴを選せん択たくし、必死に命令を出した。しかし、イヴが浩太の声に従う気配は一いつ切さい感じられない。

　代わりに、一歩一歩ゆっくりと、イヴが死を記憶する者リマインダーとして浩太に近づいてくる。

「特異点である異界者を確認。排除を開始します」

　そして、イヴの排除宣言で、彼女にまとわりついていた赤い結晶が変化し、浩太が身につけている飛翔魔装と同じ形へと変化した。

　赤い天使が赤子を抱えるようにイヴを胸の辺りに閉じ込めている。

　一見すれば絶望的光景。

　だが、浩太はイヴの姿を見て、全身から力が湧き出たような気がした。

　何な故ぜなら、イヴの身体が残っている。イヴはまだ死んでいない。

　まだ助けられる。ならば、何度だって救い出す。

「イヴ！　今そこから助け出す！」

　浩太はイヴを見据えて、正面に向かって全力で飛んだ。

　そして、赤い結晶を砕くイメージを拳こぶしに流し込み――。

「うおおおお！」

　全力で魔ま装そうの拳を解き放った。

　拳は一番原始的だが、一番想おもいの込められる武器だ。

　魔装の銃器がろくに使えない浩太でも、十分な威力が出せる。

「魔素が人の意志に反応すると言うのなら、俺の想いに応えろ！」

　だから、イヴのところまで――。

「届けええええ！」

　イヴを助けだそうと伸ばす魔装の手がイヴを囲う結晶に触れた。そして、ピキッと音を立てて結晶にヒビを入れる。

　その刹せつ那な、その腕うではあっけなくイヴに払われた。

「くっ!?」

「排除」

　バランスを崩して速度まで殺された浩太の首に、イヴの赤いナイフの腕がつきつけられる。

「くそ！」

　悪態をつくも、浩太に打てたのは逃げの一手だけだった。

　地図上に映っていた自分の駒こまを大きく右に振ふり、最大速度で自分自身の身体を吹ふき飛とばして回かい避ひする。

「ギリギリ避けたけど。さて、どうする？　このままじゃ、攻こう撃げきが出来ない俺がジリ貧だ。作戦を考えろ。どんなに状じよう況きようが悪くても逆転の目はあるはずだ」

　あまりの状況の悪さに、浩太の独り言が思考から漏れて出てくる。

　だが、その独り言をあざわらうかのようにイヴは浩太を攻め立てた。

「死の運命を思い出せ。特異点」

「ちぃっ！」

　浩太に考える暇を与えないためか、イヴは浩太に攻撃を放ち続けていた。

　しかも、イヴの腕は攻撃する度に成長し、ナイフくらいだった刃がいまや、長く分厚い刃となっている。

　おかげで、最初に比べて攻撃は格段に重く、鋭するどくなっていた。

「考えろ俺！　イヴの行動パターンじゃなくて、イヴを操っている奴やつの考える事を！　そこに勝機は必ずある！」

　そう言った浩太は既に勝機を見出していた。

　何故かイヴは遠えん距きよ離り攻こう撃げきの出来ない浩太に、近接攻撃を仕掛け続けている。

　一方的に遠距離から射しや撃げきを行えば、無傷で浩太を殺すことが出来るのにもかかわらずだ。

　となれば、射撃武器が使えない理由がある。

　もし、《クロノ・ギア》の意思がイヴを操っているというのなら、流れ弾によって《クロノ・ギア》の心臓部であるこの部屋が傷つくことを、恐おそれるのではないだろうか？

「確かめさせて貰もらうぞ！」

　浩太は自分の導き出した仮説を信じて、イヴにもう一度立ち向かった。

「《妖よう精せいの羽根》を防御デイフエン陣ストリツクで展開！　イヴの腕を受け止めろ！」

　浩太の前に現れた青い光の盾がイヴの刃を受け止める。

　ぶっつけ本番だったが、イヴから託たくされた飛ひ翔しよう魔ま装そうの力を初めて使った。

　浩太が使ったのは、防御陣と呼ばれる防ぼう御ぎよ支し援えんコマンド。

　そのコマンドで黒い板状の羽根が魔装から解放され、四角い陣じん形けいを組み、青く輝く盾を羽根の間に生み出している。

　もちろん、出せるコマンドは防ぼう御ぎよだけではない。

　妖精の羽根は浩太の命令によって、攻撃、拘束も出来る万能補助兵器なのだ。

「続けて包囲陣ケージトリツク！」

　浩太のコマンドで、光の盾を生み出す羽根が四方からイヴの身体からだを取り囲む。

　光の盾で敵を取り囲んで動きを封じる。それが包囲陣の効果だ。

「よし、これで捕まえた！」

　浩太は身動きが取れなくなったイヴに、もう一度拳こぶしをぶつけようと飛び込んだ。

　だが、その刹那、イヴの発した声で、浩太は動きを止めた。

「絶対命令権発動」

「え？　増援!?」

　浩太の後ろに翼を生やした赤い人形、リマインダーが三体現れたのだ。

　浩太の額に嫌いやな汗あせが一いつ瞬しゆんで噴き出し、目に映る映像がコマ送りのように遅おそくなっていく。

《妖精の羽根》はイヴの動きを止めることに全て使っていて、敵増援に対して打つ手がない。

　このままでは、イヴにとりついても背中からリマインダーに刺されてしまう。

　危険だ。逃げろ。

　浩太の本能がそう囁く。けれど、聞こえてきた少女の声で、浩太の理性が戦えと叫んだ。

「浩太！」

「シャロ！　覚かく醒せいカード《神速》発動！　敵を貫け！」

　シャロンの姿が見えた瞬しゆん間かん、浩太は迷い無く彼女の力を解き放つ命令を出した。

　そして、流れるように浩太が敵をマーキングすると、加速したシャロンがリマインダー達を一瞬で貫き、砕いた。

　一瞬で形勢逆転に成功。

　――したかのように見えた。

「浩太、ここから逃げるよ！」

　シャロンが有う無むを言わせない勢いで浩太を掴つかむと、浩太はそのまま下の穴に向かって引っ張り降ろされてしまう。

「シャロ!?　何するんだ!?　ってクソっ！　また増援か！　敵の数は三！　射撃体勢！」

「大丈夫！　二人も来てる！」

　シャロンの言葉で、浩太は戦場を映す地図を見なくても、誰が来たかすぐに分かった。

　何でいるのかは分からない。けれど、いるおかげで絶対に負ける気がしなかった。

「ミーシャは左！　アイラは右！　シャロンは中央！」

「了りよう解かいコウ君！　それとシャロリン、ナイス誘導！」

「隊長見習いを連れてこいとは言いましたが、敵はお呼びじゃないですよシャロンさん」

　ミーシャとアイラ、そして、シャロンの魔法弾で、増援のリマインダーは一瞬で蒸発した。

　大量の敵が相手でも無双するミーシャとアイラに、二人に匹敵するほどの力を持つシャロン。この三人の力を貸して貰えば、イヴは簡単に取り返せる。そう思ったのだが――。

「浩太みんなを助けて！」

「え？　何があったんだ？」

　何故シャロンに突然助けを求められたのか、浩太は咄とつ嗟さに理解出来なかった。

　浮遊島を包囲していた敵はまだ動かないはずで、このクロノ・ギアにいる敵もまだ眠っていると思っていたからだ。

　けれど、その時はもう訪れていた。

「お父さんから連絡があって、島のいたるところにリマインダーがわき出したらしいの。今お父さん達が避難の指示を出してる。その避難指示に、浩太の全てが見える目と力が必要なの」

　リマインダーを使って全ての人間を消し、世界を巻き戻す時が始まっている。

　その命令を出しているのはリマインダーに取り込まれ、何者かに操あやつられているイヴだ。

「……始まったのか。でも、対処法は分かってる！　イヴを止めれば、全て止まる」

　だから、今すぐにでもイヴの元へと戻ろうとしたが、イヴはもう浩太の手の届く場所にいなかった。

「え……？　イヴお前どこに行くつもりだ？」

　イヴの反応が先ほどまでいた《クロノ・ギア》の管理区から消えていた。慌あわてて地図の範はん囲いを広げると、真っ直ぐ上に向かってイヴの駒が動いている。

　その動きを追っていくと、浮遊島の中央、《クロノ・ギア》の中央塔の頂上でイヴの反応が止まった。

「これは……」

　地図を見て、浩太は首を横に振った。

　モニターに映る地図では、イヴを中心に浮遊島のいたるところが敵のコマで赤く染まり、赤いコマが飛び回っている。

　その指揮をとっているのは、もちろんイヴだ。

「ダメだイヴ！　お前がここを壊こわしちゃダメだ！」

「え？　ちょっと待って。イヴって《クロノ・ギア》から来たんでしょ？　生きる術を与えてくれる人たちが何でここを壊すの？」

　浩太の叫びに、シャロンが戸と惑まどったような声を出した。

　そんなシャロンの戸惑いを見て、浩太は辛つらい現実を突きつけないといけない覚かく悟ごを決めた。

　この世界は《クロノ・ギア》に頼たより切った生活をしている。命を脅かす敵から守ってくれる《クロノ・ギア》がリマインダーを生み出していると知れば、シャロン達はショックを受けるだろう。

　けれど、その上で彼かの女じよ達たちに力になって欲しい、と思った。

　だからこそ、今はやるべきことをまず片付けないといけない。

「分かった。住民達の安全確保が先だ。ここだと敵が現れるし、一いつ旦たん外に出よう。そこで全すべて話す」

　一人命を賭かけてみんなを守ろうとしてくれたイヴのことを。







第六章「覚悟」







　浩こう太たは敵のいない地区を見つけ、絶対命令権を使ってとにかく住民をその場所に避難させた。

　迅じん速そくな対応のおかげか、死者はいまのところ出ていない。

　これで一段落と言いたい所だったが、問題は山積みだ。

　イヴの操るリマインダーがこの避難地区をいつ襲おそってくるか分からない。

　むしろ、こうやって一箇所に集めさせることで、効率良く一いち網もう打だ尽じんにしようなんて作戦かもしれない。

　だから、浩太もゆっくりと休んでいる暇もなく、すぐさま反はん撃げきの作戦を練り、結論を出さなければならなかった。

　とはいえ、決して簡単な話ではない。

　というのも、イヴは浩太と同じ絶対命令権を使える上に、操るコマの数は浩太が圧あつ倒とう的てきに不利。

　普通なら負けが確定している状況だ。

　でも、数で劣おとった戦いはゲームで何度も経験した。

　準備さえきちんと出来ていれば、恐れることは何もない。

「みんな、今から話すことは信じられないかもしれない。でも、信じて欲しい」

　浩太はイヴと《クロノ・ギア》についての情報を包み隠さず全て話した。

《クロノ・ギア》がリマインダーを生みだし、シャロン達を苦しめていること、イヴは《クロノ・ギア》の管理者でありながら、自分を殺して貰ってでも世界を守ろうとしていたこと、そして、今イヴが何者かに操られ、浩太達たちに刃を向けていることを全て話した。

　それを最後まで、シャロンたちは静かに聞いていた。

「これが俺の知っている全てだ」

「コウ君はどうしたいの？」

　ミーシャの問いかけに浩太は驚いてしまった。自分達の生きていた常識が覆されたはずなのに、彼女はまったく動揺していない所か、浩太の意思を尋ねたのだから。

「え？」

「イヴを助けて世界を見捨てる？　それとも、イヴを殺してこの世界を救いたい？」

　ストレートに尋ねてくるミーシャに浩太は短く息を吸い込んだ。

　いつものおふざけじゃない。回答次し第だいじゃどうなるかは分かるよね？　と言外に伝えているような口調だ。

「俺はイヴを助けたい」

「ごめんね。私はリマインダーを殲せん滅めつして、地上を取り戻すために作られた。保護してくれたロイさんには、シャロリンを敵から守るようお願いされた。それと、もう一つ、コウ君が敵なら倒たおせと命令されているの。コウ君が私達を捨てる選択肢を選ぶのなら、私はみんなを守るために、あなたを倒さないといけない」

　ミーシャが微笑みながら剣けんを浩太に向ける。

　ふざけているようにも見えるが、冗じよう談だんではなく本気だろう。

　でも、浩太は笑っていた。ミーシャとまるで雑談でもするかのように気楽な笑顔で。

「ミーシャ、人の話は最後まで聞けよ。人の話は最後まで聞いて下さい、ってイヴに怒られるぞ」

「へ？」

「俺はイヴを助けて、この世界も救うつもりだ」

「さっきの説明だと、コウ君がイヴを命令で縛れなかったから、こうなったんじゃないの？」

「リマインダーの阻害が無ければ支配は出来る。だから、イヴをリマインダーの結けつ晶しようから引っ張り出せれば俺たちの勝ちになる」

「本当に出来ると思ってるの？　コウ君と戦ったから分かるけど、コウ君とイヴの使う絶対命令権って、戦う側からするとすごく厄やつ介かいなんだよ？　先読みされるし、隙すきをついて見えない所から攻撃くるし」

　ミーシャの不安は当然の反応だった。

　というのも、イヴは浩太の手を知り尽くしている上に、全く同じ先読み能力と分ぶん析せき能力を持っている。

「出来るよ」

「根拠は？」

「俺はイヴの作った試練ゲームを完かん璧ぺきにクリアしたんだぜ。俺の方がイヴより戦いの運び方は上手うまい。だから、俺とみんなならイヴに勝てる」

「数はこっちが不利だよ？」

「でも、イヴの手駒は作られたばかりでレベルの低い天使型アンヘルだけだ。強い大型の敵もいない。けど、こっちはメチャクチャ強い三人がいる」

　戦力の数で劣っていても質では勝っている。だから、浩太がミスしなければ、戦略と戦術次第で勝てる。

「俺に力を貸して欲ほしい。これは命令じゃない。お願いだ」

　この戦いはゲームではない。言葉通り命を賭けて貰う戦いになる。

　しかも、浩太の個人的な願いのための戦いだ。

　だから、絶対命令権の力で三人を従わせず、頭を下げて頼んだ。

「浩太、私は浩太の力になれるんだよね？」

　いちはやく声をかけてくれたシャロンに対し、浩太は顔をあげて目を合わせた。

「シャロの高火力に頼る戦せん闘とうになると思う。イヴに優先的に狙われるだろうし、負担が大きいかもしれない。それでも頼めるか？」

「浩太は私たちなら勝てるって信じているんでしょ？　なら、私は浩太を信じるよ。私が浩太の力になれるのなら、私の命と力を使って」

「ありがとう。シャロ」

　これでメイン火力は用意出来た。後は牽けん制せい役と斬り込み役が欲しい。

　その役割に相応しい姉妹はというと――。

「シャロンさんがそう決めたのなら、ロイ大たい佐さに護衛を命じられている私も行きます。姉さんはどうしますか？」

「まぁ、こうなったシャロリンはテコでも動かないしねぇ。付き合うしかないでしょ」

「ということです。隊長見習いさん、私の眼と姉さんの力も使って良いですよ」

　ほとんど自分の意思が感じられないアイラの返答に、浩太は拍子抜けした。

　アイラなら毒気たっぷりに皮肉の一つでも言うと準備していたのに。

　でも、それで浩太はやっと気がついた。

　アイラは戦いに自分の意思を持ち込まないことに。

　ロイに与えられたシャロンの護衛、そして、誰かから与えられた敵を殲せん滅めつしろという役割を果たすことしか考えていない、と。

　アイラは自分を戦いの道具だと完全に割り切れている。

　それなら、きちんと伝えないといけないことがある。短い間だったが、隊長と呼んでくれた彼かの女じよに対しての義理だ。

「アイラ、君の戦眼共有リンケージは確かにすごい能力だし、戦闘を左右する力だけど、もうちょっと自分の身に気を配れ。そうじゃないと連れて行けない」

「何故そんなことを今言うのでしょう？　力を貸してくれと言ったくせに、あなたは私の力を必要無いと言うのですか？　姉さんとシャロンさんだけで良いと？」

　いきなり拗すねられた。

　もちろん、厳しい言葉を言った自覚はあった。そして、拗ねられるのも予想出来た。でも、三人の中で一番危険なのはアイラだと浩太は考えていた。

　彼女は誰よりも大人のように振る舞っているように見えて、誰よりも危ない生き方をしていたように見えたから。

「言い方がきつかったのは謝あやまる。でも俺はアイラに死んで欲しくない。まだアイラの作るお菓子食べてないしな。戻もどってくるのを待ってくれたら、俺もあっちの世界のお菓子持ってくるからさ。交換しようぜ」

「ハァ？　縁起の悪いことを言わないで下さいよ。全く無神経な方ですね。そんなのだから、私の文句が減らないんですよ。このすっとこどっこい。それにそれは連れて行かない理由になっていません」

　アイラが眠たそうな目をつり上げ、犬歯を見せながら浩太を罵ってくる。

　とても可愛かわいらしい威嚇だけど、きっと内心では本当に怒っているのだろう。

　だから、浩太は隠かくし事無しでぶつかることにした。

「シャロとの模擬戦の時、最後ミーシャに勝って貰うために攻撃をわざと避よけずに突っ込んで、シャロを見ていただろ？　あれ、アイラなら避けれたんじゃないか？」

「やめてください！」

「いや、止めない。アイラはあの時、避ける素振りすら見せなかったからな。となると、考えられるのは最後までミーシャの目にならないといけない、って考えたんだろ？」

「人の心にズケズケと……。だって、私は……姉さんの部品なのですよ。姉さんを生き残らせるためになら、この命を捨てないといけないんです！」

　浩太は短く息を吐はいて気持ちを落ち着かせると、アイラの頭に手をポンと乗せた。

「な、なにするんですか？」

「俺おれはアイラに自分の意思で協力して欲しいんだ。ロイさんに与えられた任務だからって理由じゃなくて、ミーシャの身代わりになるためでもなく、さ」

「全て私の意志です！」

「料理の話とお茶の話をしていた時のアイラは楽しそうだったぞ。あれもロイさんに与えられた任務だから楽しかったのか？　ミーシャの部品だから楽しかったのか？　お菓子が好きだって笑っていたのは誰なんだ？」

「それは……」

　浩太の言葉で、アイラの犬歯が隠れ、消え入るような声を出して俯うつむいてしまう。

　アイラにかけられた呪のろいは、出来ることを固定され、すべきことを押しつけられ、自分自身の決定権をなくしたことだ。

　その呪いだけは、アイラを戦いに連れて行く前に解いてあげたかった。

　アイラも自分の意思と命を持っていることを認にん識しきしなければ、ミーシャとシャロンに危険が迫った時に、間違い無なく身代わりとなって死を選んでしまうから。

「もう一度ちゃんと言う。アイラはミーシャの部品なんかじゃなければ、目でも身代わりでもない。ましてや戦う兵器でも無い。アイラはアイラだ。意思を持った人間で、俺の大事な友達で、シャロとミーシャの大事な妹だろ。そんな大事な人を俺は無む理り矢や理り危険な場所に連れて行きたくない」

　浩太は言いたいことを言い切ると、アイラから手を離はなし、照れくさくなってつい頬ほおをかいた。

「俺はアイラに会えて良かったと思ってる。口は悪いけど、一緒にいて楽しかった。だから、忘れるな。アイラがいなくなって悲しむ人は目の前にいる」

　浩太の言葉にアイラはよほど困こん惑わくしているのか、口をパクパクと動かして、声にならない声を出している。

　浩太はアイラのそんな様子を見て、最後の確認をした。

「アイラ、他人が決めつけた生き方で無理しないで良い。知ったような口を聞くな。って怒おこられそうだけど、怒る前にもう一度自分の意思で、俺についてきてくれるか考えて欲しい」

「隊長は私を連れて行く場合、私をどう使うんですか？」

　浩太がどのように戦うか。それを聞いてから判断する。

　アイラの言葉を、浩太はそう受け止めた。

「アイラの装備を考えると、前衛と後衛のフォローを兼ねた遊撃かな。場合によっては前衛に参加。アイラは判断力に優れているから、安心してその一番大変なところを任せられる」

「一番大変な場所を押おしつけるつもりですか」

「うん、アイラが自分を犠ぎ牲せいにしないって約束してくれるならだけどね。俺はアイラにも生きて欲しいからさ。だから、その約束が出来ないのなら待機してもらう」

「今のはずるい。……悔くやしいですが、初めてです。あなたみたいな人……」

「えっと？」

「隊長になら力を貸してあげても良いと言ったのです。このすっとこどっこい。ただし、私が無茶しないようちゃんと見て、大切に使うと言うのならですけど」

　腕を組み、真っ赤な顔でそっぽを向いたアイラに、浩太は苦笑いした。

　相変わらず、毒気たっぷりだが、これでこそアイラとも感じた。

「ありがとうアイラ。絶対に生きて帰るぞ」

「お礼はそっちの世界のお菓子が良いです。くれなかったら、怒いかります。絶対忘れないで持ってきて下さいよ」

　アイラの戦う目的がお菓子になってしまうあたり、アイラはミーシャに似てもっと明るくて愉快な子なのかもしれない。

　そう浩太に思わせるくらいに、柔らかい口調だった。

　これで残りはミーシャだけだ。

「むー……お姉ちゃんは不満だよ!?」

「へ？」

「いつのまにか、妹と妹分がコウ君にとられた……。私のお姉ちゃんとしての威い厳げんがなくなったよ!?　どうしてくれるの!?」

「んなこと言われても!?」

　もともと威厳なんて無かった気がする。とはとても言えない。

「まぁ、冗談。でも、嫉妬しちゃうよ。私はどうなのさコウ君？」

「ミーシャは心配していないよ」

「何かシャロリンとアイラちゃんと扱あつかいが違ちがうんだけどー!?」

「あぁ、誤解させたならごめん。ミーシャはふざけている振りして、いつだってマジメに考えているだろう？　それに、あんなに質問してきたのに、質問を止めたのは参加するかしないかとっくに決めたってことだと思ったんだけど」

「ありゃりゃ、思った以上に見透かされているなぁ。まぁ、その通り、妹二人を守るために参加させてもらうわ。フフフ、残念だけど、このお姉ちゃんは簡単に落ちないぞ？」

　浩太の問いにミーシャは意地悪そうな笑えみを浮うかべている。

　だが、浩太はそれが照れ隠しだというのを知っていた。それに簡単に落ちないというのは頼たのもしいことこの上ない。

「それがミーシャの意思なら心配する必要はやっぱり無いよ。ミーシャは何があっても生き残ろうとするしたたかさもあるしな。そんなミーシャが二人を守るのなら、俺がミーシャを守る。ミーシャの隠している本当の力も俺なら何とかしてあげられるから」

「え!?　あれは伝えてないよ!?」

　浩太はミーシャの秘密を伝えられていなくても知っていた。というのも、模擬戦の時、ミーシャ達に勝つために彼女達のステータスを全て把は握あくしていたからだ。

「俺の絶対命令権なら、ミーシャを守れる。だから、一人じゃないってことだけは忘れないでくれ。アイラが目なら、俺はミーシャの翼つばさになるから、安心して――」

「――っ!?　コウ君タンマ!?　恥ずかしいからストップ！」

「ふがっ!?」

　浩太の頭がいきなりミーシャの胸に抱き寄せられて、豊満な胸に挟はさまれた。

　それに、恥ずかしいからストップと言う割に、ミーシャはもっと恥ずかしいことをしていた。

　おかげで、薄布一枚越ごしに伝わるミーシャの胸の感触と心音に、浩太の心臓が飛び出そうなくらい強く鼓こ動どうを打った。

「ミーシャ!?」「姉さん!?」

　シャロンとアイラが同時に驚愕の声をあげた。

　ミーシャと長い付き合いの二人でもこの奇行は予想外だったのだろう。

　結構大きな声だったのだが、ミーシャはお構いなしで浩太を抱き続けていた。

「コウ君が私のことよーっく見てくれているのは分かったから、それ以上言わないで大だい丈じよう夫ぶ！　ちゃんと協力してあげるから！」

「あ、あ、ありがとう……そ、それよりも……その……、非常に恥ずかしいんだけど」

「って、きゃっ!?　あ、あはは、ごめんねコウ君？　守ってくれるなんて言ってくれた人初めてで……。ほら、みんな私に助けてって言う人ばっかりだったし……。そのちょっと驚おどろいちゃって、何したのか分からなくなっちゃった」

　ようやくミーシャは自分のしでかしたことに気がついたのか、恥ずかしそうに胸を手で隠した。

　ミーシャでも照れることがあるのかと思うと、浩太も急に顔が熱くなるのを感じた。

　けれど、そんな浩太を恨めしそうな目で見る者がいた。シャロンとアイラだ。

「浩太ぁ……」

「隊長さん……最低です。やっぱ胸ですか？」

「ちょっ!?　俺のせいじゃないだろ!?」

　明らかに不可抗力だ。ミーシャが勝手に暴走した事故のはずだ。

　それなのに、そんな怒った目で睨まれても、どうしようもない。

　けれど、浩太の困惑などお構いなしで、シャロンとアイラは光を失った目で互たがいの胸の辺りを見つめ合っている。

「ねぇ、アイラ、簡単には落ちない、って言ってたけど、あれ、落ちたよね？」

「瞬殺でしたね。ちょろすぎです。でも、考えてみれば姉さんって頼られることはいっぱいありましたけど、姉さんが甘えられる人っていませんでしたから、それはもう見事に直撃したんだと思います。……私も人のことあまり言えませんけど」

「なんにせよ、あの胸についた凶器に対抗する必要があるわ……。やっぱりマッサージが一番かしら？」

「そうですね。後で入念にマッサージをしあいましょう。って、何を言わせるんですかシャロンさん!?　私はそういうのじゃないです!?」

　一体何のマッサージなのかを聞きたいところではあったが、浩太はぐっとこらえた。

　それにしても、イヴを助けに行くために、力を借りようとお願いをしていたのに、随ずい分ぶん変な流れになってしまった。

　しかも、その流れを作った元凶ミーシヤが満足そうに手を叩たたくのだから、手に負えない。

「はいはい。みんな、余計なことに気を取られている時間は無いよ。コウ君もいつまでも恥ずかしがってないで。イヴちゃんを助けに行くんでしょ？　バシッと決めなさい」

「お前が言うなっ!?」「ミーシャが言わないでよっ!?」「姉さんが言わないで下さい」

　浩太、シャロン、アイラ、三者三様の同時つっこみに、ミーシャが可愛らしく舌を出す。

「てへっ」

　緊きん張ちよう感かんも何もあったものじゃない。

　世界の危機とか、命を賭けて戦おうなんて空気は一切感じられない。

　でも、確かにこの四人にそんな物は必要ないかもしれない。

　浩太はそう思うと、フッと小さく笑って、皆みなの顔を見回した。

　こんな状況でも笑っていられるこの四人なら、何でも出来る。

「行こう。イヴを助けに」

「「了解！　隊長！」」





○






　浩太の前に、半はん透とう明めいの画面が三つ横に並んで現れている。

　中央には浮遊島クレイドルの全域地図、左側には浩太の魔装の状況、右側にはイヴの周辺を拡大して表示していた。

　浩太はその地図の中でリマインダーが少ない道を指でなぞり、シャロン達と共に飛んで行く。

　その間、ロイを始めとする正規の騎き士しが敵を引きつけているため、浩太達の少人数の部隊にイヴの手は伸のびてこなかった。

　とはいえ、敵の数が多いため、ロイ達も長くは持たないだろう。

　今ここで主力部隊が潰れてしまったら、浩太の奇き襲しゆう作戦は水泡に帰す。それだけは阻そ止しせねばならない。

「ロイさん聞こえるか!?」

「浩太君か！　住民達の避難誘導感謝する！」

　ロイが応答すると同時に、通信越しに爆ばく発はつ音おんが連続して聞こえる。

　何か不味まずいことが起きたのかと思って地図を見てみると、ロイの周りにいたリマインダーが八体消えていた。

「やるなロイさん。俺おれ達たちは相手の指揮官の裏をとって奇襲をしかけます。そいつさえ止めれば、敵の動きは止まるので、それまで戦線を何とか維い持じしてください」

「指揮官？　リマインダーを操っている者がいるのか!?」

「はい。島の中央にあるクロノ・ギアの塔に。俺が今からシャロたちと止めてきます！」

「……シャロか。勝算はあるのだな？」

「あります。だから、それまでの間、指示と支し援えんは出来ませんけど、俺の地図に映る情報を転送し続けるので、何とかそちらの判断でもちこたえてください。それでも、どうしようもない時、一分間だけ俺が力を貸せます。必要になったら俺を呼んでください」

「報告にあった覚醒カードというヤツか？」

「はい。皆さんの力を一時的に上げることが出来ます」

「浩太君、君を疑ったことに謝罪を。今は君がいてくれて本当に心強い。本命は任せるぞ浩太君。我々も維持などとは言わん。ここを突破して後で追いかけよう」

「了解っ！」

　ロイは強気だったが、地図で戦せん況きようを見る限り、十分以内に片付けなければ戦線は維持出来ないだろう。浩太に不安を与あたえないように、気を遣ってくれたのだ。

　おかげで、これから始まる戦いに、新たな条件が加わった。

「作戦目標は、十分以内にイヴを止めること！　ロイさんもみんな助けろ木きの下した浩太！」

　浩太は自分を鼓舞するように自分の名を叫さけんだ。

　浩太の方も戦闘が始まったのだ。

　浩太が危き惧ぐした通りに、地図の中で、突とつ然ぜん薄紅色のコマが浮かび上がっている。

　敵の奇襲が来る未来が見えたのだ。

「読めてるっての！　みんな突破するぞ！」

　浩太の叫びから五秒後、目の前の地面が割れ、中から翼の生えた赤い人形が五体現れる。

「死の運命を思い出――」

　だが、敵が現れた瞬間、敵の上半身が揃そろって砕くだかれた。

　他所からの援えん護ごでもイヴが正気に戻ったからでもない。浩太は戦う前から勝敗を決めていた。

　敵が地面から現れる前、浩太は既すでに三人に命令を済ませていた。

「シャロ、指定ポイントに長ちよう距きよ離り砲ほうの貫かん通つう弾で砲ほう撃げき！」

「了解！　そこだね」

　続けて、アイラへ別の敵が生まれてくる場所に攻こう撃げきするよう合図を出す。

「アイラ、指定ポイントにライフルをありったけ撃うち込め」

「了解です。そこから出るという言葉、信じます」

　最後に、ミーシャには最後の仕上げを指示した。

「ミーシャ、指定のルートを全速力で駆け抜けつつ、剣で敵を切り捨てろ」

「頭出した奴やつから、バッサバッサ切り捨てちゃうね」

　そうして、浩太が指定した通りの場所に、敵が現れた。

　だから、リマインダーの群れは現れた瞬間、シャロンに撃ち貫かれ、アイラに撃ち砕かれ、ミーシャに切り捨てられた。

　敵に戦うことすら許さない圧倒的な戦略勝ち。ゲームを完全攻略した浩太の経験が、世界を滅ぼす危機にちゃんと通用する。そう、証明するには十分な戦果だ。

　おかげで、浩太は負ける気が微み塵じんもしなかった。

　どんな不可能でもこの三人となら超えていける、そう信じられた。

「後はこのまま誰だれ一人ひとり欠けること無く、イヴに接近。俺をイヴと接触させてくれ。その後は俺がイヴを助けてこの戦いを終わらせる。俺達なら絶対にみんなを助けられる！」

「当然！」「当たり前です」「余よ裕ゆうだね」

　浩太の鼓舞に三人の声が重なる。

　その後、浩太達は邪じや魔まをする敵を瞬殺しながら大通りを突つき進み、《クロノ・ギア》地上部である塔のふもとへと辿り着いた。

　どの建築物よりも高く、長細い円えん錐すい型けいの電波塔のようにも見える塔だ。

　その頂上には世界を滅ほろぼすために、手を掲げる浩太の相棒がいた。

「イヴ、必ずお前を止める」

　浩太は戦いの覚悟を改めると、大きく息を吸い込み、天に吼ほえた。

「みんな絶対に死ぬなよ。これは命令だ！　行くぞ！」

　世界の終わりを防ぐため、三人の従姫と一人の異界者の翼がうなり声を上げて、天へ昇った。







第七章「決戦」







　イヴの周りには従者のように付き従い、膝をつく赤い人形が円形に十二体並んでいる。

　その中心にいたイヴは近づく浩こう太たを認識したのか、掲げていた手を前に振ふり下おろした。

「特異点を視認。迎撃準備」

　イヴの言葉で偽天使達が浩太達に顔を向けて、赤い翼を広げる。

　時を同じくして、イヴの姿を捉えた浩太も、力のこもった号令を発した。

「イヴを見つけた！　みんな構えろ！　作戦通りやるぞ！」

　浩太の号令でシャロンが長距離砲を構え、ミーシャとアイラもそれぞれの得物を構える。

　もはや、後戻りは出来ない。

　お互い姿を晒さらしている以上、道中で出来たような奇きし襲ゆう潰つぶしのような奇策は出来ない。

　正面から力と力をぶつけ合う決戦は避けて通れなかった。

「戦闘開始！　イヴを取り返すぞ！」

「排除開始。特異点を排除せよ」

　浩太とイヴ、二人の指揮官の号令が重なった。

　浩太のかけ声と同時にシャロンの長距離砲が咆ほう哮こうを上げ、リマインダーの頭部を吹き飛ばす。

　浩太は先手を取るために、まずはシャロンに攻撃指示を出していた。

　シャロンの最大射しや程てい距きよ離りはリマインダー達よりもわずかに長く、接近する前に攻撃が出来たためだ。

　その一いち撃げきで敵に致ち命めい傷しようを与えられたのは大きかった。

　とはいえ、それだけでは勝てない。あくまで出だしに躓つまずかなかったというだけだ。

　浩太の隊が数の上で大きく不利な状じよう況きように変わりはない。

　勝てるかどうかはこれからの浩太の采さい配はいにかかっている。

「ミーシャとアイラは右前方の指定ポイントまで前進、敵が釣れた瞬しゆん間かんに反転する。シャロは現地点から二人の援えん護ご射しや撃げき」

　浩太が戦略地図にタッチでマーカーを打ち込み、ミーシャ達を指定地点へと移動させる。

　こういう時の鉄則は敵を分散させて、孤立した敵を集中攻撃することだ。

　具体的には、孤立させた敵をミーシャとアイラで動きを封じながら耐たい久きゆう値ちを削り、遠距離から大火力のシャロンの狙そ撃げきを命中させる。

　そうすれば、戦う時間が短くて済み、味方が攻撃を食らうリスクが下げられる。

　この戦略に必要なものは、敵を目的地まで釣り上げる機動力と、釣り上げた敵を一いつ瞬しゆんで仕留める瞬間火力だ。

　浩太の指示はミーシャとアイラに機動力で囮おとりの役割に、シャロンには火力で敵を撃ち落とす役割を分担させるものだった。

　だが、浩太が命令を出すと、イヴもすぐ対応をしてみせた。

「全機その場に待機。一番から三番は火力支援。四番から六番は特異点へ向け砲撃。七番から九番は右翼で敵を十字砲ほう火か、十番から十一番は左翼の迎撃」

　イヴの部隊はどっしりとその場を動かず、ミーシャ達を迎むかえる布ふ陣じんだ。

　どうやらイヴは、数的優位を容赦無く活いかして、浩太たちを圧殺するつもりのようだ。

　見え透いた手は食らわない。そう言っているようだった。

　互いが互いに意図を読み合う中、浩太はすぐに作戦を変化させる。

「まとまってその場を動かないのも、想定の範はん囲い内だ」

　そして、浩太は頭を瞬時に切り換かえ、次の手を指す。

「シャロは敵陣中央に爆炎球弾エクスプロージヨンの射線を取れるよう上空へ移動。アイラとミーシャは、シャロの爆ばく撃げきで、敵が散開したところを各個撃げき破は出来るように準備！」

　イヴのとる密集陣じん形けいは攻撃面でも防ぼう御ぎよ面めんでも強いが、一つだけ弱点がある。密集部隊を丸ごと攻撃出来る範はん囲い攻こう撃げきだ。

　何な故ぜかというと、固まっている範はん囲い全てを一度の攻撃で飲み込めるのなら、たった一撃で敵を一網打尽に出来てしまうからだ。

　そして、撃ち漏らした敵はミーシャとアイラが片付ける。

　そういう作戦だったのだが、浩太が動けばイヴもすぐに動いた。

「一番から三番は前進。ターゲットＳシヤロンに集中砲火。四番五番は左右に散開」

　シャロンが浩太の命令で高度を上げようとした所、浩太とシャロンの頭上を赤い三本の光が通り過ぎたのだ。

「きゃっ」

「シャロはこの場で待機に変へん更こう。長距離砲はチャージしておいてくれ」

　イヴの攻勢に、浩太はシャロンの移動を即停止させた。

（これも読まれたか。シャロンを集中的に狙ねらって、攻撃を封じられた。射程範囲外から狙撃しようにも、ミーシャたちとの距離が開き過ぎて分断されるか。さて、次はどうする？）

　浩太の狙いは、またイヴに読まれていた。

　イヴは的確にシャロンの出鼻を挫くじき、その間にリマインダーを分散させている。

　そのおかげで、シャロンの爆撃で巻き込める敵の数は多くて二体しかいない。

　イヴの的確な判断で、浩太の範はん囲い攻こう撃げき戦術は失敗した。

　浩太とイヴの思考は、まるでペアになるパズルのようにかみ合っていて、お互いに決定打を打てないでいた。

　けれど、この時点で望む形に持って行けたのは浩太の方だった。

　イヴはシャロンの爆ばく撃げき魔ま法ほうから部隊を守るため、部隊を散開させていた。

　ここが勝負所。そう判断して、浩太は攻勢に出た。

「アイラ、分散してきた敵にライフルで攻撃。アイラの力量なら、一対一で勝てる相手だ」

「了りよう解かいです。攻撃開始します」

　アイラが両りよう腕うでにライフルを構えて交互に引き金を引くと、的確にリマインダーの関節を撃ち抜き、反撃される前に敵の動きを封じた。

　続けて、浩太はミーシャにも一対一の戦いをするように指示を出す。

「ミーシャは右側に飛び出した敵を接近戦で一気に片付けてくれ」

「はいはーい。任せといて。よっと！」

　浩太の命令に、ミーシャも大剣を抜ぬいて、リマインダーの胴を真っ二つに切り裂く。

　これで、最初の一体と合わせて三体を撃破したことになる。だが、ボスであるイヴはまだ自分から動かずにリマインダーを動かした。
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「騎士の散開を確かく認にん。包囲、殲滅」

　二体は捨すて駒ごま、アイラとミーシャを釣り出すための必要な経費だとでも言わんばかりの指示だ。

　イヴは浩太の動きに応じて、常に効果的な戦術を立ててくる。

　だからこそ、読みやすかった。

「シャロは中央にいる敵を狙撃。敵をミーシャとアイラのところに行かせるな」

「了解！　みんなの所には行かせない！」

　シャロンの勇ましい声とともに、青い弾だん丸がんが敵陣中央に向かって飛んで行く。

　散開し始めたリマインダーが青い閃光に貫かれ、赤い結晶が飛び散った。

　これで四体目の撃破だ。

　ミーシャとアイラだけに目を奪うばわれているのなら、シャロンが活きる。

　前衛、中衛、後衛が揃そろっているおかげで、あらゆる戦況に浩太は対処出来ていた。

　けれど――。

「一番から四番、ターゲットＭミーシヤ、七番、八番、十一番十二番ターゲットＡアイラ」

　イヴの取った戦術は、残りの戦力をミーシャとアイラに均等に振り分け、シャロンを無視することだった。

　多少シャロンに撃ち砕かれようと、数の暴力でミーシャ達を圧殺する力押し戦術だ。

　こうして、浩太とイヴのかみ合っていた思考の歯車が外れ、お互いの見出した勝ち筋を押し通すための局面に変わる。

「アイラとミーシャは後退しながら反はん撃げき、指定地点で合流してくれ。シャロンは爆撃の用意！　ミーシャを追う敵を狙い撃て」

　作戦通り。いや浩太の想定以上に敵の処理が上手く行っている。

　十二体いた敵も、今や残り八体だ。流れも完全に浩太が掴つかんでいるように思える。

　それなのに、妙な不安を感じた。

　相手が俺と同じ力を持ったイヴなら、こんな簡単に上手く行くはずが無い。

　そう浩太が思った時、イヴの手の中に八枚のカードが現れ、砕け散ったカードの光で世界が一瞬、赤く煌きらめいた。

「《神速》発動」

「やっぱり使えるのか！」

　イヴの命令に、浩太は全身に寒気が走った。

　ミーシャとアイラが追い回していたリマインダーの胸むな元もとに金時計が現れ、今までの三倍速で動き始めたせいだ。

　身体からだの動きを何倍にも速くする特とく殊しゆな魔ま法ほう《神速》。

　さすがのミーシャとアイラも、覚かく醒せい強化された敵の動きについていくので精せい一いつ杯ぱいとなる。

　姉妹の攻撃が敵に尽ことごとく避けられ、逆に反撃されて分断される。

　そして、あっという間にミーシャもアイラも四体の敵に囲まれてしまった。

　なんと、敵を分断したつもりが、分断されたのは浩太達たちだった。

　イヴの狙いはコマを捨ててでも、この状況を作り出すことだったのだ。

「ちっ、ミーシャとアイラの合流が間に合わない。最初に落とせた敵は囮の捨て駒。いきなり《神速》を使わず、リマインダーの数が減るまで待ったのは、俺達を油断させるためか」

「こちらアイラ。すいません。敵に囲まれました。あの速さはシャロンさんが模も擬ぎ戦せんで見せた、隊長の力と同じものですか？」

「そうだ。何とか一分しのぐぞ。あの力の制限時間は一分だけだ。しかも、連続使用は出来ない。これをしのいだら反撃に出るから耐たえてくれ」

　一分間の猛攻に耐えるため、浩太は自分の出来るサポートを最大限実行していく。

「妖よう精せいの羽根、アイラとミーシャに防御デイフエン陣ストリツク展開。これで少しは楽になるはずだ」

　浩太が妖精の羽根の陣形を防御陣で設定し、ミーシャとアイラに八枚ずつ分配した。

　すると、彼かの女じよ達たちの目の前に青い盾が現れ、リマインダー達の攻撃を防ぎ始める。

「ナイスサポート、コウ君！」

「ありがとうございます隊長。絶対に落ちません」

　ミーシャとアイラの表情に幾分か余裕が戻り、降り注ぐ赤い砲ほう弾だんの雨をかいくぐり、逃げ回る。

　そんな二人をイヴは執しつ拗ように追い続けた。

「各隊、殲せん滅めつ目標を中央に」

　イヴはアイラとミーシャをそれぞれ囲むようにリマインダーを配置し、簡単には逃げられないよう網を作り――。

「包囲を維持し、円の動きで全方位からの集中砲火」

　四機一組のリマインダーが円を描くように飛び回り、四方から同時にミーシャとアイラを攻撃する。

　逃にげ場ばの無い全方位攻撃。それを回かい避ひしようとミーシャとアイラは上下に激しく飛び回って、囲いから逃げだそうとしている。

　妖精の盾のおかげで直ちよく撃げきは防げているが、戦況は最悪だ。

　味方は完全に分断された上に包囲され、集中砲火を受けている。

　だが、浩太はこの状況で、逆転のための一手を打つつもりでいた。

「ミーシャ、アイラは回避最優先で後退しながら合流してくれ！　シャロは二人が合流した瞬間に爆炎球弾を撃ち込むんだ」

　浩太は臆おくすること無く三人に指示を出した。

　どれだけ素す早ばやく敵が動き回ろうが、シャロンの放つ爆撃魔法の攻こう撃げき範はん囲いに入ってさえしまえば絶対に命中する。

　だが、そんなことをすれば――。

「浩太本当にそれで良いの!?　ミーシャとアイラを私の攻撃に巻き込んじゃうよ!?」

「大丈夫。俺を信じてくれ。ミーシャもアイラも俺を信じて最後まで諦あきらめるな。絶対に俺が守るから！」

「っ！　分かった。浩太のこと信じるよ。二人を助けよう」

　浩太は心の中でシャロンの即断にありがとうと呟つぶやくと、目の前に投影される地図に次々とマーカーを打ち込みながら、三人に移動指示を出した。

　とはいえ、戦況はまだまだ悪い。

　けれど、誰だれも諦めていない。一番辛つらい場所にいるミーシャとアイラも軽口を叩いている。

「アイラちゃん無茶しないでよ！　今はお姉ちゃん忙しくて、手を貸してあげられないから！」

「大丈夫です。隊長からお菓子を貰もらうまで死なないと約束したので。というか、姉さんこそ私がいなくてもちゃんとやってくださいよ？　いっつも肝心な所でぼけるんですから！」

　二人は冷ひや汗あせをかきながらも笑みを見せ、上下運動や急加速、急ブレーキを駆く使ししながら包囲する敵に反撃する。

　そんな二人の様子は、まるで激しくステップを踏む踊り子のようで、リマインダーの赤い銃じゆう弾だんが二人を照らすスポットライトのように辺りを赤く輝かせる。

　そして、何十秒と続いた踊りの中、赤い輝かがやきが踊り子達を捉え、二人の背後で赤い火の花が咲いた。

「うわっと!?　私に直撃コースで当ててきた？」

「くっ、たった四機なのに振り切れないなんて」

　切れ目のない連続攻撃に妖精の盾がついていけず、ミーシャとアイラが初めて被ひ弾だんした。

　もし、戦眼共有リンケージを発動させていれば、被弾はしなかった。

　けれど、使えなかった。

　何故なら、違う場所にいる敵を見ている時に視界の共有をおこなえば、いないはずの敵をその場にいる敵だと勘かん違ちがいし、余計な回避行動や攻撃をしてしまうミスが生じるからだ。

　イヴはそこまで計算して、ミーシャとアイラを分断したのだろう。

（すごいなイヴ。こんな命を賭かけたやりとりじゃ無くて、普ふ通つうにお前とゲームで対戦したかったな。きっと面おも白しろい戦いになったのに）

　あまりにも鮮やかで流れるようなイヴの戦術に、浩太は悔しさとともに感心を覚えた。

「浩太二人が危ない！」

　シャロンの言う通り、絶体絶命のピンチだ。けれど、浩太は不敵に笑っていた。

「シャロ！　今だ撃て！」

　浩太はただ二人の華麗な舞まいを見守っていただけではない。

　ちゃんとミーシャとアイラを罠のある位置まで絶対命令権で動かしてあった。

　おかげで、敵の包囲網がシャロンの爆ばく撃げき範はん囲いにスッポリ被っている。

「当たれえええええ！」

　シャロンが吼え、巨きよ大だいな爆発がミーシャとアイラの真横まで迫せまる。

　最大まで貯め込んだ魔ま力りよくが次々と爆発を呼び起こし、連鎖的に何重もの炎の球が空に弾け続ける。

「やった！」

「いや、まだだ半分残った！」

　リマインダーの群れを全て巻き込むような位置で起きた爆発でも、リマインダーの群れは撃破しきれなかった。

　イヴはシャロンの爆撃に反応し、包囲陣ケージトリツクをまた散開させたせいで、爆ばく発はつ範はん囲いからギリギリ逃げ切ったリマインダーが四体残ったのだ。

「でもな。こうなることも作戦通りだ！　覚醒カード、《超ちよう精せい密みつ射しや撃げき》をミーシャとアイラに！」

　浩太の命令で金時計がミーシャとアイラの胸元に現れ、針が時を刻む。

　その瞬間、ミーシャが前にいたリマインダーを切り捨てた。

　それと同時に、アイラも武器を一いつ斉せいに発射すると、一番近くにいるリマインダーを破は壊かいした。

「コウ君、信じてくれ。と言うのなら、もう少し早く力を貸して欲ほしかったな！　さすがのお姉ちゃんも諦めかけたよ？」

「全くです。いくら私の腕を信じてくれているとは言え、こんな危ない早撃ちは二度とさせないでください。命がいくつあっても足りません。目の前にまで炎が迫ったときは死ぬかと思いました」

　浩太の耳にミーシャとアイラの不満の声が届く。

　だが、言葉とは裏腹に声の調子は明るい。

　今までたまった鬱うつ憤ぷんを晴らしても良いよね？　とうずうずしているのが伝わってくる。

　浩太もこの時をずっと待っていた。イヴが絶対命令権を使えると分かっていた時点で、覚醒カードによるサポートもあると予想していた。

　さらに言えば、複数回使えるかも知れないことも想定していた。だから、最も効果的なタイミングで後出しせざるを得なかった。

　それが今だ。浩太は腹の底から声を張り上げた。

「ミーシャ！　アイラ！　思う存分暴れ回って、やられた分を何倍にもして返すぞ！」

「「了解！」」

　待ってました、と言わんばかりにニヤリと笑う姉妹の声が重なり、二人が揃ってリマインダーに向けて接近する。

　ミーシャは銃撃から斬撃を流れるように繰り出し、一方のアイラは敵陣の上空から全ての敵に向け銃弾を撃ち込んでいく。

　その全てがリマインダーの赤い身体を削り、バラバラに砕いて行く。

　二人の攻撃の勢いは、イヴに陣形を立て直す暇を与えず、一方的に敵を屠ほふっていた。

「お姉ちゃんの分、こーれーで終わり！」

「こちらアイラ。敵を全滅させました」

　一瞬の出来事だった。攻勢に転じた姉妹の動きに、リマインダーは一いつ切さいついていくことが出来ず、浩太の戦略地図の上から敵性反応があっという間に消え去った。

　これでイヴを守る敵はもういない。

　後は浩太がイヴを絶対命令権で支配すれば、全てが丸く収まる。

　そのための道を切り開いてくれたシャロン、ミーシャ、アイラ、三人の騎士が浩太の名前を呼んだ。

「浩太！」「コウ君！」「浩太隊長！」

　三人の声に浩太は自分の心を奮い立たせ、イヴまでの道を一直線に加速する。

「今度は俺おれの番だ。イヴ、今連れ戻してやる！」

　浩太はイヴを包む外殻を砕くために、最高速度を乗せた拳こぶしをぶつけようと、全速力で前進しながら魔ま装そうの腕を引き絞った。

　もう既にヒビは入っている。後、たった一撃当てれば良い。外殻を崩してイヴの頭が外に出れば良い。

　そうすれば浩太の声が届き、絶対命令権の力がイヴに及ぶ。

「届けえええええ！」

　浩太が雄お叫たけびをあげ、機械の拳をイヴの赤い外殻へと放つ。

　その瞬間、イヴからも赤い閃きが浩太に放たれ、黒い塊かたまりが空に向かって飛んで行った。

「右腕を破壊」

「ちぃっ！　さすがに棒立ちじゃないか！」

　イヴの淡たん々たんとした破壊報告に浩太が舌打ちをした。

　というのも、浩太の攻撃はイヴに届いていない。

　浩太の拳が当たるよりも一瞬速く、イヴの刃やいばが浩太の魔装を断ち切っていた。

　飛んで行った黒い塊は、イヴを囲う外殻ではなく、浩太の魔装の腕だったのだ。

　けれど、浩太は自分の魔装の腕が吹き飛ぶより、イヴの姿を見て驚いた。

「何で覚醒カードの時計がイヴに出てるんだ!?　自分自身にかけられるのか!?　それとも操あやつってるヤツがやったのか？」

　イヴを包む赤い人形の胸元に、黄金の時計が現れている。

　初めてイヴと戦った時よりも動きが速いと思ったら、イヴの能力が増強されていたせいだった。

「浩太！　危ない！」

　シャロンの声が浩太の耳に届いた頃ころには、イヴが浩太に向けて刃を振りかぶっていた。

「くっ！　ここまで来て！」

　イヴから離はなれないといけないのか、という言葉を浩太はかみ殺した。

　せっかく作ってもらったチャンスを捨てないように、思考をフル回転させる。

（俺に今何が出来る!?　考えろ！　考えろ！　俺には今何がある!?　絶対命令権にシャロの覚醒カード、覚醒中のミーシャとアイラ、それと万が一の撤てつ退たい用の転移門）

「そのまま動かないで私を信じて！」

　シャロンの声が一瞬で浩太の思考を決めた。

　誰よりも信じてくれたシャロンが、彼かの女じよを信じろと叫んでいる。

　その言葉で、浩太は安心仕切った心で振り下ろされるイヴの刃を見ていた。

　初めて命令や指示を出すのでは無く、出される立場になった浩太は、それがどこかおかしくて、嬉しくて、凶刃に晒されているというのに、シャロンの頼たのもしい声に笑っていた。

「浩太のことを思い出せ！　バカイヴ！」

「腕部損傷甚大。作戦続行」

　イヴの赤い刃の腕が、青い煌めきとともに肩かた口ぐちから吹き飛ぶ。

　浩太に動かないで、とシャロンが言った理由はこの狙撃を成功させるためだったのだろう。

　もし、浩太が少しでも動けば、弾丸は浩太に当たっただろう。

　それぐらいギリギリを狙った狙撃だった。

　覚醒カード無しでやってのけたシャロンに、浩太の心に火が灯る。

「ナイスだシャロ！　これで条件は五分五分！」

　浩太もイヴもお互いに残されたのは左腕だけ。

　シャロンのおかげで、条件は五分と五分。真正面からのぶつかり合いなら、自分の意思は負けない。

　そう思って、浩太がもう一度拳こぶしをぶつけようと構えると、今度はアイラから待ったがかかった。

「三メートル後退してください隊長。後退した分はちゃんと押おし込むので、ご安心を」

　アイラの言う通りに、浩太が拳を構えたまま後ろへ下がると、イヴの残された左腕に青い弾丸が突き刺さり、ヒビが入る。

「ナイスだアイラ。これなら！　砕ける！」

「コウ君待った！　お姉ちゃんを忘れないで！」

　今度は浩太の真上からミーシャの声がする。

　その直後、ミーシャが高速で浩太の目の前を通過し、すれ違ちがいざまにイヴのヒビだらけの左腕を砕いて、浩太の前に体勢を崩したイヴを押し出してくれた。

　シャロンに続いて、アイラとミーシャの連れん携けいでイヴの最後の腕も切り落とされる。

　時の加護を受けて強化されているはずのイヴを一方的に攻め、イヴの本体を傷つけることもしていない。

　浩太の願いを理解していた三人だからこそ、命令無しでここまで動けた。

　そうまでして作ってくれた好機を、浩太は絶対に逃のがすものかと、構えた拳をもう一度イヴに放つ。

「今度こそ！」

　浩太の放つ魔装の黒腕がイヴの赤い外殻を抉り取り、赤い欠かけ片らが空に散る。

「届けええええええ！」

　浩太が魔装の腕を叫びながらさらに押し込むと、イヴを包み込む赤い外殻がパリンと音を立てて、大きく砕けた。

「イヴ！」

　外殻を失い、赤い人形の中からイヴの上半身が投げ出される。

　これで浩太の命令を遮っていた外殻は無くなった。

　障害は全て取り除かれ、後は浩太の命令で、この戦いが終わる。

「イヴ、今度こそお前を俺が従わせる！　俺に従えイヴ、今すぐ全リマインダーの戦せん闘とうを止めさせろ！　これは命令だ！」

　浩太の命令で、イヴの足あし下もとに銀色の羅ら針しん盤ばんが現れた。

　絶対命令権で指揮下に入った証あかしである羅針盤だ。これが出ているのなら、イヴはもう浩太の命令で動く。

「リマインダーの動きを止めて、こっちに飛び移って来い！　これは命令だ！」

「ダメ……私を殺して……。じゃないと、マスターが！」

「何を言って。っ!?」

　浩太の命令に対して、イヴが絞り出すような声で彼女の殺害を求めてきた。

　まだ何かが足りないのかと浩太が周りを見み渡わたすと、自分の魔装の異常事態に気がついた。

　機械の腕が凍り付いていくかのように、赤い結けつ晶しように浸食されている。

　まるで、イヴがリマインダーに取り込まれた時のようだ。

　このまま取り込まれれば、浩太はイヴと一いつ緒しよに、リマインダーの操り人形になってしまうだろう。この世界の人を殺し尽くす化け物に。

「早く私を殺して下さい！　マスターまで私と同じ目に遭わせたくありません！」

「くそ！　ミーシャ。俺の魔装の腕を切り落としてくれ！」

　浩太はイヴの願いを無視して、スマホを魔装から引き抜くと、結晶化した腕を切り落とすように命令を出した。

「間に合うと良いけどっ！」

　しかし、ミーシャの言葉にはいつもの余裕がない。

　そして、命令した浩太自身も間に合うとは思えなかった。

　赤い結晶の浸食は思っていた以上に速い。

　イヴにまとわりついていた赤い結晶は、浩太の魔装の腕を完全に飲み込み、肩を飲み込み、浩太の目の前にあるモニターまで飲み込まれ始めているのだから。

　地図を写していたモニターが死に、妖精の羽根は地に落ち、魔装の翼つばさが音を失い、徐じよ々じよに高度を下げ始めている。

　浩太の身体が取り込まれるまで、残された時間は数秒もない。

　浩太がこの状況から生き延びるためにはイヴを殺して、取り付いているリマインダーの制せい御ぎよを止めなければならない。

　そして、まるでイヴを殺せと言っているかのように、拳けん銃じゆうとナイフだけは結晶に埋もれず、残っていた。

「これは命令です！　早く私をこの世界から消して下さい！　シャロンさんでも、ミーシャさんでも、アイラさんでも構いません。マスターを助けるために私を殺して下さい！」

「ふざけるな！　生きろイヴ！　これは命令だ！」

「生きて下さいマスター！　私の最後のお願いですから！」

　イヴの叫びが浩太の心を惑わせたが、それでも浩太は拳銃の銃じゆう口こうをイヴに向けられなかった。そのかわりに、願いに似た命令を力の限り叫んだが、浸食は止まらない。

　万策尽きた。そんな言葉がぴったりの状況だ。

　でも、黙だまってその結末を受け入れられない少女がいた。

「浩太に出来ないのなら、私が殺る！　浩太は魔装を捨てて飛び降りて！　ミーシャは落ちる浩太の確保！　アイラは侵食された浩太の魔装の破壊！　私はイヴを……撃ち抜く！」

　浩太の代わりに、シャロンがみんなに指示を出した。

　もはやイヴは助からない。浩太を除く誰もがそう思ってしまっている。

　もし、イヴを諦めずに抗あらがおうとすれば、浩太は殺される。

　でも、この場で浩太が死んでも良いと言える人は誰もいない。

　敵に囚われて、死にかけているイヴですら、浩太に生きてくれと願っているのだから。

　シャロンはそんなみんなの願いを受け止めたのだろう。そして、その覚かく悟ごは伝播していく。

「ごめん。シャロリン。辛い役を押しつけちゃって」

「了解しましたシャロンさん。隊長、ごめんなさい。あなたを死なせない約束を優先します」

　イヴか浩太か。どちらの命を救うかという選せん択たくは、三人一致で浩太だった。

「浩太は死なせない！　リマインダーなんかに殺させないんだから！」

（時間がない。考えろ！　最後の最後まで諦めるな！　イヴとシャロがそれを出来ると教えてくれただろ！　イヴは俺がシャロ達の運命を変えたって言った。何かある！　何か方法が！）

　一秒にも満たない時間の内に、イヴを殺さず、浩太自身も死ななくて済むような方法を、見つけなければならない。

　絶対命令権は効かない。どうやら、イヴを操っている力はかなり強固らしく、浩太の命令でイヴの動きの上書きは出来ない。

　そのせいで、イヴを殺す以外に命令を中断させる方法が、どうしても見つからなかった。

（これが原因でみんなゲームに触れなくなって、涙なみだを流したのか……）

　二度とクロノ・ギア戦記に触れなくなった人達は、相棒を殺すと選択したのだろうか？

　相棒を殺すか、みんなと一緒に犠ぎ牲せいになるか。

　こんな苦しい二択から、どっちかの選択肢を選んだのだろうか？

　そう思うと、無むし性ように腹が立ってきた。

　何が戦略戦術支し援えん人格だ。最初から最後までずっと人を騙だました癖くせに、何で殺すのがこんなに苦しいんだよ。何でお前の言葉をこんな時に思い出すんだよ！

　――マスター世界を救って下さい。――マスターを信じています。――マスターならやれます。――マスターは自分で決めたことなら諦めない人だと信じています。

　――マスターその聞き方は意地悪です。

　――マスター。私を殺して下さい。

　イヴが世界を救いたいと願う気持ちは本物だ。

　そして、浩太がそんなイヴを救いたいと願う気持ちも本物だった。

　だから、どうしても彼女を殺すという選択肢は選べなかった。

（イヴを消す以外に方法は本当に無いのか!?　ん、消える？）

　イヴを消す、その言葉が出た瞬間に、浩太の全身に電気が流れたような震ふるえが走った。

「イヴ、お前を消したら未来も今も変わるんだな!?」

「はい！　だから私を消して運命を変えて下さい！」

「みんな！　さっきのシャロの命令をそのまま実行しろ！　ミーシャ、俺もすぐ飛び降りるから、ちゃんとキャッチしてくれよ！」

　迷い無く叫さけんだ浩太の言葉に、イヴはホッと安堵したような表情を見せると、目を瞑つぶって優しく微ほほ笑えんだ。

「それで良いんですマスター。全て作戦通りです」

　これから殺されるというのに、イヴの穏おだやかな口調には恨み節が一いつ切さい含ふくまれていない。

　後ろめたさも罪の意識も浩太に植え付けないように、精一杯気遣いをしているようなイヴの振る舞いに、浩太は奥おく歯ばを噛かみ締しめた。

「私を殺して下さい。これは命令です」

「分かった。俺が……お前をこの世界から消してやる」

　そして、浩太が拳銃を構えると、渾身の力を込めて引き金を引いた。

　直後、ドンという重低音が鳴り響ひびくと、赤い欠片が宙に舞い、浩太の視界が赤に染まる。

　視界が赤いのはリマインダーの結晶ごと、イヴの身体を撃うち貫ぬいた――からではない。

「だから！」

　浩太が力強く叫び、飛ひ翔しよう魔ま装そうから空に向けて飛び出した。

　キラキラと赤く輝く朱色の世界。赤い欠片は様々な角度で都市の景色を映し出し、いくつもの世界が平行して存在しているようにも見える。

「死んででも生きろ！　これは命令だ！」

　その中の可能性を掴むため、浩太はスマホを持つ手をイヴに向け伸ばした。

「マスター!?　あなたは一体何を――!?」

「異界転送システム起動！」

　イヴが驚おどろいた時には、光に飲まれて消えていた。

　そして、空中へ飛び出し、魔装を失った浩太も地面に向けて落下を始める。

「今だシャロ！」

「浩太の脱出を確認。アイラ、やるよ！」

「了解です！」

　シャロンの合図で、浩太の上でリマインダーが爆ばく発はつに巻き込まれる。

　そして、浩太はその爆ばく風ふうで地面に向けて加速し、数秒後には激げき突とつしそうな勢いに達した。

　でも、恐きよう怖ふ心しんは微み塵じんも感じられない。

　この三人は、浩太の命令を違たがえたことなど一度も無いのだから。

「あらよっと。んー、結構重いねコウ君。さすが男の子」

　ミーシャの声がした途と端たん、浩太の身体から落下感が消えた。

「助けに来てくれるって信じてた。ありがとう、ミーシャが側にいてくれて良かったよ」

「コウ君ってさ、それ無自覚？」

「へ？」

「あはは……。まいったねぇ。天然たらしかぁ」

　浩太はミーシャにお姫様抱っこをされるような形で、地面スレスレで受け止めてもらえた。

　天然たらしが何について言っているのか分からなかったけど、それについて聞く時間はない。

「降ろしてくれ。最後の仕上げに行ってくる」

「はいはーい。いってらっしゃーい」

　浩太は地面に降ろされると、スマホをもう一度確かく認にんし、スマホの画面に手の平を当て、命じた。

「異界転送システム起動！」

　スマホから青い渦が発生し、浩太の身体が歪ゆがみの中へと消える。

「いってらっしゃい。これできっと四人目だよねぇ。あはは、コウ君ったら、撃げき墜つい王おうになりそうだね」

　消える浩太の影に、ミーシャは苦笑いしながらそう語りかけた。





○






　青い光が収まると、浩太の耳にイヴの怒ど鳴なり声ごえが届いた。

「マスター！　どうして私を殺してくれなかったんですか!?」

　浩太が自室へと転移すると、一糸まとわぬ姿のエヴが両手を握りしめながら震えていた。

　そんなイヴの揺れる金髪、怒って赤みを帯びた頬、ふくらみかけの白くて可愛らしい胸、柔らかな曲線を描く腰回り、そのすべてで、ここにイヴが生きていると浩太に訴えかけてくる。

「怒おこる前に服を着てくれ！」

　イヴの色々な所が丸見えになっているせいで、浩太は顔を真っ赤にしながら、全力で回れ右をした。どうやら、転移の時に服は無くしたらしい。

「ほら、俺のシャツ貸すから！」
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　そう言って浩太はイヴに背を向けたまま、慌あわててワイシャツを放り投げた。

「えっと……あの……マスター、こっちを向いても大だい丈じよう夫ぶですよ？」

　イヴから服を着たと報告を受け浩太が振ふり向むくと、浩太の服がイヴにとっては大き過ぎたのか、袖からわずかに指が出て、膝上まで裾がきていた。

　慌てていたのか、首から胸元のボタンもかけられておらず、白い肌はだとともに鎖骨が覗いている。

　ぶかぶかの衣服と、小さなイヴの裸ら体たいというアンバランスな組み合わせが、浩太の胸をさらにドキリとさせた。

「いきなり裸ワイシャツを要求とは、マスターもなかなかの趣味をしていますね。これで私もミーシャさんのように胸が大きければ、かなり色気が出そうです。夢ならもうちょっと胸大きくなればいいのに、うまくいかないものですね」

　両手を広げて何な故ぜか勝かち誇ほこった顔をしているイヴを見て、浩太は気が抜けたように床に身体を投げ出した。

　この少しお茶ちや目めな口調は間ま違ちがい無なくイヴだ。彼女以外にこんなこと言うものはいない。

「それがさっきまで自分を殺せと、泣き喚いていた奴やつの言うことかよ？」

　浩太が悪態をつくと、イヴがガクッと突とつ然ぜんベッドの上に崩れて、自分の身体を抱きしめながら震え始めた。

「あれ？　マスターが……私の思ったのと違う言葉を言ってる……？　そこはありのままの私で良いって言ってくれるところでしょう？」

「いつまで夢だと思ってるんだよ？　現実だぞ」

　奇しくもイヴと浩太の立場は出会った時と正反対になった。夢だと思う浩太と、現実だと受け入れろと言ったイヴ、それが今や、浩太がイヴに夢じゃなくて現実だと伝えている。

　イヴはいまだに混乱しているのか、震えた声でもう一度浩太に確認をとってきた。

「……本当に本当のマスターなんですよね？　私、死んじゃって夢見てるとかじゃないんですよね？」

「生きているよ。俺もイヴも。信じられないなら、触ふれてみるか？」

「私を殺してくれって頼んだのに。どうしてマスターは……これじゃあ、あの世界は私が滅ほろぼしてしまう」

「いんや、俺はイヴの願いを叶えたさ。世界を救ってくれって願いをさ」

　浩太はフッと小さく笑いながら、イヴの言葉を否定した。

　その否定がよほど不思議だったのか、イヴはようやく顔をあげると、真っ赤な目で浩太を見つめた。

「私は、私を殺すように頼んだのですよ？」

「この世界から消してくれ、って頼んだんだ」

「何が違うんですか!?　死ぬのも世界から消えるのも!?　そんな言葉遊びみたいなことで、シャロンさん達の世界を見捨てたんですか!?」

　どこか怒るように叫んだイヴだったが、浩太はその言葉を待っていた。

　それが浩太の見出したたった一つの可能性だったからだ。

「なぁ、イヴ。ここはどこだ？」

「何を言って……マスターの部屋です」

「さっき戦っていた所はどこだ？」

「クロノ・ギアの直上です」

「それが答えだよ。俺はイヴの命と存在をしっかりあの世界から、こっちの世界に奪うばったんだぜ？　つまり、イヴは一度向こうの世界で存在が消えて、死んだことになる。シャロ達が俺についてきてこっちの世界に来た時に、一度世界から存在そのものが消えて、死んだ扱あつかいにされた。だから、あの時、運命が消えたんだろう？」

「え……そうか……。私は……」

　浩太はイヴの命はそのままに、存在だけを殺したのだ。

　そんな浩太の説明で、イヴはようやく自分の置かれた状じよう況きようを理解したらしい。

　イヴの目め尻じりから涙があふれ出して、大おお粒つぶの涙がポロポロと止めどなく頬ほおを伝っていた。

　その涙を見て、浩太はイヴの頭に手をのせて、イヴの髪かみを撫でた。

　ちゃんとここで生きている、とお互たがいに伝わるようにゆっくりと優しく。

「俺はあの世界のイヴの命を奪ったんだ。それを今、ちゃんと返す。だから、生きてくれ」

「命令して人を従わせるより、酷ひどいことしてます。意思だけじゃなくて、まさか命そのものを奪うなんて。本当に酷いマスターです。傲慢です。悪魔です。神の所行です」

「酷い言われようだな。でも、まぁ、実際俺のワガママだから、否定は出来ないけどね。俺はイヴが本気で世界を救おうとしていたのに、否定されてしまうのが嫌いやだっただけだし」

　浩太は笑え顔がおでイヴに語りかけると、イヴが袖で目元を拭いベッドの上から浩太の胸元に飛び込んだ。

　その勢いで床の上に重なるように倒たおれると、浩太は抱きつくイヴの頭を静かに撫でた。

　ぶつかった衝しよう撃げきはしっかり重かったが、上に乗っているイヴの身体は軽い。

　背中に回されたイヴの腕うでは細かったが、容易にほどける力でもない。

　命ある人として、イヴがいることを浩太の身体が全身で感じ取れた。

「マスター。私は……生きていて良いんですか？」

「当たり前だろ。というか、もう勝手に死のうとするなよ。助けるの大変だったんだから」

「うぅ、マスターの意地悪。お人好し。人の話を聞かないバカ。後は……えっち」

「意地悪でお人好しじゃないと、最初から世界を救うなんて頼み聞けないだろ？　それにお前の方がよっぽど俺のことを騙して、意地悪だよ。後、えっちは余計だ」

「いたいけな女の子の裸を見たり、下着も貸さずに、ワイシャツ一枚で抱きつかせているんです。えっちな人です。どれだけ、私に心配かけさせたと思ってるんですか……。私がマスターを殺しちゃったかと思ったんですよ？　照てれ隠かくしに文句の一つも言わせて下さい」

　イヴは浩太の胸に顔を埋うずめたまま、聞こえるか聞こえないかぐらいの小声で、浩太に毒を吐はいていた。

「あー。もう意地悪言って悪かったって。ちゃんと説明しとけば良かったよ。そうすれば、心配かけることなかったもんな」

　浩太は苦笑いを浮うかべて謝あやまると、今度はしっかりイヴの身体を抱きしめた。

　そして、最初に言うべき言葉を今いま更さらながら思い出して、ハッキリ言葉にした。

「おかえり。イヴ」

　その言葉でイヴがようやく浩太の胸から顔を上げると、目元が腫れて、頬は涙で濡れていた。

　そのせいで、せっかくの可愛かわいい顔がぐちゃぐちゃになっている。それでも、イヴの見せた笑顔はとても可愛らしくて、輝いて見えた。

「ただいまです。マスター」

　これで全てが終わった。イヴはしっかり浩太のもとに生きて戻もどってきた。

　イヴは操られていないし、リマインダーもシャロン達たちに任せて破壊した。

　こうして、世界もイヴも救い出すという浩太の望みは、無事に達成された。

「戻るぞ。シャロ達が待ってる」

「イエス、マスター。最後の一仕事。残存するリマインダーに停止命令を出しましょう」

　浩太の魔装は破壊されたが、イヴに言わせると後はスマホだけで十分らしい。

　後は仕上げだけ。そうシャロンに伝えようと、スマホの電源をつけて異界と繋ぐ。

「シャロ、イヴは無事助けた。今からそっちに」

「え？　浩太の声が頭に？　って、浩太急いで戻って！」

　浩太の浮かれた言葉とは正反対に、シャロンは早口で浩太にまくしたてた。

「どうした？」

「敵が再生してる」

　シャロンの言葉に浩太は耳を疑った。というのも、コントロールしているイヴは消えたはずで、全てが終わったはずだった。

　それなのに、まだ戦いは終わっていない。

　それを聞いて、浩太は瞬時に頭を切きり換かえ、イヴに向き直った。

「っ!?　了りよう解かい。すぐそっちに行く！　イヴ、サポート頼めるか？」

　浩太はスマホを取り出し、転移アプリを起動させると、そのままイヴに手渡した。

「イエス、マスター。私はこちらから転移地点の設定、および魔装の再構築をおこないます。一緒に戦えず、すみません」

「大丈夫。今までだってこいつだけで繋つながって、一緒に戦ってきた。だから、これまで通り頼むぜ相棒！　行ってくる！」

　一いつ瞬しゆんの躊躇ためらいもなく覚悟を決めた浩太は、歪んだ空間の中に飛び込んだ。

　自分の望みを諦あきらめず、出来ることを全てやりきった後の最後の後始末だ。

　イヴを助けた結果、敵がまた現れたと言うのなら、それを倒す。

　世界を一度救ったのだから、二度目もちゃんと救える、そう思えばその単純な答えも簡単に出来ると信じられた。







第八章「可能性の光」







　浩こう太たが瞬きをした一瞬の間に、視界は部屋の中から、白い大地へと姿を変える。

　周りにはシャロンとアイラ、そしてミーシャの三人が銃じゆうと剣けんを構え正面を向いていた。

　そして、目の前にそびえ立つ《クロノ・ギア》の塔正面に、最後の敵がいる。

　翼も刃の腕も、銃の腕もない。ただのマネキンのようなリマインダーだ。

　それなのに得体の知れないプレッシャーを放っていた。

　しかも、異常な見た目に加えて、今までの戦いで見えていた耐たい久きゆう値ちや攻こう撃げき力りよくなどのデータも全て黒塗りで表示されなくなっている。

　ただの雑魚ざこに見せかけて、とんでもない力を秘めている敵だとすぐ分かった。

「なんだあの敵は……」

「おかえり浩太、あ、あのさ、イヴはどうだった？」

　シャロンが浩太に尋ねると、浩太はスマホの画面をシャロンに向けた。

「皆みな様さまのおかげで無事です。これから皆さんをサポートします。それと、シャロンさん、私を殺そうとしたことは気に病まないで下さい。私が逆の立場に立ったら、きっと同じことをしました」

「……ありがとう。それじゃ、二人がいなかった間の状況を報告するね。街のリマインダーは全て動きを止めたみたいだけど、あいつだけは再生するし、攻こう撃げきしても一切当たらないの。イヴなら何でか分かる？」

「覚かく醒せいカードの金時計を確かく認にんしました。ダメージを回復する超速再生と攻撃を百パーセント回かい避ひする超直感が機能しています」

　イヴの落ち着いた声こわ音ねによる解析に、浩太は心の中の何かがカチッとはまった気がした。

　まるで、自分を裏から支えてくれるような、圧あつ倒とう的てきな安心感があるおかげで、かなり冷静に敵が見える。おかげで、どう倒すか考える余よ裕ゆうもかなりある。

　でも、そんな考えを軽く吹き飛ばすほど驚くべき事が起きた。リマインダーが随ずい分ぶんと軽い口調で言葉を話し始めたせいだ。

「はは。イヴ、ちゃんと生き残ったんだね」

　聞き覚えのある自じ嘲ちようと諦めが混ざった嫌いや味みったらしい口調が、リマインダーから発せられる。

「全く浩太君には驚かされたよ。いやー、まさか、イベントで死ぬことが確定していた案内役ナビを生き残らせるなんて。でも、これはいわゆるズルだ。この世界の人達が君に感化されて、自力で手に入れた結果ならまだしも、浩太君はシステムの裏をかいて、世界を救おうとしている。人の力を試す僕の計画に反する物だよ」

　リマインダーは呆あきれたように肩をすくめ、まるで苦笑いをしているかのように顔を歪めた。

　その言葉の意味も不満そうな態度をとる理由も、浩太には分からなかった。けれど、分からないからこそ、敵の目的を知る良い機会でもある。

　浩太は、何故こいつがイヴを殺そうとしたのか、何故世界を滅ぼそうとしているのか。その全ての謎を握にぎっている相手だと直感したのだ。

「お前の目的はなんだ？　何でイヴとみんなを殺そうとした？」

「人の力を試ためしているのさ。滅びの運命を乗のり越こえるだけの力があるかどうかをね」

「力を試すだって？　お前は神様か何かなのか？」

「僕は観測者クロノスだ。歴史がどう動くかを見続けるね。でもまぁ、救済を与あたえる者を神様だと言うのなら、神様かもね。実際、こうやって過去を改変して未来を救おうとしているしね」

　このリマインダーはイヴを知っている。

　そして、イヴも彼かれの名前を知っていた。

「あの人はクロノ。《クロノ・ギア》を作り、未来から時の歯車クロノ・ギアを埋め込んだ魔ま法ほう使いです」

　リマインダーを通じて喋しやべっている男の名前はクロノという名らしい。

《クロノ・ギア》、それは時の歯車という名であり、クロノの作った歯車という意味でもあった。

「クロノ、手を出さないはずのあなたがどうしてこんなことをするのですか？　彼らは既すでに私たちの手を離はなれています。その証しよう拠こに私を倒すという可能性を示しました」

「だから最初に言っただろ？　浩太君はズルをした。転移魔法で君の存在だけを殺すなんて、システムの裏をかいたんだ。だから、イヴとこの世界の人間は直接雌し雄ゆうを決していない。これではこの世界の人間の可能性なのか、分からないじゃないか」

「こうして生き残ることも、可能性の一つじゃないですか！　クロノ！」

「だから、観測者たる僕が、もう一度測定してあげるって言っているんだ。僕たちの力と知恵を超こえる人間を過去に産みだし、滅びの未来を回避するために！　歴史の修正力すら飛び越えたその先にこそ、僕達の求める力と未来があるのだから！　さぁ！　歴史に記すゲームを始めよう！」

　クロノが両手を横に大きく広げ、口が裂けているのではないかと思えるほど、歪いびつな笑えみを浮かべながら戦いの宣言をすると、青い空が真っ赤に染まった。
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　もちろん、ただの夕焼けではない。

　赤く染まった原因は、リマインダーの赤い欠片が空を覆おおい尽つくしているからだった。

「イヴ状況は!?　何が起きてる!?　フィールドで計測される魔素エーテル量りようが異常に膨ふくれあがっているぞ!?」

「周辺リマインダーの反応全て消失。クロノに全て吸収されています」

　明らかな異常事態に浩太は一瞬慌てたが、イヴの返答を聞いた途端に笑った。

　浮遊島クレイドルを囲む敵も、浮遊島の中からわき上がった敵も全てクロノに飲み込まれて消えた。

　ならば、クロノさえ退ければ、浮遊島を襲おそう脅威は完全になくなる。

　正真正銘、この一戦が浮遊島と人間の運命を決める戦いとなるだろう。

　ラスボス戦というよりも隠しボス戦といったところか。

　ゲーマーとして心踊る響きに、浩太は怯ひるむどころか闘志を燃えたぎらせた。

「イヴ、これで正しよう真しん正しよう銘めい、最後の戦いだな？」

「イエス、マスター。正真正銘最後です。魔装の再構成がモニターしか出来ていませんがやれますか？　妖よう精せいの羽根の再構築はもう少し時間がかかります」

「十分だ。だって、俺おれとお前には――」

　イヴの報告に浩太は頷うなずき、三人の少女の背中を見た。

　すると、シャロン、アイラ、ミーシャの三人は浩太の命令無しで、前に歩み出てそれぞれの得物をクロノに向けて構える。

「何が何だか分からないけど、あいつを倒せばみんなを守れるんだね？　やるよ浩太！」

「思うところは色々ありますが、今は目の前の脅威を排除しなければ、考えることも出来ません。相手が何だろうと容赦なく行かせて貰います。隊長、ちゃんと指示して下さいね？」

「妹と妹分がこんなにやる気なんだよね。お姉ちゃん頑張らないと格好つかないなぁ。ってことで、お姉ちゃんも参戦っと！　コウ君指示よろしく！　パパッと片付けるよ？」

　三人の言葉から恐怖と迷いは微塵も感じられなかった。

　あるのはただ浩太とともに戦う覚悟と、浩太とともに戦えば、絶対に勝てると信じる気持ちだ。

　そんな三人が見得を切り終えた所で、イヴの言った通り浩太の周りに魔装のモニターが展開された。

「ったく、全部先に言われたよ。聞いたかクロノ？　俺だけの力なんかじゃない。いつだってみんなが俺に手を貸してくれたんだ。俺おれ達たちの力を見たいというのなら、もう一度見せてやる！」

　最後に浩太がスマホをモニターのスロットに差し込み、クロノに宣戦布告する。

　すると、クロノはまるで待っていたと言わんばかりに余裕の笑みを見せて、両手を大きく広げて一回転した。一々演技がかっているやつだ。

「その三人がこの世界の可能性か。さぁ、僕に見せてよ。運命すら変える意志の力を」

「シャロ達の力と祈りも、ロイのおっさんの覚悟も、イヴの願いも！」

　クロノの要求と浩太の願いの声が重なる。

「君達の可能性を！」

「お前なんかに否定させるか！」

　お互い最後の言葉を叫んだ瞬しゆん間かん、クロノの身体から翼が生え、腕が刃やいばと銃に変わる。

　対する浩太とシャロン達には、全員の足下に銀の羅針盤が浮かび上がり、青い光に包まれた。その光は浩太と信しん頼らい関係を築いた三人が、浩太の想おもいと命令を受け入れることで、力を限界以上に引き出した証だった。

　自じ称しよう神様を倒すために、今、五人の意志が一つになる。

「来い。人間！」

「行くぞみんな！」

　そして、二人の男の声で、最後の戦いの火ぶたが切って落とされた。

　浩太達の作戦目標はクロノの撃げき破はただ一つだ。

　今度の戦いの戦力差は四対一で浩太が有利。

　ここに来て初めて数的有利を得たが、油断は出来そうにない。なにせ相手はイヴの上位に位置する神とも言われる男だ。

　それに、イヴとの戦闘から連戦になるせいで、かなり消耗している。

　そこで浩太は短期決戦で勝負を決めようと、今出来る最大の攻撃手段を選んだ。

「シャロは連続狙そ撃げき、アイラは背後に回り込んで、ミーシャは正面から攻撃しつつ、隙すきを見て闇討ち。出し惜おしみは無しだ。ミーシャとアイラは最初から戦眼共有リンケージも発動！」

「了解！」

　浩太の命令で、まずはシャロンの長ちよう距きよ離り砲ほう撃げきが火を噴いた。

「良い腕だよ。自信を持てず、落ちこぼれていた少し前では信じられない精度だ。それに、この弾だん丸がん一つから君の絶対に勝つという強い意志を感じる。でも残念だ。届かないよ」

　青い砲ほう弾だんがクロノの胸に迫せまるが、赤い刃によっていとも簡単に切り払われた。

　弾丸を切り払われるなんて芸当を見せられて、浩太はシャロンが気後れするかと心配したが、全く無用の心配だった。

　というのも、撃ったシャロンは凹へこむどころか、より攻撃的になっていたからだ。

「弾かれた!?　でも、そんなので諦めるもんか！　弾かれちゃうのなら私の全力を注ぎ込んで爆発に飲み込んでやる！」

　シャロンは浩太が命ずる前に次弾の魔ま力りよくをチャージしている。

　それも、しっかり浩太が考えていた通りのマップ兵器用の広こう範はん囲いのものだ。

　だが、シャロンは浩太の予想を超えて、それ以上のものを浩太にお願いしてきた。

「浩太、魔装のリミッターを外すよ。だから、私に命令して」

「リミッター？　どういうことだ？」

「次の一いち撃げき、魔装が取り込む意思の種類と強さに制限をかけず、私の意思の力と魔力を全て注ぎ込んで、あの敵を攻撃するの」

　この世界の武器である魔装は人の意思に反応して、魔法が飛び出る杖つえのような物だけど、それはあくまで人の意思を補助する物でしかない。左右に転げないようにする自転車の補助輪みたいなもので、魔装は人の意思がぶれないようにするための道具だ。

　だから、理屈上、魔装がなくても魔法は使える。

　そして、魔装を使わずに発動する魔法は真なる意志の力《ヴァイスゼーレ》と呼ばれ、補助輪となる魔装が無い分、想像力だけで自由にどんな魔法でも発動させることが出来る。

　ただし、ヴァイスゼーレの魔法を使うには条件が厳しすぎて、実戦で使える人間が今まで誰だれもいなかった。

　というのも、ヴァイスゼーレは人の持つ恐おそれや怒いかりの意思にとても敏感に反応し、恐れや怒りのイメージが自分の望む魔法を歪ませて大失敗を引き起こしてしまうからだ。

　たとえば、自分が傷ついてしまう想像をした瞬間、魔法が発動しないのはマシな結果で、最悪の場合は頭に激痛が走り、身動きが取れなくなってしまう。

　そのリスクを承知で、シャロンは魔装のリミッターを外して、ヴァイスゼーレを使うと言い出したのだ。もちろん、シャロンも失敗すればどうなるか知っている。

　だから、そのリスクを回避する方法も提示してきた。

「きっと私はミーシャとアイラが傷つく姿を見て、怖こわくなったり悲しくなったりする。だから、私の心を支配して。私の全ての意志を込めた魔法を撃つために！」

「待って下さいマスター！　絶対にダメです！」

　浩太が判断する前に、イヴが慌てて止めに入ってきた。

　しかも、かなり必死だ。

「絶対命令権で心を支配はいけません！　そんなことをしたらシャロンさんの心と身体からだが壊こわれてしまいます！」

　絶対命令権で心を縛しばると、廃はい人じんになる。

　イヴが最初に注意した心を縛ってはいけないと言った禁則事じ項こうだ。

　行動の命令はあくまで身体の動きを外的な力で動かすだけで、身体の奥おくにまで影響を及ぼさない。

　でも、心に命令し、感情や意思を縛り付けるとなると、どうしても頭の中に魔素を取り込ませなければならない。そうなると、シャロンの頭の中で浩太の命令とシャロンの本能が押おし合あい、魔素が二つの強い意思で揺ゆれ動く。

　二つの意思がシンクロしていれば、より強い心の制せい御ぎよが出来るけど、少しでも二つの意思がずれれば、力を帯びた魔素が頭の中で暴走し、脳を傷つけてしまう。

　その結果、酷い後遺症を生むかもしれないという説明は、シャロンも聞いていた。

　それなのに、シャロンは全く恐れる様子がない。

「大丈夫だよ。心配しないでイヴ」

「大丈夫じゃないですよ！　マスターとシャロンさんの意思が少しでもずれたら、最悪死んじゃいますよ!?　生き残っても戦えないほどの後遺症を残します！」

　イヴは全力でシャロンに止めろと警告している。

　浩太もイヴの警告のせいで返答に詰まってしまった。

　行動だけでなく意識、それも恐怖や焦あせりなど本能に根ざした深層心理まで、魔素で支配して縛り付ける。

　成功すれば、敵を殲せん滅めつするイメージを無む駄だなく力に変へん換かん出来る最強の魔法使いになる。

　逆に、少しでも浩太の意思に相反する感情をシャロンが持てば、敵に向けられるはずの破は壊かいの力が彼かの女じよを傷つける。

　でも、それは二人の意思が少しでもずれていたらの話だ。

「私と浩太の想いがずれたら危ないけれど、一いつ緒しよなら大丈夫なんだよね？」

「理論的にはそうですけど……。でも、成功した人はいないんですよ!?」

「だったら、大丈夫。手が震えるほど怖いけど、死んじゃうかもしれないから逃にげ出したくなるけど、私は浩太を信じているから。浩太ならきっと私を守ってくれるって」

「シャロンさん……あなたは……」

「それに私がみんなを守りたい。だから、その意思に見合う力を私は手に入れたいんだ」

　シャロンの浩太に対する信頼と覚かく悟ごに対して、イヴは押し黙だまってしまった。

　もう決めたことだから変えないよ、とでも言いたいのか、シャロンは浩太の顔を見て何も言わない。

「シャロ、頼たのんでも良いんだな？」

「私たちがしたいことの気持ちは同じだから。約束した通り、私は浩太を信じる。浩太の信じてくれる私を信じる。そんな風に思えるようになった私を……私が信じたい」

「俺もシャロのおかげで、自分を信じられるようになった。やりたいことに向かって必死にあがく勇気を貰もらった。おかげでイヴも救えた。だから、俺もシャロと俺を信じる。俺たちなら出来るって信じる。やるぞ！　シャロ！」

　浩太の返事にシャロンは明るく笑うと、勢いよく長ちよう距きよ離り砲ほうの外殻を引きはがし、魔素を貯め込む炉ろを露出させた。

「リミッター解除！　浩太！　私にあなたの言葉をください！」

「シャロ、今から誰に何があっても、絶対に恐れるな。悲しむな。ただ、前を向いて、大切な人達と未来を守るための、生きるための意志を一撃に込めて撃て。これは命令だ！」

　浩太の叫びに応こたえて魔素がシャロンに集まると、シャロンの足あし下もとにあった銀の羅ら針しん盤ばんが胸の中央に向かって移動し、身体の中に取り込まれた。

「マスター。絶対命令権による深層心理掌握デイープダイヴが実行されました。もう後戻りは出来ません。彼女の負担を減らすためにも、クロノを近づけさせないで下さい」

　イヴの報告で浩太はすぐに頭を切り換えた。

　先ほどの命令で、シャロンは浩太にとって諸刃の剣となった。

　もし、シャロンが少しでも揺さぶられれば、浩太達を巻き込んで自じ爆ばくする可能性がある。

　それを避さけ、シャロンの力と覚悟を無駄にしないためにも、浩太はシャロンの砲ほう撃げき準備が完かん了りようするまで時間を稼ぐ必要がある。

　だから、浩太はミーシャとアイラの全力をクロノにぶつけることにした。

　それこそ、ミーシャとアイラだけでクロノを倒しきるつもりの作戦を立てた。

「アイラ全武装で一いつ斉せい射しや撃げきしながら、相手の背後に回り込め」

「別にシャロンさんを待たずに倒して良いんですよね？　私がアレを落としたら、甘あまい物いっぱいおごってください」

「お腹いっぱいになるまで食べさせてやるさ」

「了解、全火器同時攻撃を開始します」

　アイラの両腕からライフルの魔法弾が、両りよう肩かたと両足からはミサイルのように誘導する魔法が一いつ斉せいに発射され、嵐のような攻撃がクロノを襲う。

「的確な攻撃だね。なるほど。さすが戦せん闘とう用に調整されたイルドレ。その眼め、良い部品を使っている。良い駒こまが作られたもんだ。これは次のループで量産するよう提言しておこう」

　アイラの放つ銃撃の雨を、クロノは華麗に踊るように回避した。

　しかし、華麗な動きの裏で、クロノは恐ろしいほどの技量を見せつけていた。何と弾丸を避けるのではなく、腕から生える刃で銃弾にそっと触れ、軌き道どうを反らすことで回避していたのだ。

　技量の差がありすぎて、攻撃が当たる気配がない。

「ただ、いくら眼が良くても、本人がいまいちだと、そこまで脅威ではないね」

　けれど、アイラはそんなことで諦めていなかった。

「たとえ、私の眼が作り物だったとしても、私が戦いの駒のために作られて、代わりがいたとしても、この感情は私の――私だけの意思です。神様だか何だか知りませんが、あなたは私が落とします」

「姉の目だけとしての役割を超えたのか？」

「確かに私は姉さんの目として作られました。でも、どこかの誰かさんが、私の役割を無視したり、上から目線で説教したりされてむかついたので。私は私の意思で私の出来ることをします。私は私だって証明します」

「それすらも浩太という他人に与えられた物では無いのか？　君は他人に与えられたものにしかすがれないよ。身体も心も作り物だからね」

「最初は与えられた物だとしても、この気持ちは私が生んだモノです。あなたを倒して、隊長と甘い物を食べたい気持ちは、他の天眼プロビデンス候補には無い。私だけのモノです。それを奪われるつもりはないので、さっさと死んでください」

　アイラはクロノの言葉に付き合いながら、通信画面越ごしに浩太に目配せをしてきている。

　その目配せに浩太は頷くと、アイラは浩太に八重歯が見えるように笑って前を向き、作戦の合図を発した。

「全て隊長の作戦通り。姉さん今です！」

　最初の時間稼ぎは大成功だった。

　というのも、アイラが放つ銃弾の雨の中を、ショットガンと剣を構えたミーシャが最大速度でかいくぐり、クロノに近づいていたのだ。

「銃弾の雨の中を、姉さんが飛ぶとは思っていませんでしたよね？　私の攻撃は全て目くらましです！　姉さん合わせますよ！」

「コウ君の指示で結構大変なルート飛ばされたからね！　がんばった曲芸飛行のおひねりは、あんたの命がいいかな！」

　姉妹が同時に銃弾を放つと、互いの放った弾丸が衝しよう突とつしてから跳弾し、空に無数の青い光が飛び散った。

　もちろん、二人がミスをした訳でも、敵に避けられたからでもない。浩太がクロノに攻撃を読まれないよう、姉妹の攻撃をぶつけて跳弾させたのだ。

　狙ねらった攻撃が当たらないのなら、意思のないランダムな攻撃が通ると考えて指示した攻撃だった。

　だが、クロノはその攻撃すらも見切って回避した。

　どんな攻撃も避けられる。

　クロノがそう言いたげな動きをしているが、浩太の戦術指揮はまだ終わっていない。

　ちゃんと浩太はクロノの隙を突つき、ミーシャをクロノに肉迫させていたのだ。

　後はミーシャの腕を信じて、次の手を準備するだけだ。

「いくら攻撃に不確定要素を増やそうが、僕には当たらない。でも、まぁ、僕に近づけたことは褒ほめてあげても良いけどね」

「そうなんだ？　でもさ、見えてもこれなら避けられないでしょ？」

　跳弾が飛び交う中を飛んだミーシャが、左手のショットガンを突きだし、銃じゆう口こうをクロノの身体に密着させる。

　どれだけ素す早ばやく弾丸を避けようが、ゼロ距きよ離りで撃たれれば避けられない。

　絶対当たる攻撃のはずだった。

「良い判断だね。でも、やらせないよ」

　それでも、クロノは瞬時に反応し、ミーシャのショットガンを宙に蹴り上げた。

「そっちは囮おとり！」

　銃シヨツトガンは目くらまし。浩太とミーシャの本命は別にある。

　銃を蹴り飛ばされたミーシャは、既に右手に構えていた剣で突きを放っていた。

「あぁ、そっちが本命だったんだ。僕でなければ、反応出来ずに負けていたね。操あやつられているイヴならきっと殺せたよ」

　笑いながら言葉を発するクロノは、ミーシャの剣に貫かれる直前、赤い結けつ晶しようの刃を振ふり上げてミーシャの剣を弾はじいた。

「わお、これも防ぐんだ？　これはちょっと意外だったよ」

　ミーシャが驚おどろいたように、浩太もさすがに驚いた。

　完全に意識外の攻撃になるように、攻撃パターンを組んだはずだった。

　まずはクロノの意識を剣から外すために、跳弾による目くらましをかける。次にクロノと密着して、銃へ露骨に意識を向けさせる。最後に、隠した剣で奇き襲しゆうしてダメージを与えるコンボ攻撃のはずだった。

　もし、意図が見み抜ぬかれて防がれたのなら、驚かなかった。

　けれど、クロノの言葉を聞く限り、浩太の意図は見抜かれていない。

　それでも、攻撃が防がれたということは、ミーシャの速度以上にクロノの反応速度が速いことに他ならない。

　クロノを傷つけるには、クロノ以上の速度を出さなければならない。

「ミーシャ、アレは今の魔力で使えるか？」

「使わないと勝てないよ。私の最速、使いこなしてね？」

　浩太が使えという前に、ミーシャは剣を構えて目を閉じた。

　その瞬間、ミーシャの銀ぎん髪ぱつが青く染まり、身体がバチバチと帯電し始める。

「何で私には予備がないか知ってる？　私の目はあくまでアイラちゃんと繋がるためのもの。私の魔装の本命は《閃光翼グランス》って言ってね。私以外だと速すぎて身体が壊れるじゃじゃ馬なの。さぁて、神様は私の最速に追いつけるかな？」

　ミーシャがそう言って浩太にウインクすると、ミーシャの両目に青い歯車が浮かび上がった。

　片目はアイラとの視界共有、そしてもう一つは貯め込んだ魔素を全身に纏わせ、強制的に身体を動かす閃光翼グランスと名付けられた魔法を発動させた証。

　外から身体の動きを制御するという点では、絶対命令権によく似た魔法だが、効果は大きく違ちがう。

「現れて、閃光の翼！」

　ミーシャの身体にまとわりついていた雷が弾け、青い光の翼へと形を変えた。

　彼女に隠された本当の力だが、あまりにも強力過ぎて自分一人では制御出来ない欠陥も抱かかえていた。

　この力を使うためにアイラが生まれ、天眼使いの予備が用意された。

　だが、アイラのサポートがあっても、なお、閃光翼は不完全で、最高速度は制御しきれなかった。今までは――。

「サポート頼むねコウ君。私一人じゃアイラちゃんの眼の補助があっても、最高速度は制御しきれないから」

「任せてくれ。ミーシャの力を俺が全て引き出して操る。だから、全力でいってくれ」

「ありがとコウ君、身体は預けたよ！」

　ミーシャの翼が羽ばたくと、彼女の身体は文字通り閃光のように消え、通った後には光の尾を引いた。

　そうして、ミーシャの駆け抜ける閃光の中に剣閃が混ざる。

　その正体はミーシャがクロノを切りつける攻撃だった。

　最高速度に達したミーシャは、空中に剣の柄を十本放り投げ、宙に浮かぶ剣を掴つかんでクロノを切り付けるだけでなく、投げつけても攻撃していた。

　まるで十人の騎き士しが、敵を取り囲み一斉に攻撃を仕掛けているように見える。いわば分身を生み出して、攻撃しているような速度。

　浩太の絶対命令権によって移動先を決めていなければ、どこか遠くへ吹ふき飛とんでいるだろう。

　その速度を以て、ついにクロノの体力が削れた。

「ねぇ、自称神様、顔がちょっと削れて男前になったんじゃない？」

「へぇ、速い。名前に恥じない速度だね。かするなんて思わなかったな。余所見していたら首が持って行かれる所だったかもね」

　初めての命中と言えば聞こえは良いが、実のところ、クロノの体力はほとんど減っていなかった。

　かすり傷と言ったのは単純な強がりでは無い。クロノはどんな敵よりも強いのだ。

　だが、かすり傷をつけられるということは、攻撃を続ければ削りきれるということでもある。だから、クロノがどれだけ強かろうと、諦める理由には全くならなかった。

「ミーシャ！　そのまま削り切れ！」

「まっかせて！　力が溢あふれてどこまでも速くなれそうだよ！」

　浩太の攻撃指示で、ミーシャはさらに速度を上げてクロノに襲いかかる。

　ランダムに投げられた剣の柄が全く落ちない程ほどの速度で、ミーシャがクロノを切り抜け続けている。

　しかも、攻撃を繰くり返かえせば繰り返すほど、ミーシャの剣けん戟げきは限界を突破して速くなり、浩太の攻撃指示も的確になっていく。

　そして、ついにクロノから避けるという選せん択たく肢しを奪うばった。

「なるほど。良い可能性を見せて貰ったよ。これは避けられない」

　クロノが初めてミーシャの攻撃を真正面から防いだ。

　浩太のおかげで限界を超えたミーシャの速さが、クロノの速さを追い抜いたのだ。勝負を決めるなら、今しか無いと思わせるほどの絶好の好機。

　それをミーシャと浩太が見み逃のがす訳がない。

「勝手に満足してる所悪いけど、私はあなたを倒たおすまで満足してないからね！　死ぬなら一人で死んでね！」

　そして、このミーシャの追撃で決まる――はずだった。

「想像上の子供イルドレと閃光翼もこんなもんか。もう見切ったよ。だから、これ以上見せる必要はない。失敗作とも成功作ともどっちつかずの君にしてはよく頑がん張ばった。僕が求める力には及ばないのが残念だけど」

　クロノの言葉とともに、ミーシャの纏まとう青い閃光の中に赤い結晶の光が混ざる。

　その瞬間、ミーシャの身体が爆ばく発はつして、クロノから吹き飛ばされたのだ。

　なんと、クロノは言葉通り、ミーシャの速さを見切ったのだ。

「人に頼たよられるくらいの強さは間ま違ちがい無なくあるけどね。これじゃあ足りない」

「あー、もうむかつくなぁ。そうやって人の心を見透かしたようなこと言うの！」

　だが、ミーシャは一度の被ひ弾だんに怯むことなく、剣の乱舞を繰り返した。

　ミーシャの攻撃もクロノに当たる。

　だから、現時点での戦せん況きようはあくまで互ご角かく。攻め切れる方が勝利を掴む戦いだ。

「でも、図星だろう？　君は求められないことに恐きよう怖ふしている。君が失敗作だと捨てられることに怯おびえている。僕はずっと記録していたからね。君が生まれた日から死ぬ日まで」

「なら、何で私が今、こんなことしてるかも分かる？」

「僕相手なら負けても当然。全員どうせ死ぬなら、誰も自分を責めはしないとでも思ったかい？　自分を欠かつ陥かん品ひんだと気付いている君は、他人に自分の限界を他人に知られたくないから、ふざけた振りをし続けて、余裕があるように見せ続けていた。それが今全てを出して余裕をなくしているんだから、そんな顔、誰にももう見られたくないだろう？　可能性を見せてくれた手向けだ。僕の手の中で最後を迎むかえると良い。残りの人間は君を思う暇すら与えず、終わらせることを約束しよう」

　ニヤリと含み笑いを浮うかべるクロノに、ミーシャは尖とがらせた口から小さく噴き出した。

「ぷすす。残念外れ。ずっと私をのぞき見していたあんたより、出会ったばかりで私の本質を見抜いたコウ君の方が凄すごいよ」

「君はまだ本心を隠そうとしている。このまま世界が僕に滅ぼされてしまえば、嫌いやな事も、自じ己こ嫌けん悪おも全て忘れられるのにって思っている」

「そうだね。でも、不思議なことにさ。コウ君なら隠さなくても良い気がするんだよ。ううん、違うな。そんな私でも認めてくれるって思えるんだ。だから、私は全力で戦える！」

　ミーシャは剣を四連続で投げつけてクロノの注意を奪うと、逆方向に一いつ瞬しゆんで回り込み、クロノが避けた剣を掴んで、クロノの背後から振り下ろした。

　死角から最速で放ったミーシャの剣を、クロノが即座に反応して両りよう腕うでの刃で受け止める。

　ミーシャが速くなればなるほど、クロノも強くなっている。こちらの実力を測るように力を調整しているのではないか、と疑いたくなるほどの対応力だった。

「君達たちは本当に面おも白しろいね。誰よりも認められたいのに、自分を認めないで自分を傷つける。誰よりも見て欲ほしいのに、誰かに言われたから他人に合わせて自分を消す。誰かから見捨てられないために欠陥を隠かくし、失敗を隠すために、手を抜いた振りをして本当の自分を隠している。そんな弱い心があるのに、それでもみんな僕に全てを賭かけて向かってくる。たった一人の男と一緒にいたいからっていう理由で！」

「やばっ、速度を殺された!?」

「でも、心は折れてないね？　なら、先に身体を折るよ」

　クロノは軽やかにそう言うと、赤く鋭するどい足でミーシャの腹部を蹴り上げた。

「くぅっ！」

「ミーシャ！」

　浩太が叫さけんだ頃ころにはミーシャの身体が宙に浮き、黒い稲妻を纏う火球が突きつけられている。

「イヴ！　妖精の羽根の盾は!?」

「妖精の羽根も再構成まで後少しです！　シャロンさんはまだ少しかかります！」

　浩太の意図を先読みしてくれたのかイヴが状じよう況きようを知らせてくれると、浩太は瞬時に指をモニターに映る戦略地図へと伸のばした。

「ほうら。撃つよー。でも、今のミーシャ君は動けなーい。イルドレだったら精々頑張って逃げてみて。もし逃げられるならね」

　クロノが挑ちよう発はつ的てきな声を出して笑っている。

　その驕おごりに浩太は感謝すると、爆ばく発はつ範はん囲いからミーシャの駒を吹き飛ばすように弾き飛ばした。

「げ……さすがにちょっとヤバイかも？」

「姉さん逃げて！」

　アイラの叫びも虚しく、逃げ切れなかったミーシャの身体が爆炎に包まれる。

「姉さん！」

　視界を共有しているアイラの眼には、きっとまばゆい光が映っている。それこそ、ミーシャが死んだと思っても仕方無いほどの光景が広がっていただろう。

　――だが、浩太はその想像を現実にさせなかった。

「うわー……今度は本当に死ぬかと思った。身体が勝手に動いたからコウ君のおかげか」

　ミーシャは生きていた。しかも、咳せき込みながらも苦笑いする余裕まで見せている。

　ミーシャが無事だったのは、爆発に飲み込まれるギリギリで浩太が絶対命令権によって動けないミーシャを強ごう引いんに動かしたおかげだ。

　閃光翼のおかげで何とか爆発範囲を抜け出せたものの、一秒でも遅おくれたら、本当にミーシャが死ぬところだった。

　けれど、無傷とはいかなかった。

　ミーシャの身体はボロボロで、浩太のモニターにはミーシャが火傷やけどと骨折の怪け我がを負っていると表示されている。とても笑っていられる余よ裕ゆうなど無いはずだった。

「ミーシャ大だい丈じよう夫ぶか!?」

「余よ裕ゆう余裕。だからそんな声出さないで。約束通り、コウ君は私を守ってくれたよ。やるじゃん、この色男。これは惚れ直しちゃうかもよ？」

　ミーシャは痛みを顔に出さず、強がって軽口を叩たたいた。

　そうしないと、駄目なことをミーシャは知っていたのだろう。

　ムードメーカーで最も強いミーシャの心が折れれば、みんなの士気が落ちる。

　それを避けようと一いつ生しよう懸けん命めい虚勢を張ってくれたのだ。だから、浩太も虚勢を張った。

　恐怖は簡単に人に感染する。けれど、希望と勇気は絶望的な状況で人を照らすのだから。

「さすがミーシャだよ。これで勝機が見えた」

　浩太の虚勢に、ミーシャは冷ひや汗あせを垂らしながら笑みを浮かべて頷いた。

　おかげで、まだシャロンとアイラの心は折れてない。

　けれど、虚勢で勝てるほど、クロノはそんなに甘くはない。

「ギリギリで逃がされたか、やるね。でも、ミーシャの身体は正直のようだね。イルドレの最高傑作でも、その怪我ではろくに動けないだろう？」

「いや、まだ動けるよ。これでも、みんなのお姉ちゃんだからね。妹が頑張ってるのに、先に動けなくなる訳にはいかないんだよね」

「強がりをまだ言えるか。素晴らしいね。でも無意味だ。君が落ちれば、残りの二人の心が折れるだろう。だから、このまま最初に死んでくれ」

　クロノからミーシャにかけられる無慈悲な言葉を遮るように、浩太は全力でクロノの言葉を否定した。

「無意味なんかじゃない！」

　ミーシャでなければ、今この時間は無かった。

「マスター！　シャロンさんの魔ま力りよく充填チヤージがもうすぐ完了します！」

　ミーシャはシャロンのための時間を十分に稼いだ。

「ミーシャのおかげで勝てそうだな」

「あはは……。限界まで出し切ったのに良い所なかったんだけど、がっかりしてない？」

「ミーシャじゃなかったら、あそこまで出来なかった。本当にありがとう」

「そっか。それじゃあ、あたしはちょっとだけ休むね。後はコウ君と妹分にまかせるよ。勝つって信じてるからさ」

「まかせてくれ。これでもう決めてやる！　ミーシャが稼いでくれた時間は無駄にしない！」

　勝利のための準備はこれで全て整った。

　シャロンは最初の狙撃以降一撃も攻こう撃げきを放たず、空を飛ぶこともせず、浩太の隣となりで長距離砲を構え、ただ一撃に全てを込めていた。

　そして、ついに真なる意志の力ヴアイスゼーレ発動という表示が、シャロンのカードに現れる。

　魔素が高こう濃のう度どに圧縮されたシャロンの長距離砲は、砲ほう身しんそのものが青く輝かがやくほど魔素を圧縮し、力に変換する炉心があまりの魔力量に甲高い悲鳴をあげている。

「マスター。シャロンさんのヴァイスゼーレ。圧縮率最高で砲撃準備が完了しました」

　浩太はイヴのこの報告をずっと待っていた。

　落ちこぼれだったシャロンが己おのれを信じ、浩太を信じ、仲間を信じて、命を賭けて作り出した最強の一撃が、完成した瞬間を。

「撃うてー！　シャロオオオオオ！」

　浩太は腹の奥底から全ての力を解き放つつもりで、命令を叫んだ。

「これが私の全力全開だあああああ！」

　シャロンの哮りとともに、赤く煌めく拳こぶ大しだいの砲弾がクロノに向けて放たれる。

「そんなもの」

　クロノは小さな太陽のような塊かたまりを防ごうと、結晶の盾で身体全体を包んだ。

　その瞬間、浩太は勝ったと確信した。

　クロノは避けなかった。それが奴やつの敗因となる。

　シャロンのヴァイスゼーレは、炎の中に敵を閉じ込め、敵を焼き尽くすまでダメージを与あたえ続ける必殺の魔ま法ほうなのだから。

「これは可能性を求める純じゆん粋すいな意志の力か！　ぐおおおおおお!?」

　クロノの盾に衝突した火球はクロノを飲み込むと、時が繰り返されるかのようにその場で何度も爆発し続け、クロノを倒すまで爆発し続けている。

　その爆発の力強さは、地上にいる浩太達が衝しよう撃げき波はで吹き飛ばされそうになるほどのもので、さすがの浩太も目が開けられず、クロノの状況を見ることが出来なかった。

「イヴ、クロノの状況は!?」

「命中を確かく認にんしました。ダメージ確認――いえ！　撃破を確認しました！」

　イヴの撃破報告に、浩太は思わずガッツポーズをとる。

　そして、一分ほど続いた爆発がついに止み、空が灰色の煙けむりに包まれた。

　その中から赤い結晶の欠かけ片らがポロポロと落ちてきて、赤い雪が降ふっているような幻げん想そう的てきな光景が広がる。

　シャロンの一撃がクロノを粉々に砕いた証だ。

「やった。私やれたんだ……ちゃんと出来たんだ！　やったよ浩太！　倒したんだよ！」

　シャロンが浩太に飛びつき、とびきりの笑え顔がおで頬ほおをすりつける。

「あぁ、俺達勝ったんだ！　シャロンがみんなを、ここを、守ったんだよ！」

「浩太のおかげだよ。浩太がいてくれたから、浩太が勇気をくれたから、ありがとう浩太！」

　シャロンと身体が密着し、温ぬくもりと柔やわらかさが全身に伝わってくる。

　それだけで浩太の心臓は跳ね上がり、恥はずかしさで身体の芯しんから熱くなるのを感じていた。

　だが、その胸の高鳴りは気恥ずかしさだけではない。

　落ちこぼれが英えい雄ゆうとなった瞬間を、目の当たりにした喜びがあった。

　そして、ともに世界を救った達成感に満ちあふれていた。

「感動的だよ。実に良い物を見せて貰った」

　そう、クロノの言葉通り、とても感動的だった。

「え!?」

　クロノのかすれた声がした途と端たん、浩太の胸の中でシャロンの身体が凍り付いたようにこわばった。

　煙の中にはヒビだらけのクロノが浮かんでいて、地に落ちていたはずの結晶がクロノの身体に吸われていく。

「危うく素体すら破壊されて、再生出来なくなるところだったよ。なるほど。確かに運命を変える強い意志の力だった」

　一度は撃破したはずだったのに、クロノは生きていた。

　いや、生きていたというよりか、一度死んで復活していると言った方が正しいだろう。

　再生しているリマインダーの中心には歯車と針がクルクルと反時計回りに回っていて、まるで時を巻まき戻もどしているように見えたのだから。

「だが、僕と同じ程度では足りない。僕は負けたからね。さて、これで今回の可能性は計り終えた。君達の記録があれば、次の新しい世界はもっと良い物になる。さぁ、最後は君の見せた力で滅ほろびを迎えると良い」

　復活したクロノはシャロンの攻撃をコピーしたのか、手の平の中に何重にも球が重なった紅蓮の球を生み出していた。

　浩太は反射的に反はん撃げきに出ようとするも、仲間の状況を見て手が止まった。

　ミーシャの身体はボロボロで激しい動きは出来ない。アイラも天眼を通じてミーシャと感覚を共有していたせいか、片目を押さえて酷ひどく疲ひ弊へいした様子を見せている。

　ロイを始めとする正規兵の生き残りも、応援に駆けつけてくれる余裕はない。

　そして、シャロンは無傷でも、先ほどの必ひつ殺さつ技わざをもう一度チャージする時間がなかった。

　全員が先ほどの一撃に持てる全てを注ぎ込んだせいで、この世界にいる人達にクロノを止める力はもう残されていなかった。

　それと、浩太も動かせる味方がいなければ、絶対命令権は意味を持たないのだ。

　もう、これが最後になるかもしれない、そう思った浩太にシャロンがそっと抱だきついてきた。

「私の残った魔力を全て込めた貫かん通つう弾だんで一瞬の時間を稼ぐから、浩太はもとの世界に帰って、私の代わりに生きて」

「シャロ……お前……」

「言ったでしょ……最後の最後まで見捨てないって」

「最後とか、そんな悲しいことを言うなよ。俺おれはまだ諦あきらめてないぞ」

「大丈夫。怖さも悲しさも浩太のおかげでほとんど感じないから。今なら何があっても笑ってお別れ出来るから、浩太は悲しまないで」

　シャロンは落ち着いた声で返事をすると、浩太を抱きかかえたまま長距離砲を構えた。

　そして、優やさしい笑顔を浮かべたまま、ごめんね。ありがとう。と囁ささやいた。

　命を賭けたお別れをするために、シャロンの指が引き金にかかる――その時だった。

「シャロンさん。お別れを言うにはまだ早いですよ！　マスター！　妖よう精せいの羽根、エネルギー最大充填フルチヤージで再構築完了しました！」

「待ちくたびれたぞ！」

「でも、間に合いました！　それと注意です！　クロノだけを倒してもダメです。あの攻撃を消さないと、みんなまとめてゲームオーバーです！」

「だったら、シャロの攻撃であの太陽ごとクロノを撃ち抜く！」

「はい！　その作戦でいきましょうマスター！」

「イヴ！　俺とお前のありったけ、シャロに全て注ぎ込むぞ！」

　浩太はイヴの報告を聞くと、シャロンの身体を強く自分の胸に抱き寄せた。

「シャロ、最後は俺とイヴに任せろ」

　どこを探しても、この世界にいる人間には、残された力なんて無かった。

　けど、たった一人、この世界の人間が別世界にいて力を温存していた。

　誰だれよりも世界を救いたいと願い、自分の命すらも捨てる決意をした少女、イヴがいた。

「イヴ！　妖精の羽根必殺陣バーストトリツクで展開！」

「了りよう解かい。妖精の羽根必殺陣バーストトリツクで展開！　パワーゲートをシャロンさんに直列で並べます！」

　浩太の指示で、四枚の羽根が組み合わさり、四角い青いゲートが四つ作られる。

　四つの青いゲートはシャロンの砲ほう口こうの前に並び、光で出来た銃じゆう身しんのようだ。

「続けてシャロの覚かく醒せいカード《神速》発動！　砲撃チャージ速度を加速！」

「了解。《神速》発動。砲撃急速充填開始します」

　シャロンの覚醒カードはまだ切っていなかった。何かあった時のために取っておいた、という訳では無い。

　純粋にシャロンが覚醒カードの補助無しでも、戦えるほど強くなっただけだ。

　そのおかげで、この死地が窮地へと変わった。

　窮地であれば抜け出す道はある。真っ暗な道でも先に進めば光がある。

　その道を照らす光が、シャロンの胸むな元もとで輝いた。

　シャロンの胸元に現れた金時計は、浩太の願いを受けてシャロンに力を与える光。

　優しく、強く輝いて、まだ終わっていない、と叫ぶかのように輝いている。

「さっきのはシャロの全力全開。今度は俺おれ達たちみんなの全力全開の攻撃だ。俺の覚醒カードの力を全部シャロの長距離砲の魔ま力りよくに変換する。これで、普ふ段だん撃うっている分の最大魔力くらいは溜たまったはずだ」

「なんで……なんで浩太は諦めないの？」

「それが俺の唯ゆい一いつの取とり柄えだし。それに、シャロが俺を最後まで信じるように、俺も最後までシャロを信じてるからさ。俺達が出会った時みたいに、シャロならどんなピンチもひっくり返してくれるって！」

「……バカだね浩太は。でも、そう言ってくれる浩太だから私も信じたんだ。諦めないことを、自分を信じることを教えてくれたから。私も諦めない！　浩太がいるなら私はどこまでだって強くなる！」

　まるで浩太とシャロンの心に応えるように、長距離砲が輝きを放ち始めた。

　壊れたリミッターは元に戻っていない。二人の意思がシンクロして、一つの魔法になろうとしているのだ。

　正真正銘、最後の攻撃になる。

　さすがの浩太もこれ以上の隠し球は用意していない。

「無駄なことを。もはや可能性の上限は知れたのに。君達たちのやっていることは無駄だ」

　浩太達のやりとりにクロノは肩をすくめると、呆あきれたような口調で二人を煽あおった。

　けど、浩太はその言葉に反論しなかった。

　何な故ぜなら、反論するのはこの世界で生きていき、この世界を必死で守ろうと戦った彼かの女じよ達の方が相応ふさわしいと思ったからだ。

「だってさ、イヴ？」

　浩太の呼び出しでイヴの映像が浩太の横に投影されると、イヴはクロノを見上げて胸に手をあてた。

「無む駄だではありません。何度だって運命を変えられるって証明してみせます。マスターとこの世界の人達とともに」

「イヴの言う通りだよ」

　イヴの言葉に応えたシャロンも力強い声こわ音ねで賛同する。

「自分の出来ることを諦めないこと、自分の望みを諦めないこと、それを貫き通すことが強さだって、私と浩太とイヴであなたにも教えてあげるクロノ！」

　シャロンが見得を切ると同時に、シャロンのカードに表示される粒りゆう子し充填率が限界を超えて振り切れた。

　もう、これ以上は計れない。測定出来る領域を超こえたモノは未知と言う名の可能性の世界に繋つながっている。

　クロノを倒す力になるか、ならないか、やってみなければ分からない。

　でも、やらなければ、奇き跡せきが起きる可能性はゼロだ。奇跡を引き寄せるために浩太は最後の一手に手をかける。

「やるぞシャロ！」

「うん！」

　シャロンが頷うなずくと、浩太は左手でシャロンの身体を抱え、右手を彼女の手に重ねて、引き金に指をかけた。

　二人が初めて出会った時も、この長ちよう距きよ離り砲ほうで敵を撃ち抜いてトドメを刺した。

　天才姉妹と戦った時も、この長距離砲を主体に作戦を立て、勝利した。

　その時のおかげで、互たがいに全力を出して信じ合えるようになった。

　イヴとの戦いもこの長距離砲で乗り越えられた。

　シャロンがいなかったら、今まで到底勝てない戦いばかりだった。

　いつの間にか、いや、最初からだ。浩太の中でシャロンは落ちこぼれじゃなくて、勝利を運ぶ英雄だった。

　そして今、シャロンが一人で引いてきた引き金を、浩太が一いつ緒しよに引いて、力の限り叫ぶ。

「「いっけえええええええええええ！」」

「僕を超えて見ろ。君達の言う可能性で！」

　浩太とシャロン、そしてクロノの三人のかけ声とともに、終わりを告げる光が放たれた。

　シャロンからは青い光の弾だん丸がんが放たれ、クロノからいくつもの火球が閉じ込められた赤い結晶が放たれる。

　両者の力の差は明確で、シャロンの放った弾丸はクロノに比べてはるかに小さい。

「あまりにも小さい。哀れみすら覚えるあがきだね」

　クロノが呆れ、嘲笑する。

　だが、その弾丸には、まだ浩太とイヴの意志の全てが込められていない。ここから浩太の放った攻撃はさらに輝きを増す。

「妖精の羽根、パワーゲートによる強化シーケンスを開始します」

　イヴの想おもいと願いを込めるための宣告がスマホから発せられる。

　妖精の羽根による攻撃強化サポート、その中でも全ての羽根を集め、貯蔵魔素の全てを注ぎ込んで最大の火力を叩き出すための連鎖反応が始まる。

「第一加速チヤージ！」

　細い光の矢が最初のゲートを通過すると、イヴの宣言で光の矢がさらなる輝きを放って加速した。

「第二複製レプリカ！」

　そして、第二のゲートを通過すると、一本だった矢が複数に増ぞう殖しよくし、さらに加速した。

「第三拡散ランダム！」

　続けて第三のゲートを複数の矢が通過すると、光の束が寄り集まって一つの球体へと変化した。
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「第四圧縮コンセントレイト！」

　最後のゲートを球体が通ると、今まで巨きよ大だい化かしていた力の渦が急速に圧縮され、最初に放った弾丸と同じサイズまで小さく圧縮される。

「そんな小さな光で僕の力を超えようというのか？」

　クロノが挑発的に叫び、赤い太陽を浩太達に向けて放った。

　見た目で言えば、クロノの攻撃の方がはるかに大きくて強そうに見える。

　だが、攻撃の放つ光の強さは、浩太達が意思を込めた攻撃の方がはるかに眩まぶしい。

　この二つの光が運命を分ける。

　まるで、引き合うように二つの魔法はぶつかり、世界を試すための赤い滅びの光と、世界を守るための青い願いの光が弾け飛んだ。

「さぁ、可能性の結末を見届けようじゃないか！」

　クロノの声を最後に、浩太の視界は白い光で包まれ、音も消えてなくなる。

　分かるのは自分が吹き飛ばされ、何かにぶつかったという痛みだけだ。

　何もかもが消え、痛みだけが残された世界で浩太に出来たのは、ただ願うことだった。

「届けええええええ！」

　願いと言う名の命令の叫びも、自分の声なのに聞こえなくなった。

　そんな無限にも思える静せい寂じやくの後、浩太は背中の痛みで自分の生を実感した。

「いってええええ!?　……って、俺は……生きてるのか？」

　浩太が目を開けると、そこは見覚えのある浮遊島特有の白い道路だった。

「……みんな大丈夫か？　おい、イヴ……って反応がないな。繋がらないのか？」

　自分がまだ生きていて、異世界にいると瞬時に悟った浩太は軋む身体で無む理り矢や理り立ち上がった。

　周りを見み渡わたすと、シャロン、ミーシャ、アイラだけではなくロイ達も倒れている。

　すぐに駆け寄って生きているかどうか確かめようとしたけれど、目の前で動くあるモノを見て立ち止まってしまった。

「っ!?　嘘うそだろ……？」

　浩太が驚愕の声をあげ、見つめる先には胸から下を失ったクロノが浮いていた。

「お前に……こいつらは……殺させない！」

「木きの下した……浩太……」

　今この場に残された戦力は正真正銘、浩太一人だけだった。

　それでも浩太はクロノと戦おうと、落ちていた拳けん銃じゆうを拾いあげる。

　みんなを守りたいと願ったら、恐怖も驚きも吹き飛んで、勝手に身体が動いていた。

　そうして、浩太はたった一つの願いだけを頼りに震ふるえる手で、引き金を引いた。

「だから、これで終わってくれ！　クロノ！」

　ドンと音が鳴ると、パリンという音とともにクロノの胸元にあった時計が砕け散る。

「この世界の守人になる。それが君の意思なんだね？」

「俺はこいつらを見捨てることが出来ないみたいだ」

「お人好しだね。……フッ、僕の負けか。認めるよ君の可能性を。君の勝ちだ。今まで何人も異世界人を見て来たけど、君は初めて僕に抗あらがい、勝って見せた……。管理者ナビを生き残らせたのも君が初めてだ。おめでとう」

　クロノは浩太にそう言い残すと、赤い結けつ晶しようの身体は砂となって青い空に消えていった。

「君達の意志と可能性を見守るよ。君ならきっと――滅びを回かい避ひ出来る」

「勝った……？　俺は……俺たちは勝ったんだ！」
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　クロノが消えて緊きん張ちようが解けたからか、浩太の身体から一気に力が抜け、仰あお向むけに倒れてしまった。

　見上げた空は青くどこまでも澄んでいて、浮遊する大地もしっかり背中に感じられる。

　リマインダーの赤い結晶は欠片すら存在しない。

　間違い無くこの瞬しゆん間かんをもって、浩太は世界の運命を変えて滅びを止めたのだった。

「マスター！　ご無事ですか!?　通信が途絶えてすごく心配しました！」

「イヴ!?　うぐぉっ!?」

　突如、空中に現れたイヴはそのまま浩太の胸元にダイブし、馬乗りになったまま浩太の顔をペタペタと触って無事を確かめている。

「ぶ、無事だからそんな心配しなくても。って、他の人達は？」

　浩太は痛みをこらえながらイヴと一緒に上半身を起こして、周りを見た。

「目を覚まされたようですよ。あ、シャロンさんがすごい顔してこっちに向かって――」

「浩太！」

　イヴが言いきるよりも早くシャロンが動き、浩太に向かって飛んだ。

「シャロ!?　ストップ！　うわっ!?」

　シャロンが浩太の胸に向かって飛び込んで転がり回ると、シャロンの腕が浩太の首と背中にしっかり回された。

「生きてる！　私達生きてるよ！」

「分かった分かったから！　苦しい！　首に腕が！」

　二人の女の子に密着されて、普ふ段だんなら嬉うれしいことこの上ないはずだったのに、腕が首に入ったせいで浩太は死にかけていた。

「あー……もう、シャロンさん。それだと隊長が死んじゃいますよ」

　その様子を見て察してくれたのか、アイラはつまらなそうな口調でシャロンの手を払う。

　無愛想に見える眠たそうなアイラの目が、この時はいつもより頼もしく、優しく見えた。

「あっ!?　うわっ!?　ごめんなさい！　浩太大だい丈じよう夫ぶ!?」

　慌てた声を出したシャロンに、浩太は手を振ふって大丈夫だと伝える。

　なんとか呼吸が出来るようになった浩太は、肩かたで必死に息を整えた。すると、ふと背中を優しく撫なでる感覚がした。どうやら、アイラが背中をさすってくれているようだ。

「隊長。大丈夫ですか？」

「ありがとうアイラ。助かったよ」

「いえ、部下として当然のことをしたまでです」

「部下か。別に戦せん闘とう中ちゆうでも無いんだし、そんなかしこまったこと言われてもなぁ」

「そうですか。なら、部下ではなく、私個人の意思で行動させてもらいます」

「へ？」

　アイラは淡たん々たんとした口調の中に、どこか悪戯いたずらっぽい子供のような雰ふん囲い気きを漂わせると、小声でえい、と呟つぶやきながら浩太の背中に手を置いてもたれるように引っ付いた。

「私、ちゃんとお役に立てましたか？　隊長の中に私の居場所はありましたか？」

　誰にも聞こえて欲しくないのか、消え入るような声でアイラが浩太に尋たずねてくる。

　だから、その言葉に対する明確な答えを浩太は口にしなかった。その代わりに――。

「アイラ。ありがとう。約束通り甘あまい物をたくさん持ってくるよ。だから、アイラもお茶とお菓子を用意してくれると嬉しいな」

「っ！　はい。楽しみにしています。お茶もとびきりのを用意します」

　決戦前に交わした約束だけで、浩太の気持ちは伝わった。

　それに、アイラがいつのまにか手を浩太のお腹なかに回し、浩太が背中に感じるアイラの存在感がよりハッキリしたのが、何よりの証しよう拠こだ。

「なっ!?　アイラだけずるくない!?　何でひっついてるの!?」

「ずるくないです。シャロンさんが浩太さんを危険な目に遭わせたから、危険から守っているだけです。いつも姉さんからシャロンさんを守ってあげているのと同じです。深い意味はないです」

「マスターを最初に心配していたのは私ですよ。何で私がいつのまにかのけ者にされているんですか!?」

「みんな楽しそうだね！　お姉ちゃんも混ぜなさーい！」

　三人の口論が喧けん嘩かになりかけた瞬間、ミーシャが浩太を含めて丸ごとなぎ倒した。

　そして、ゴロゴロと仲良くみんなで地面を転がる中、浩太の意識は飛んでしまったが、間違い無くその顔はどこか幸福そうな顔だった。
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「では、マスター。次のクロノ・ギア跡あと地ちを攻こう略りやくするために、作戦会議です」

「了解。一個一個解放していくしか無いなら、そうするしかないもんな」

　浩こう太たの部屋で、イヴと浩太がスマホの地図と睨めっこをしながらルートを作っている。

　浮遊島クレイドルは無事に守られたが、リマインダーの脅威は消えた訳では無かった。

　リマインダーは既すでに崩ほう壊かいした《クロノ・ギア》から発生している者も残されているため、それらを潰つぶしていかなければ、最終的な平和を得ることは出来なかったのだ。

　でもつかの間の休息ぐらいは無事に手に入った。三人娘むすめが浩太の部屋で各々勝手にくつろげるくらいには。

「ねぇ、コウ君！　この冷れい凍とう庫こに入ってるアイスクリームっていうの食べてみたい！」

「こっちの世界のお茶も素敵です。あ、シャロンさんその煎せん餅べいとやらをもう一枚ください」

「はい。ねー、浩太。今日はこの後、こっちの世界を案内してくれるんでしょ？」

　三人は与えられた特別休きゆう暇かを使って、浩太の部屋に遊びに来ているのだ。

　世界を救った英えい雄ゆうの扱あつかいというよりは、気の置けない友人みたいな感じだ。

　でも、浩太は下手に祭り上げられるより、ずっと自分達らしいと思って、笑ってしまう。

　こんな平和な光景が当たり前になるように、浩太はもう一度自分の中で覚かく悟ごを決めた。

「これからも最後まで生き残るぞ。みんな」

「もちろん！」

　と元気良く前向きにシャロンが応える。

「当たり前です」

　アイラは淡たん々たんとしながらも確かな口調で応える。

「ま、なるようにしてみせるよー」

　どこか間延びしながらもミーシャも浩太に応じている。

「イエス。マスター」

　そして、全ての始まりであったイヴもまた浩太についてきている。

　世界を救う戦いはまだ始まったばかりだった。







あとがき







　読了ありがとうございました。

　異世界攻略クリアのゲームマスター、いかがだったでしょうか？

　最後まで楽しんでいただけたら、これ以上無いほど嬉しいです。

　さて、今作は異世界の危機をゲームの腕で攻略するお話でしたが、読者の皆様も一度くらい、この世界に行ってみたいと思うような本やゲームなどに出会ったことがあったかと思います。

　では、もし、ゲームの世界に転移して、何か一つ能力が貰えるのなら、皆様は何を貰いたいと思うでしょうか？

　私はその問いに、ゲームプレイヤーとして世界に干渉出来る力、を選択しました。その結果、本作が生まれることになりました。

　一見すると地味で、ゲームや小説、アニメの世界に入ったら敵をバッタバッタとなぎ倒す力ではありません。

　けれど、この場面でこうすれば良かったのに！　とか、なんで諦めるんだ!?

　絶対命令権という力があれば、そう思う場面に出会う時でも、自分の願いのままに変えることが出来るのかなーと思うと、実はかなりのチートスキルだなと思ってしまいます。

　後、個人的にこの設定での好きな所ですが、絶対命令権という能力は、無機質なコマンド入力という行為の代替でしかありません。

　けれど、異世界のキャラクター達と触れあって、お互いを知っていく中で感情が命令にこもっていき、最後には絶対命令権なんて能力があってもなくても同じ事をしてくれると確信するほど信じて貰える。

　こうして、人間関係の変化で能力の使い方が変わる。というのが個人的にすごく好みな設定でした。

　そんな絶対命令権で繋がれているのが、主人公の浩太を始めとした四人のヒロイン、イヴ、シャロン、ミーシャ、アイラですが、どのキャラクターもイラストレーターのyaman**様にかわいく、魅力的に描いて頂けて感謝感激しております。

　イヴはかわいく、シャロンは凛々しく、ミーシャはナイスバディに、アイラは大人しく、それぞれの特徴を活かしてくれたデザインを見た時は、嬉しさで小躍りしました。

　この場をお借りして、yaman**様に感謝いたします。

　ところで、読者の皆様はどのキャラクターがお気に入りになったでしょうか？

　一生懸命なシャロン、意外とお茶目なイヴ、ノリノリのお姉さんミーシャ、クーデレのアイラ、はたまた誰かのために全力を出せる浩太、次の機会があったら、もっともっと掘り下げて行けたらいいなーと思います。

　ちなみに、個人的に一番好きなのはアイラだったりします。クーデレ属性の子がデレた時の可愛さは最強だと思います。

　今度はアイラのデレた姿を描いて貰えたら嬉しいなー。と思いつつ、著者として他の子も負けないくらい魅力的なシーンを書くので、どうかご安心下さい。

　さて、話はキャラクターから本作品の設定に戻りますが、今作も色々なゲームをモチーフに取り入れております。

　スーファミ時代のゲームから最近の据え置きゲームやブラウザゲーム、ソシャゲーまで、遊んできたものを全部注ぎ込んでいるので、これはあれだなと、気付いてニヤリとしていただければ幸いです。

　分かりやすいところをあげれば、何とか大戦、何とかトリガー、何ソナ４、何コレ、等などです。

　最後に本作を出すに当たって、様々な手配をしてくださった担当様と、イラストレーターのyaman**さんに感謝を。

　そして、本作を手に取っていただいた皆様へ感謝を。

　本当にありがとうございました。

　もし、本作を楽しんでいただけたのなら、前作《征天の無双神器》も手に取っていただければ幸いです。本作に負けないくらい熱い物語です。

　それでは、また新しい本で皆様にお会い出来る日が来ることを心より祈っております。

　その時まで、どうか皆様、ごきげんよう。
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